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  CHARACTER


  



  遠見啓介［とおみ・けいすけ］


  主人公。高校二年生。


  



  アリッサ＝クラノ＝ストーリング＝ライト


  《方舟》からやってきた飛行少女。友月家に居い候そうろう中。


  



  友月未由［ともづき・みゆ］


  友月財ざい閥ばつ当主候補。


  



  朝ノ宮陽名［あさのみや・ひな］


  啓介のクラスメイト。自称・占い師。


  



  ツグミ


  啓介のクラスメイト。読心能力を持っている。


  



  倉野英里香［くらの・えりか］


  アリッサの弟子になった小学生。


  



  倉野正行［くらの・まさゆき］


  霊的治安維持部特別対策室美み傘かさ市支部長。またの名をマキビシマン。


  



  遠見由衣［とおみ・ゆい］


  啓介の亡き妹。遠見神社に神様として祀られている。


  



  ウルト＝クラノ＝ストーリング


  《方舟》の主・ヒースの娘。三姉妹の長女。


  



  スーラ＝クラノ＝ストーリング＝ミルキーウェイ


  三姉妹の三女。


  



  ヴェル＝クラノ＝ストーリング


  三姉妹の次女。アリッサの母親。


  



  ヒース＝ストーリング


  千年前に世界から魔術と神を奪った簒さん奪だつ者しゃ。アリッサの祖父。
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  PROLOGUE

  序章


  　美み傘かさ市の夜は──闇やみが濃い。


  　駅前にはショッピングモールや娯楽施設が立ち並び、多くの車が行き交う大通り沿いの商店街は一か月後に控えたクリスマス用の電飾で鮮やかに彩られている。だがそれでもちょっと細い路地へ入り込めば、そこは夜と影が重なる暗闇だ。


  　四方を山に囲まれた立地のため、美傘市には余よ所その明かりが入り込む余地がない。


  　駅前周辺の灯火は夜空の闇を少しだけ薄くしていたが、山々を塗り潰つぶす漆しつ黒こくまでは拭ぬぐうことができないでいた。


  　明確に区分された街の光陰。それは互いを引き立たせる。明るい側から見た暗闇は底知れないほどに深く、陰から眺める光の世界は眩まぶしすぎて直視できない。


  「もうすぐクリスマスか……。今年はもう、英え里り香かにプレゼントを買ってやれそうにないな」


  　苦笑交じりに小さく呟つぶやく。


  　私は遠くから聞こえてくる軽快なクリスマスソングに背を向けて、物の輪郭さえ定かではない闇の中を歩いていた。


  　体が重く、熱い。体調は最悪だというのに、全身の感覚は研とぎ澄まされている。


  　視界を制限するサングラスをかけていても、暗闇で躓つまずくことはない。どこに何があるのかは音の反響や空気の流れでだいたい把握できるし、人や動物の気配は数十メートル先まで感じ取れる。


  　体を動かすことはひどく辛つらいが、腕や足の筋肉には溢あふれんばかりの力が漲みなぎっていた。


  　意識と肉体が、ズレている。まるで自分が自分ではないかのような感覚。


  　──私の名は、倉くら野の正まさ行ゆき。


  　己おのれを保つため、私は胸の内で呟く。


  　そして思い出す。私が最初に聞いた声を。


  



  『お前には、魔術も権力も与えない。その代わり──自由をやろう』


  



  　それが私の生まれた意味。


  　だから私は自由に選んだ。己の生きる理由を、守るべきものを。


  「……英里香」


  　最も大切な者の名を口にする。


  　まだ泣き叫ぶことしかできなかった英里香の小さな手に初めて触れた時、人差し指を思いがけない力強さで握られた。


  　感触は今でもはっきりと覚えている。


  　それは私だけの記憶。〝彼〟にはないもの。


  　あの時、私は倉野正行という一人の父親になれた。


  　後悔はしていない。


  　むしろ自由のない〝彼〟を哀れにすら思う。己おのれの想いを偽いつわることなく、全てを懸かけて戦える私は幸せだ。


  「────！」


  　拡大していた知覚が、獲物の存在を捉とらえる。


  　私は即座に地を蹴けって、真っ暗な路地裏を風のごとく駆け抜けた。重く感じた体も、今は嘘うそのように軽い。


  　十秒もかからず、目標地点に到着する。


  　そこには赤黒い光を纏まとって立つ、マネキン人形の姿があった。額ひたいからは捻ねじれた角のようなものが突き出ていて、その部分が最も強い輝きを放っていた。


  「君が最近この辺りを騒がせている怪談の主かな？　路地裏に鬼が出ると噂うわさになっていてね、正義の味方である私が狩りに来たわけだ」


  　私が話しかけると、マネキンは関節を気味悪く動かして耳みみ障ざわりな音を立てる。こちらを牽けん制せいしているのだろう。それがどこか抗議しているようにも聞こえて、私は苦笑する。


  「──いや、すまない。今の言葉は嘘だ。本当は正義のためなどではなく、自分のためなんだよ。物に取り憑ついた怨おん念ねん……可か哀わい想そうな禍まがつ神かみ。悪いが君には〝糧かて〟になってもらう」


  　私は正直に目的を告げて、今の自分の姿を獲物の前に晒さらす。


  　禍神が驚いたように、恐れるように、後退した。


  　無理もない。私はもう、禍神以上の怪物なのだから。だがこれでもきっと届かない。


  〝彼〟から……ヒース＝ストーリングから英え里り香かを守るためには、まだ〝糧〟が足りないのだ。
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  CHAPTER1

  第一章　終末の楔

  せめて──大切な人の選択を支えてあげたいと思っています。


  
    １

  


  



  「ヒース＝ストーリングが……英え里り香かを殺しにやってくる？」


  　満月が輝く夜空を背に、焦しよう燥そうの滲にじむ表情で僕を見下ろす少女──アリッサ＝クラノ＝ストーリング＝ライトの言葉を僕は呆ぼう然ぜんと繰り返す。


  　僕に馬乗りになっているアリッサの向こうには、驚き固まっている未み由ゆと由ゆ衣いの姿が見えた。


  「そうなのよ、ケースケ！　このままじゃ英里香が危ないの！」


  　金色の髪を振り乱し、宝石のような碧へき眼がんをわずかに潤うるませて、アリッサは頷うなずく。


  　あまりに唐突な言葉に状況が上う手まく呑のみ込めず、僕は頭の中を一旦整理する。


  　僕──遠とお見み啓けい介すけは今日、妹の由衣に会うため神社へとやってきた。今は神様になってしまった由衣は満月の下で実体化し、僕らは再会を喜んだ。


  　しかしそこにアリッサの弟子である小学生の女の子、倉くら野の英里香が現れ──さらに御ご神しん鏡きようの中から一つ目の化け物まで這はい出てくる事態となった。そして英里香を攫さらった化け物をエノクや未由の協力を得て撃退し、とりあえず危機は去ったと一息吐ついた時に登場したのがアリッサだ。


  　上空から猛スピードで降下してきたアリッサは体当たりする勢いで僕に抱きつき、悲痛な表情で告げた。間もなく《方はこ舟ぶね》の結界が消失し、目覚めた祖父・ヒース＝ストーリングが英里香を殺しに来るのだと。


  　──思い返してみても、滅茶苦茶だ。突発的事態の連続で、僕は現状をほとんど理解できていない。


  　しかし〝分からないこと〟が当然の状況なのだと自覚し、少し冷静になれた。今するべきことは一つだけ。分からないのなら質問すればいい。


  「アリッサ、どういうことなんだ？　落ち着いて一から説明してくれ」


  　揺れるアリッサの瞳を見上げて問いかける。


  「──あたしも、まだよく分からない」


  「分からない？」


  「お母様に聞かれたの。お爺じい様が英里香を殺そうとしたらどうするって……。あたしは絶対に守るって答えたわ。そしたらお母様、あたしの味方をするから一緒に方舟を出ようって……それで──」


  　アリッサの言葉に僕は驚く。


  「ちょ、ちょっと待ってくれ。まさかヴェルさんも一緒なのか？」


  　体が弱いアリッサの母親──ヴェル＝クラノ＝ストーリングは時間の流れが遅い《箱庭ガーデン》内の隔離区画で、長い間暮らしていた。外へ出ることは基本的に許されていなかったはずなのに、どうして……。


  　アリッサに押し倒され、仰向けで寝転んでいる格好の僕は視線を彷徨さまよわせるが、夜空にヴェルさんの姿は見当たらない。


  「お母様はミユの屋敷よ。調子が悪そうだったからあたしのベッドで休んでもらってる。事情はケースケを連れてきたら話すってお母様に言われて……だから急いで捜してたの」


  「え、ヴェルさんが僕を？」


  「うん、ケースケにも聞いてほしい話なんだって」


  　そういえばヴェルさんは近いうちにまた会うはずだと言っていた。その時、英え里り香かについて話すとも。


  　だがそれがこんなに早く、しかも向こうから出向いてくるとは思いもしなかった。


  「そういうわけだからケースケ、一緒に来て」


  　そう言うとアリッサはやっと僕の上から退どいてくれた。僕は背中の土つち埃ぼこりを払って立ち上がる。


  　そこでようやく話に置いてきぼりだった由ゆ衣いと未み由ゆが、我われに返った様子で近づいてきた。


  　由衣は化け物との戦闘中に一度実体化を解かれてしまったが、今はまたこうして再び実体を得ている。アリッサが来る直前、僕は由衣に今夜は社殿で一緒に寝ようという話をしていたが──。


  「由衣……あのさ──」


  　英里香の命が危ないなら、今はアリッサと共に行かなければならない。そのことを伝えようとするが、由衣は僕に最後まで言わせず頷うなずいた。


  「──いいよ、お兄ちゃん。大事な話みたいだから、お泊まり会はまだ今度で平気」


  　僕が貸した黒い上着を羽は織おっている由衣は、笑顔でそう言ってくれる。だが頭に生えた耳と、スカートの下から覗のぞく尻尾しつぽは力なく垂れていた。内心では残念がっている証拠だ。


  「悪い……話が早めに終わったら、戻ってくるよ」


  「うん、ありがと。でも、無理はしなくていいからね」


  「……ああ」


  　強がる由衣の頭を撫なでて感謝を伝え、僕は由衣に笑い返す。


  　ほんのちょっとだけ由衣の尻尾が揺れるのを見て安あん堵どしていると、横からクイクイ制服の裾すそを引っ張られた。


  「あの……私も一緒に話を聞いてもいいかな？」


  　視線をそちらに向けると、未由が不安そうな眼まな差ざしで僕を見つめていた。


  「僕は全然構わないけど──」


  　確認を取るようにアリッサを見る。


  「お母様に確認してみないと分からないわ。でもたぶん大丈夫だと思う。友とも月づき家の当主は立派な方はこ舟ぶねの関係者だから」


  　友とも月づき家は《高次存在ヴイナー》である《嘆きし魔王》の血を引く一族だ。《嘆きし魔王》は《方はこ舟ぶね》の一員でもあり、縁は深い。


  「よかった……ありがとう。何か大変な状況みたいだから、私も力になりたくて……」


  　アリッサの返事にほっとした表情を浮かべる未み由ゆ。


  　由ゆ衣いがその言葉を聞いてピンと犬耳を立てた。


  「お兄ちゃん、あたしも何か力になれることがあるかもしれないし……実体化を解いてついてくよ。目には見えなくなるけど、近くにいるから」


  　そう言うと由衣は僕に上着を返し、目を閉じる。あっという間に姿が薄れて半透明になり、一度瞬まばたきしたら完全に消えてしまっていた。由衣が立っていた位置に媒介となっていた人形がぽとりと落ちる。


  「──わかった。一緒に行こう」


  　人形を拾い上げて僕は呟つぶやく。幾き何か学がく模様が刻まれた人形は燐りん光こうを放っており、その輝きはわずかに温かった。


  



  



  　高級住宅街の中でも群を抜いて広大な敷地を有する友月家の屋敷。当然ながら監視カメラなどの警備も厳重で、いきなり屋敷の中に魔術で転移しては不審に思われる。そのため僕らは一旦屋敷近くの路地に魔術で移動してから、大きな黒塗りの鉄門が聳そびえる正面玄関のチャイムを鳴らした。


  　普段は傘さん陽よう学園の女子寮で生活している未由がいきなり帰宅したことに面食らうこともなく、屋敷を管理している執事兼秘書の九く棚だなさんは快こころよく僕らを迎えてくれた。


  「ねえ、クダナ。お母様の様子はどう？」


  「大丈夫ですよ、アリッサ様。お加減が少しよくなったようなので、消化のよい料理を香か織おりに運ばせたところです」


  　アリッサはきちんとヴェルさんを母だと紹介し、九棚さんに看病を頼んでいたらしい。そんな非常事態なのだから、アリッサが未由や僕を連れてきてもさほど驚かなかったのだろう。


  　西館二階にあるアリッサの部屋まで来た時、食器ワゴンを押して出てくるメイドの香織さんと鉢合わせた。


  「ヴェル様は主人の料理をとても美お味いしいと言って全部食べてくださいましたよ。先ほどまであった熱も今は下がっているようです」


  　九棚さんの妻である香織さんの言葉に少し安心する。体の調子が悪いと聞いて心配していたのだ。僕らは香織さんに礼を言ってから扉を開けた。


  　アリッサの部屋に来たのは本当に久しぶりだ。以前見た時よりも生活感が増している。


  　品のよい調度が揃そろった部屋の壁には写真がいくつか貼はられていて、机の上には学校の教科書やノートが広げられたままになっていた。


  「お母様！」


  　部屋の奥──中庭に面した窓際にある大きなベッドへと一直線に向かうアリッサ。そこには巫み女こ服を着た金髪の女性が上半身を起こして座っていた。


  「──アリッサ、おかえりなさい」


  「…………」


  　アリッサは微ほほ笑えむヴェルさんに無言で抱きつき、胸元に顔を埋うずめる。


  「もう、そんなに心配しなくても平気よ。ちょっと体調を崩すのなんて日常茶飯事なんだから」


  　苦笑を浮かべてアリッサの頭を撫なでながら、ヴェルさんはこちらを見る。


  「──ケースケさん、お呼び立てしてごめんなさいね。どうしても至急お話ししたいことがあったの」


  「いえ、僕にとっても大事なことですから……」


  　英え里り香かがヒースに殺されるなどと聞かされたら、じっとしてはいられない。


  　僕の表情で気持ちは伝わったのだろう。ヴェルさんは小さく頷うなずき、今度は未み由ゆに視線を移す。


  「あなたとは、初対面ね。でも──どこかで会ったような気がする。ルナさんの面影がある。もしかして──」


  「……はい、私は友とも月づき未由。友月家の始祖・朋とも月づき未み永えい──ルナ＝ザナフ＝トワイライトの子孫で、これを継承した者です」


  　未由は真ま面じ目めな顔で首しゆ肯こうし、制服のポケットから携帯電話サイズの白い直方体を取り出す。直方体の表面には複雑な幾き何か学がく模様が刻まれ、中央には赤い宝石が輝いている。


  「それはアル様の王剣──。そう、あなたが今の……月の王様なのね。よろしく、ミユさん。私はアリッサの母、ヴェル＝クラノ＝ストーリングよ」


  　懐かしむように未由の顔を見つめるヴェルさん。


  「あの、ヴェルさん。私も一緒に話を聞いてもいいですか……？」


  「ええ、構わないわ。あなたにもきっと──選択する力があると思うから」


  　選択する力？


  　意味ありげな言葉に眉まゆを寄せる。だがそれについて訊たずねるより早く、ヴェルさんの胸元から顔を上げたアリッサが声を発した。


  「──ねえ、お母様。お爺じい様がエリカを殺すってどういうこと？　ケースケを連れてきたんだし……教えてくれるのよね？」


  「もちろんよ。でも少し長くなるから、ケースケさんたちも座った方がいいわ」


  　ヴェルさんは立ち尽くしている僕と未由に座るよう促うながす。


  　未由はベッドの縁に腰かけたが、僕は机の椅子を借りることにした。アリッサはヴェルさんに寄り添うようにベッドに座っている。


  　話を聞く態勢ができた僕らを見回し、ヴェルさんは口を開いた。


  「まず最初に、謝らせてちょうだい。《箱庭ガーデン》にあなたたちが連れてきた女の子──クラノエリカさん。彼女を紹介された時点で、今の事態は予測できていたの。だけどまだ時間はあると思っていたし、私自身も迷いがあったから話せなかった……ごめんなさい」


  　申し訳なさそうにヴェルさんは目を伏せる。


  「紹介された時点って──やっぱりエリカは何か、方はこ舟ぶねにとって特別な人間なの？　それとも……あたしが魔術を教えたのがいけなかったの？」


  　アリッサは不安げな顔で問いかけるが、ヴェルさんは静かに否定した。


  「──いいえ、そうではないわ。エリカさんはただの人間で……普通の女の子よ。特別だったのは私の母であるエリカ＝クラノの方」


  　アリッサの祖母であり、ヴェルさんの母であり、そしてヒースの妻である女性が英え里り香かと同姓同名であることは既に聞いていた。


  　だが名前の一致以外にも何かあるとは教えられていない。アリッサも混乱した表情で首を傾かしげていた。


  「お婆ばあ様の方が特別……？」


  「ええ──全ての発端と原因は母が存在してしまったことにあるのよ」


  　悲しそうな表情でヴェルさんは告げる。


  「存在してしまったって……まるで本当はいてはいけない人だって意味に聞こえるわ」


  　眉まゆを寄せ、呟つぶやくアリッサ。その言葉にヴェルさんは頷うなずく。


  「はっきり言えば、そのとおりよ。少なくともこの世界にとって、母はどうしようもないほどの異物だった。ねえ──この時代にもレストタクト＝エンデという魔術師の名は残っているかしら？」


  「レストタクト……エンデ？」


  　アリッサは初めて聞く名前だというようにきょとんとした表情を浮かべた。


  　だが僕は息を呑のむ。体を揺らしたせいで、椅子がガタンと大きな音を立てた。ヴェルさんは僕の方を見る。


  「ケースケさんは、知っているのね？」


  「はい……つい最近、聞きました。千年以上前に世界の滅亡を本気で探求していた魔術師で、あらゆる予言者が同じ滅びのビジョンを視みる原因を作ったって──」


  　それに僕がついさっき神社で戦った目玉の化け物は、自分がレストタクトだと言っていた。英里香を自分の物だと告げて攫さらおうともした。やはり英里香とレストタクトには何か関係があるのだろうか。


  「そこまで詳しく伝わっているのなら話が早いわ。ケースケさんの聞いた情報は全て事実よ。千年と少し前、世界を終わらせる方法を見つけ出して実行したレストタクトという魔術師がいたの。そして彼の計画の要かなめとなるのが、私の母・エリカ＝クラノだった」


  「な……それって、どういうことですか？」


  　驚いて問い返す。


  「──レストタクトはね、どうやっても〝今すぐ〟世界を終わらせることはできないと結論づけ、未来に可能性を求めたの。国一つ分の人間を生いけ贄にえにして発動させたといわれる超大規模な演算魔術──アーカーシャの幻光。それによってあらゆる可能性を演算し、最も早く世界が終しゆう焉えんを迎える未来を探し出したわ」


  　可能性を演算……？


  　途方もない言葉に気が遠くなる。正しく未来を予測するには、まず現時点におけるあらゆるデータが必要だろう。さらにそこから未来を計算するとなれば、どのくらいの演算能力があればいいのか想像もできない。


  　だが──魔術でなら、現代のスーパーコンピュータや未いまだ実用化に至っていない量子コンピュータ以上の演算装置を作り上げることが可能かもしれない。でも……。


  「世界が終わる未来を計算できたからって、どうなるんですか？　そんなのあくまで可能性の一つに過ぎないし、そのとおりに世界を動かすなんて不可能だと思います」


  　僕の言葉にヴェルさんは苦笑を浮かべる。


  「そうね……確かに不可能だわ。だからレストタクトは現在と未来を繋つなげてしまおうと考えたの」


  「繋げる？　どうやって──」


  「演算した未来の一部を魔術によって出力し──正確に具現化したのよ。レストタクトはこの実験を〝未来の召しよう喚かん〟と呼んでいたらしいわ。現在に未来の一部が存在していれば、その未来までの道筋は確定すると考えたのね」


  「いや、そんなの無茶苦茶じゃ……」


  　あまりの暴論に僕は呆あきれるが、ヴェルさんは真ま面じ目めな顔で首を横に振る。


  「信じられないことだけど──その無茶が通ってしまったのよ。実験は成功したの。レストタクトが未来の一部を出力したと同時に、滅びのビジョンが広がった。それは未来が確定した証拠。そしてその具現化された未来の断片こそが──エリカ＝クラノなの」


  「え──」


  　未来の一部というのがまさか人間だとは思っていなくて、僕は驚きの声を上げる。


  「お母様、人間の創造なんてことが可能なの？」


  　それまで黙って話を聞いていたアリッサがヴェルさんに訊たずねた。


  「魂は無理だけど肉体を再現するのは不可能じゃないわ。錬金術師たちはそういった生き物を人造生命ホムンクルスと呼んでいたの。母は限りなく人間に近かったけれど、それでも人造生命ホムンクルスに区分されるわね」


  　その説明を聞きながら僕は考える。


  　演算された終しゆう焉えんの未来。そこから切り取られ、具現化されたのがヴェルさんの母・エリカ＝クラノ。彼女が存在することで世界の滅びは確定する。


  　まさしく彼女は終わりを導く者だ。しかし現代にも、僕の近くにも〝おしまい〟の原因といわれた少女がいる。


  　一つ目の化け物──レストタクトと自称する《高次存在ヴイナー》が攫さらおうとした、ヴェルさんの母と同姓同名の女の子が存在している。


  　ということはまさか──。


  「ヴェルさん……もしかして、レストタクトが演算した未来は〝今〟なんですか？」


  　震ふるえる声で問いかける。


  「そうね──正確にはもう数週間先だけど、今と言ってもいいタイミングだと思うわ」


  「じゃあヴェルさんのお母さん──エリカ＝クラノさんの〝元〟になったのは……」


  　もうほとんど答えは分かっていたが、重ねて訊たずねる。


  「ええ……母の雛ひな形がたは、アリッサの弟子になったあの子──エリカさんよ」


  　ヴェルさんは僕が想像したとおりの言葉を返した。


  　アリッサと未み由ゆはまだ頭の中が整理できていないのか呆ぼう然ぜんとしている。


  「……何となく繋つながりました。まだ分からないことだらけではあるんですけど、色々と納得できた気がします」


  　僕は手の指を組み、思い返す。


  　エリカ＝クラノの娘たち──ウルトさんとヴェルさん、それにスーラ。彼女らは英え里り香かを初めて見た時、それぞれ大おお仰ぎような反応を見せていた。特にスーラは最初恥ずかしがるようにウルトさんの陰に隠れていたが、英里香と打ち解けるなり過剰なスキンシップを取るようになった。


  　彼女たちは皆、自分たちの母親の幼い頃の姿を見ている気分だったのだろう。


  「ちょっと待って、お母様。じゃあエリカは……お婆ばあ様と同一人物だってこと？」


  　ようやく我われに返ったアリッサがヴェルさんに問う。


  「いいえ。さっきも言ったけれど魂の複製だけはできないの。母・エリカ＝クラノは現代のエリカさんをコピーした人造生命ホムンクルスだけど、魂はなかった。父が母に出会った時、母はまるで生きた人形のようだったそうよ」


  「人形……」


  「記憶は持っていたはずだけど、それもほとんど封じられていたみたい。でも父と関わる中で感情が芽め生ばえ、次第に自我を持つようになったの。だから母とエリカさんはあくまで別人。あえて関係性を表現するなら──〝同位体〟といった感じかしら」


  　以前、僕も英里香とエリカ＝クラノが同一人物ではないのかと冗談交じりに問いかけたことがあった。その時ヴェルさんは笑いながら否定したが、それはこういう意味だったのか。


  　多少屁へ理り屈くつな気はするが──エリカ＝クラノのことを唯一の独立した存在だと断言する気持ちは分かる。何しろ自分の母親なのだから。


  　アリッサは会ったことのない祖母へ思いを馳はせるように沈黙する。


  　そこでこれまで黙っていた未み由ゆが口を開いた。


  「エリカ＝クラノさんと英え里り香かちゃんの関わりは分かりました。でも、それがどうやって今の状況に繋つながるんですか？　なんで奥さんと同じ顔をしているはずの……〝同位体〟の英里香ちゃんをヒース＝ストーリングさんが殺しに来るんですか？」


  　納得できないというふうにヴェルさんを見つめる未由。


  「それは……そうしないと母の犠牲が無駄になるから。父はきっと、そう考えているわ」


  　未由から視線を逸そらし、重い声でヴェルさんは答える。


  「犠牲が無駄に……？」


  「予知された終末のビジョンは母の犠牲によって一旦は消えたのよ。だけど〝おしまい〟が本当に回避されたかどうかは誰にも分からなかった。何な故ぜなら未来にはもう一人の──オリジナルであるクラノエリカが存在するかもしれなかったから」


  　ヴェルさんはそこで一旦言葉を切り、額ひたいの汗を拭ぬぐう。ずっと話し続けているので疲れてきたのかもしれない。少し心配になるが、ここで口を挟んではいけないような雰囲気が部屋には満ちていた。


  　小さく深呼吸し、ヴェルさんは言葉を続ける。


  「もしも運命が何も変わっていなかったとしたら、やがてオリジナルが存在する未来に辿たどりつき──終末のビジョンが復活するかもしれない。その場合、滅びを回避する確実な方法はただ一つ。オリジナルのクラノエリカを〝おしまい〟の前に抹消すること」


  　感情を抑えた低い声こわ音ねでヴェルさんは告げた。


  　その理屈は、頭では理解できる。もしも英里香が〝おしまい〟を見る前に死んでしまえば、レストタクトの演算した未来は破は綻たんする。英里香は今のところただ一人、世界が終わる瞬間に存在することが確定している人間だ。何しろヴェルさんの母であるエリカ＝クラノは終末の未来から切り取られた人造生命ホムンクルスなのだから。


  　つまり英里香がいなくなれば、絶対にその未来へは辿り着かないことになる。でも、そんなの──。


  　理不尽すぎる、と拳こぶしを握りしめる。視線を巡らせると、アリッサの瞳には怒りが、未由の表情には迷いが見て取れた。


  　ヴェルさんは僕らの反応を見て、ゆっくりと頷うなずく。


  「──何の罪もないエリカさんに全ての責任を押しつけることが正しいだなんて、父もきっと思っていない。けれど母の犠牲を無駄にしないため……それにたぶん私たちの未来を守るために、父はエリカさんを抹消しようとするはずよ」


  　妻と娘のため──。それはあまりにも真っ当で、強固な動機だった。


  　それにヒースの行動は、結果的に世界中の人間を救うことになる。大多数の人々にとっては間違いなく正義の味方だ。


  「何か……他に方法は？　僕が英え里り香かを守りたいと言ったら──それは世界を滅ぼすって宣言しているのと同じ意味になるんですか？」


  　目指そうとしていた道が行き止まりになっていると突きつけられた気持ちで、必死に希望を求めて問いかける。


  「それは……こほっ、こほっ！」


  　ヴェルさんは逡しゆん巡じゆんを見せながらも何かを言おうとしたが、咳せき込んでしまって言葉が途切れる。


  「お母様、大丈夫？」


  　慌てた様子でアリッサがヴェルさんの背中をさする。


  「──少し休んだ方がよさそうだね。私もここまで聞いたことを落ち着いて一度考えてみたいから、しばらく休憩しない？」


  　未み由ゆが僕らを見回して提案した。


  　アリッサはすぐに頷うなずき、僕も「分かった」と同意する。


  　聞きたいことはまだ山ほどあったが、体の弱いヴェルさんに無理をさせすぎるのはよくない。


  　逸はやる心を落ち着けるため一度深呼吸をし、僕は椅子から立ち上がった──。
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  　ヴェルさんを心配して傍そばから離れようとしないアリッサを部屋に残し、僕と未由は廊下へ出た。


  　重い音を立てて扉が閉じると同時に、未由は大きく息を吐く。


  「何か──すごい話だったね」


  「……ああ」


  「とりあえず、何か飲み物を取りにいかない？　ヴェルさん咳き込んでたし、たくさん話して喉のどが渇かわいているかもしれないから」


  「そうだな──」


  　僕らは屋敷の北館へと歩きはじめる。北館は主に家主のプライベートな場所が集まっている棟だが、一階には食堂やキッチンがある。先ほど食事を下げたばかりなので、九く棚だなさんか香か織おりさんのどちらかが後片付けをしているところだろうと未由は言った。


  　薄暗い廊下を並んで歩く。


  　廊下の窓からは煌こう々こうと輝く満月が見えた。ポケットの中に入れている媒介の人形を意識する。由ゆ衣いは今もすぐ傍そばにいるはずだ。


  　ヴェルさんの話を聞いた由衣は何を思っただろうか。英え里り香かを人柱にするようなヒースの行動に怒りを覚えたのか、それとも大切な人を守ろうとする想いに共感したのか。


  　いや、それよりも僕は……僕自身は──。


  「……ねえ、啓けい介すけくん。ヴェルさんの言ったことが全部本当なら……今の状況ってさ、英里香ちゃんか世界のどちらかを選ぶとか、そういう単純な話じゃないんだよね」


  　ぽつりと未み由ゆが呟つぶやく。


  「英里香ちゃんを庇かばったとしても、その結果世界が滅びるなら……みんな一緒に死んじゃう。だったら──ヒース＝ストーリングさんの選択は責められないよ」


  　苦しそうに、どこか諦あきらめたような口調で言葉を続ける未由。


  「未由、待ってくれ。結論を出すのは早いと思う。僕らはまだヒース側の動機を聞いただけだ。〝おしまい〟がどんなものなのかも、それが本当に回避できないのかも分かってない」


  「でも……どうにかする方法が他にあるのなら、ヒースさんもそっちを選んだと思うよ」


  「それは──」


  　言葉に詰まる。未由の言うことは正論だ。けど、全てを知るまでは自分の答えを出したくなかった。


  　気まずい沈黙を抱えたまま僕らはキッチンへと到着する。


  「未由様、どうかされましたか？」


  　洗い物をしていた香か織おりさんが僕らの足音に気づいて振り返った。


  「ちょっと飲み物を取りにきたの。ヴェルさんがちょっと咳せき込んでて……それに私たちも喉のどが渇かわいたから」


  「かしこまりました。ではすぐにご用意いたしますね」


  　香織さんは僕らに熱いお茶を淹れてくれた後、ヴェルさんとアリッサの分はポットに移し替えて部屋へ先に運んで行った。


  　二人になるとまた静けさが戻ってくる。


  「お茶……熱いな」


  「うん……」


  　ぎこちなく会話をし、ずずーっとお茶を啜すする。


  　結局それ以降は口を開かず、舌がひりつくほど熱いお茶をゆっくりと飲み干した。思った以上に体は冷えていたらしく、お腹なかを中心にじわっと熱が体全体に広がっていくのを感じる。


  　互いの湯ゆ呑のみが空からになったのを見て、僕と未由は意味もなく笑みを交わした。まだ考えは纏まとまっていないが、気持ちは落ち着いたようだった。


  「そろそろ、戻った方がいいよね」


  「……だな」


  　未み由ゆの言葉に頷うなずく。


  　僕らは湯ゆ呑のみを流し台に置き、キッチンを出て、来た道を引き返す。相変わらず会話はなかったが、今度の沈黙はそれほど重くなかった。西館二階に戻り、アリッサの部屋へ入る。


  「あの、具合は──」


  「ケースケ、しーっ……」


  　僕はベッドへ近づきながらヴェルさんに体の調子を訊たずねようとしたが、口の前に人差し指を立てたアリッサが僕を制する。


  　よく見ればヴェルさんはベッドに横たわり、すーすーと寝息を立てていた。


  「温かいお茶を飲んで落ち着いたら、眠くなったみたいなの。できればお母様をこのまま寝かせてくれない？」


  　小声でお願いしてくるアリッサ。僕としてもヴェルさんを休ませてあげたいが──。


  「なあ、ヒースが行動を起こすまでにどれぐらいの余裕があるんだ？　それが分からないとゆっくりしていていいのか不安なんだけど……」


  「あ、それなら大丈夫よ。さっきお母様に聞いたんだけど、方はこ舟ぶねの結界が消失するまで早くてもこっちの時間で一週間かかるみたいなの」


  　つまりあと一週間はヒースが来襲することもなく、考える時間があるということか。


  　決して長い猶ゆう予よでもないが、ヴェルさんに無理を強しいるほど焦あせる必要もない。


  「分かった。そういうことなら話の続きはヴェルさんが起きてからにしよう」


  「ありがと、ケースケ。お母様が起きたら呼びに行くから」


  　アリッサはそう言って笑顔を浮かべた。しかしその笑みはどこか力がない。どうやらアリッサにも少し休憩が必要なようだった。


  「じゃあ啓けい介すけくんにも部屋を用意するね。いつヴェルさんが起きるか分からないから、それまで休んでいて」


  　再びアリッサの部屋を出た後、未由はそう言って僕を西館三階の一室へ案内してくれた。


  　以前、文化祭の練習で屋敷に泊まり込んだ時に使わせてもらった部屋だ。


  　基本的にはアリッサの部屋と構造が同じだが、私物のない室内は殺風景に見えた。


  　窓際にある大きなベッドへ身を投げ出し、ガラス越しに夜空を見上げる。この位置からだと月は見えないようだった。


  　……この分だと、神社には戻れそうにないな。


  　そのことを残念に思いながら、目を閉じる。


  　─────────……。


  　──コンコン、コンコン。


  　連続する硬質な音に瞼まぶたを開いた。いつの間にか眠っていたようだ。どのくらいの時間かは分からなかったが、先ほどまで見えなかった月が窓の向こうで輝いている。


  　コンコン、コンコン。


  　またもや響く音。身を起こし、視線を移動させてぎょっとする。


  　窓の外にヴェルさんが浮いていた。僕と視線が合うとにっこり微ほほ笑えんで手を振ってくる。


  「な、何やってるんですか!?」


  　僕は慌てて大きな窓を開け、ヴェルさんに訊たずねた。


  「ちょっとケースケさんだけにお話ししておきたいことがあるの。お邪魔していいかしら？」


  「え？　は、はい……いいですけど」


  　僕が頷うなずくと、ヴェルさんはすぅーっと幽霊のように浮遊しながら部屋へ入ってきて、ベッド上に降り立つ。恐らく風の魔術で飛んでいるのだろうが、ほとんどそよ風しか感じなかった。


  「寝ているところを起こしてしまってごめんなさいね」


  　腰を下ろし、ベッドの上で正座をしたヴェルさんは僕に謝る。


  「い、いえ、気にしないでください。それよりヴェルさんこそ大丈夫なんですか？」


  「ええ、眠ったらずいぶん楽になったわ。よく寝られたのはアリッサが傍そばにいてくれたおかげかしら」


  　そう答えるヴェルさんの顔色は確かに先ほどよりよくなっていた。


  「そういえば、アリッサは？」


  「ぐっすり眠っているわ。気づかれないように、こっそり抜け出してきたの」
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  　悪いた戯ずらを打ち明けるような表情で答えるヴェルさん。


  「アリッサに聞かれるとまずい話なんですか？　僕にだけ話したいことがあるって言ってましたけど……」


  「そうね──アリッサが知ると、とてもショックを受けるかもしれない。いいえ……きっと傷つけてしまう。だからこれから話すことは、あの子には内緒にしておいてね」


  　とても真剣な眼まな差ざしでヴェルさんは言う。


  「……分かりました。約束します」


  　どんな内容なのか想像もつかなかったが、ヴェルさんがここまで言うのだからそうすべきことなのだろうと僕は頷うなずく。


  「ケースケさん、ありがとう。じゃあさっきの続きから話をさせてもらうわ」


  「さっき？」


  「私に訊たずねたでしょう？　他に何か方法はないのか──英え里り香かさんを救うのは世界を滅ぼすのと同義なのかって」


  「あ……はい。確かに、聞きました」


  　苦い声で答える。未み由ゆが言っていたように他の方法があればヒースもそちらを選んでいるだろう。だから望みが薄いのは分かっていた。


  「ケースケさん、はっきり言うと〝方法〟はないわ」


  　ヴェルさんは予想どおりの無慈悲な現実を突きつける。しかしその言い方に違和感を覚えた。


  「方法……は？」


  「そう──具体的な案は英里香さんの抹消以外にはない。でも他の道がある可能性は残されているかもしれない」


  「どういうことですか？」


  「レストタクトの目もく論ろ見みには大きな矛む盾じゆん点があるの。それは……演算された終末への道筋には本来、人造生命ホムンクルスエリカ＝クラノは存在してはならないということ」


  「存在してはならない？」


  「だって母は──本当ならいるはずのない人間でしょう？」


  「あ……」


  　言われて気づく。未来の召しよう喚かんが為なされることでエリカ＝クラノは人造生命ホムンクルスとして生まれた。つまり彼女はそれまではどこにもいなかった。当然レストタクトが演算した未来にも──。


  「母……エリカ＝クラノが存在したせいで世界は〝おしまい〟へと向かった。けれど同時にエリカ＝クラノがいるために未来への道程には歪ゆがみが生じたの。その歪みにこそ、わずかな可能性があると私は考えているわ」


  　ヴェルさんは身を乗り出すと僕の目を間近から見つめ、言葉を続ける。


  「母だけじゃない。母が産んだ私やウルト姉様、スーラも当然イレギュラーな存在よ。私の娘であるアリッサもね。そして私たちに関わることで大きく運命が変わった人たちも歪ゆがみの一部……ケースケさんもその一人よ」


  「僕も……？」


  「ええ、だから私たちが力を合わせれば……もっと歪みを大きくすれば〝おしまい〟を回避できるかもしれない。本当に小さな、あるかどうかも分からない希望だけど、それに賭かける道もあると思う」


  　ヴェルさんの言葉は行き詰まっていた僕に光こう明みようを投げかけるものだった。だけどその希望にすぐ飛びつけるほど、楽観的にはなれない。


  「その歪みって……本当にあるんでしょうか。もしエリカ＝クラノさんの存在も織り込み済みだったら──」


  「それは保証するわ。歪みは存在している。何な故ぜなら母も私も、歪みを矯正しようとする運命の力をその身で味わったから」


  　苦笑を浮かべ、ヴェルさんは自分の胸に手を当てる。


  「本来は存在しない人間を増やすこと──要するに子供を産むことで、私たちは世界に嫌われた。私の体を蝕むしばむ病やまいは……つまりそういうモノなのよ」


  「え……？　そういうモノって……じゃ、じゃあまさか──」


  　驚いて息を呑のむ。


  「そうよ。私の体が今の状態になったのは、アリッサを産んだから。母はウルト姉様と私を産んだ時は症状が軽かったけれど……スーラを産んでから一気に悪化したわ。母は自分がもう長くないと悟って、自ら犠牲になる道を選んだの」


  「そんな……」


  　この話をアリッサに聞かせられない理由が分かった。母の病気が自分を産んだせいなどと知れば、アリッサは深く傷つくだろう。


  「だからね、歪みは確かにあるの。母の生んだ漣さざなみが、大きなうねりとなって確定した未来を歪めている。その波頭にいるのが、きっとケースケさん」


  「な、何で僕が？」


  「ケースケさんはアリッサに関わり、方はこ舟ぶねの争いに巻き込まれた。そして本来は父が手に入れるはずだった《天牢ウオルフ＝ライエ》の力を御して、月の《世界蛇ウロボロス》を倒したでしょう？　恐らくあなたは歪みの収束点よ」


  「ヴェルさん……今の僕はただの人間で、神様は……《天牢ウオルフ＝ライエ》は、妹の由ゆ衣いです。だから収束点は僕じゃなくて由衣の方なんじゃ──」


  　戸惑う僕だったが、ヴェルさんは構わずに言葉を重ねる。


  「いいえ、人間だからこそケースケさんの方だと思うの。あなたなら父とは別の方法を見み出いだせるかもしれないわ」


  　はっきりと言い切るヴェルさん。だが僕にはヴェルさんに応えられるような案など浮かんではいなかった。


  「見つけられるのなら、見つけたいです。でも、僕はまだ〝おしまい〟がどういうものかも知りません……」


  「〝おしまい〟がどういうものかは、私も分からないわ。予知能力者たちが見た滅びのビジョンはほんの一瞬の──世界が消え去る瞬間のイメージだけだったらしいから。だけどもうすぐ判明すると思う。父が行動を起こすまでに間に合うかは分からないけど……」


  　申し訳なさそうに言うと、ヴェルさんは手を伸ばして僕の頬ほおに触れた。


  「──ごめんなさい。あやふやな希望を囁ささやいて……重荷を背負わせただけかもしれないわね。でも、ケースケさんには私が知っている全てのことを伝えておきたかったの」


  　ヴェルさんは労いたわるように僕の頬を撫なで、ベッドの上に立ち上がる。


  「いえ……話してくれてありがとうございます。ヒースとは違う方法がないか考えて……自分がどうするかを決めようと思います」


  　僕の返事を聞いて、ヴェルさんは少しほっとした表情を浮かべた。


  「こちらこそありがとう、ケースケさん。それじゃあアリッサのところへ戻るわね」


  　ヴェルさんはそう言って窓枠に足をかける。冷たい冬の夜風が、カーテンとヴェルさんの髪を揺らした。


  「──あ、ヴェルさん」


  　どこか儚はかなげな姿のヴェルさんを見て、僕は思わず呼び止めてしまう。


  「何？」


  「もしも〝おしまい〟を乗り越えて……未来が確定したものじゃなくなったら、ヴェルさんの病気は治るんですか？」


  　大きな危機が目の前に迫っているのに、そんな先の話をしても意味がないことは分かっている。けれど……聞かずにはいられなかった。


  「そうね──治るかもしれないわね。定まった未来がないのなら、私の存在も許容されるはずだから」


  　ヴェルさんはそう答えると、悪いた戯ずらっぽく笑って言葉をつけ足す。


  「たぶんアリッサが子供を産んでも、私のようになる心配はなくなるでしょう。だから安心してね、ケースケさん」


  「あ、安心って……そ、それ、どういう意味ですか？」


  「ふふ、どういう意味かしら？」


  　返事をはぐらかし、ヴェルさんは飛行魔術の《起動言語トリガー》を唱となえて窓枠からふわっと飛び立つ。


  「おやすみなさい、よい夢を」


  　胸の前で小さく手を振って、ヴェルさんはアリッサの部屋がある二階へと降下していった。


  「──おやすみなさい」


  　僕は小さな声で答え、窓を静かに閉じる。


  　ヴェルさんが僕に伝えたのは大きな絶望と小さな希望。ここからどうするかは自分で決めなければならない。


  　しかしベッドに寝転がって考えようとしたところで──ふと思い出す。


  　僕にはまだ、話を聞かなければならない人がいる。


  　最初に英え里り香かが〝おしまい〟の原因だと告げ、僕らに協力を求めて来た男。英里香の父親である倉くら野の正まさ行ゆき。


  　正行さんがどこまで知っているのかは分からない。だが、何かしらのプランを持っている可能性はある。


  　ただ問題はエノクとの一件以降、彼が姿を見せないことだった。英里香の味方をしてくれという依頼について説明をすると言っていたのに……。


  「いや──向こうが会いにこないのなら、こっちから捜せばいい」


  　やるべきことを口に出して呟つぶやき、僕は瞼まぶたを閉じる。


  　忍者のコスプレをして出没する正行さんは学校でも噂うわさになっていた。クラスで聞き込みをすれば、何か情報を得られるかもしれない。あと、放課後に英里香と会えれば言こと伝づてを頼んでみよう。いっそのこと家で帰りを待たせてもらうという手もある。


  　頭の中ではヴェルさんの話がぐるぐるとループ再生されていたけれど、意外と早く眠りは訪れた。


  　そして、夢で誰かが囁ささやく。二つの声が混じって響く。


  　一つはか細い少女の声。


  　──わたしはあなたに、再会したくないんです──


  　祈るように、訴えるように、必死に呼びかけてくる。


  　そしてもう一つは……掠かすれた、雑音のような呻うめき。


  　──見たい、見たい、見たい、見たい、見たい、見たい、見たい──


  　呪のろうように、喘あえぐように、その声は叫んでいた。


  　二つの声は重なり、聞きとれなくなるほど甲かん高だかくなり──やがて次第に遠ざかっていった。
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  　ヴェルさんは翌日の早朝──朝食の場でアリッサと未み由ゆにも〝歪ゆがみ〟について話して聞かせた。ただしその根拠となる自身の病気については触れなかったため、二人とも半はん信しん半はん疑ぎな様子だった。アリッサには聞かせられない話なので、こればかりは仕方ない。


  　僕は朝食を終えてすぐに未み由ゆの屋敷を出て寮へ戻り、鞄かばんに教科書を詰め替えて登校した。


  　今日は十一月二十七日、金曜日。明日が休日なので、教室にはどこか気楽な雰囲気が漂っていた。


  　僕は以前、忍者の噂うわさを口にしていた友人・宮みや島じま通とおるの姿を捜す。宮島は教室の後ろで雑談をしていた。一緒にいるのは同じく友人の山やま崎ざき勉つとむだ。


  「──なあ宮島。前に忍者が出没するって噂をしてただろ？　あれって続報とかないのか？」


  「ああ、あれか……」


  　だが宮島は途端に渋い表情を見せた。


  「ん？　どうしたんだ？」


  「いやな、あの噂は最近尾ひれがつきすぎて訳が分からなくなってるんだよな。まったく、忍者だからこそいいっていうのに……」


  　不満げに愚ぐ痴ちる宮島。よく分からないが宮島は忍者に拘こだわりがあるようだ。


  「尾ひれって、どんなのだよ。そんなにとんでもないことになってるのか？」


  　山崎が興味を示して口を挟んでくる。


  「それがさあ……怖こわい目に遭った時、忍者が現れるところまでは同じなんだけど──その忍者は変身するらしいんだ」


  「変身……？」


  　僕は眉まゆを顰ひそめる。


  「何か全身が輝いて、すっげえ姿になって敵をやっつけるんだってよ」


  　宮島の言葉をどう受け止めていいか分からず、僕は戸惑う。


  　忍者のコスプレをしている正まさ行ゆきさんは、ある意味最初から変身をしているようなものだ。そんな派手に姿を変える理由が分からない。


  「それってまんま特撮の変身ヒーローだな。だいたい敵って何だよ。不良でもシメてるのか？」


  　胡う散さん臭くさいものを見るような目で宮島に問いかける山崎。


  「違うって。最近さ、鬼とか幽霊とか色んな怪談が流は行やってるだろ？　それを確かめようとした奴らが実際に怪物に襲おそわれそうになってさ、その時変身ヒーローが現れたんだと」


  　忍者にしとけばいいのにな……と最後に小声で付け足し、宮島は肩を竦すくめる。


  「何だそれ。広めてるのは小学生か？」


  「俺らと同学年。立派な高校生だよ」


  「おいおい……さすがにそりゃ──……いや、待てよ。よく考えると逆に信しん憑ぴよう性があるのかもな。高校生が変身ヒーローなんて喚わめくのは子供っぽすぎるし……」


  　山崎は腕を組んで呟つぶやく。確かに本当のことだからこそ、幼稚に思えることでもあえて語っているのかもしれない。


  「宮島、今流行っている怪談にはどんなものがあるんだ？」


  　先ほどの話だと変身ヒーローは怪談のある場所で目撃されたということになる。ならばその付近に行けばそいつと遭遇する可能性は高まるだろう。


  「そうだな……一番ポピュラーなのは〝落ちる人形〟の話だと思うぜ。駅裏に取り壊し寸前のボロいマンションがあるだろ？　その屋上からお気に入りのアンティークドールを抱いたまま飛び降りた奴がいたんだ」


  「……自殺か？」


  「ああ、結構凄すさまじい状況だったらしいぜ。そんで持ち主の血で真っ赤になった人形は今でも毎晩マンションの屋上から飛び降りを繰り返しているらしい。何かが落ちる音を聞いて行ってみると、そこには血まみれの人形だけが転がっている……って話だ」


  　いかにも、という怪談だ。駅裏の廃マンションはそれなりに有名な怪談スポットなので僕も場所は何となく知っている。


  「──そっか、ありがと。色々参考になった」


  　僕は宮みや島じまに礼を言い、自分の席に戻った。


  　鞄かばんから教科書を出して机の中に入れながら考える。


  　もし英え里り香かから正まさ行ゆきさんの情報が得られなければ、今晩駅裏へ行ってみる価値はあるかもしれない。


  　今の世界は以前と違う。怪談や都市伝説で語られる非科学的なモノが、実際に形を得る可能性を有している。怨おん念ねんが何かに取り憑つき、衝動のままに暴れまわることもあるのだ。


  　そういったモノは禍まがつ神かみと呼ばれ、正行さんが所属する組織はその対処に当たっていた。正行さんと変身ヒーローが同一人物かどうかは確証を持てないが、怪談のある場所に出没するという点は一致する。


  　少しでも早く正行さんと話すために、やれることはやるべきだ。時間はもう──あまり残されていないのだから。


  「──啓けい介すけさん」


  　見慣れた机の傷を見ながら湧わき上がる焦あせりを抑おさえ込んでいると、横手から名前を呼ばれた。顔を上げるとそこには陽ひ名なちゃんが立っていた。彼女──朝あさノの宮みや陽名は小学生に思えるほど小柄だが、れっきとした僕のクラスメイトだ。


  「おはようございます、今日もいい天気ですね」


  　挨あい拶さつをする陽名ちゃん。色素の薄い柔らかそうな髪に縁どられた顔には満面の笑みが浮かんでいる。僕は窓の外に目をやるが、微妙に曇っていてそれほど気持ちのいい空模様ではない。


  　というか……陽名ちゃんの笑顔がどこか怖い気がする。無理やり顔に張りつけているようなそんな印象。


  「お、おはよう陽名ちゃん。何か……あったのか？」


  「何か？　啓介さん──本気で言っているのですか？　昨日わたくしから逃げ出したこと、まさか忘れたわけじゃないですよね？」


  「あ」


  　完全に忘れていた僕は間の抜けた声を漏もらす。昨日の放課後、後輩であるツグミとの一件を誤解されて一ひと悶もん着ちやくあったのだ。その後メールで事情は伝えたのだが、やはりまだ納得してくれていないらしい。


  「もしかしてホントに忘れてたのですか？　信じられないのです！」


  「いや……その──昨日は色々あって……本当に色々──」


  　一つ目の化け物が出現したこと。そしてヴェルさんから聞かされた英え里り香かの真実。それを思い出すと声が重くなる。


  　そんな僕の様子を見た陽ひ名なちゃんは、気勢を弱めて問いかけてきた。


  「……とても深い、苦悩の〝色〟ですね。最初は昨日のことで悩んでいるのかと思ったのですが、そういうわけでもなさそうです。何があったのですか、啓けい介すけさん？」


  　陽名ちゃんは人の気配や感情が〝色〟で視みえる力を持っている。僕の心情を見通した陽名ちゃんは、先ほどとは一転して気遣うような視線を向けてきた。


  「それは──」


  　答えようとしたところで、教室へアリッサと未み由ゆが入ってくるのが見えた。二人とも真っ直すぐ自分の席に向かい、静かに着席する。普段は元気よく皆に挨あい拶さつしているアリッサもどこか暗い表情で黙々と授業の用意をしていた。


  　アリッサも未由も、英里香と〝おしまい〟についてずっと考えているのだろう。


  　僕の視線を追って二人の様子を見ていた陽名ちゃんは首を傾かしげる。


  「アリッサさん、《方はこ舟ぶね》から帰ってきたのですね。けど……二人とも様子がおかしいのです。未由さんは昨日の夜いきなり寮を抜け出して、後から屋敷の方に泊まるという連絡をもらったのですが……そのことも何か関係あるのでしょうか？」


  「ああ……事情は放課後に話す。約束する」


  「──分かりましたです。教室でするような話ではなさそうなので、我慢します。でも、嘘うそ吐ついたら針千本ですよ？」


  「陽名ちゃん相手だとホントに飲まされそうだから、絶対破らないよ」


  　苦笑を浮かべて頷うなずくと陽名ちゃんは微ほほ笑えんだ。


  「あ、やっと笑ってくれましたね。啓介さん、何があったかはまだ分からないのですが、辛つらい時こそ無理にでも笑った方がいいですよ？」


  　そう言うと陽名ちゃんは僕の両頬ほおを摘つまんでぐいーっと伸ばし、強引に口角を吊り上げる。


  「いひゃい」


  「あははっ、面白い顔なのです」


  　たぶん愉快なことになっている僕の顔面を見て笑う陽名ちゃん。その笑い声を聞いていると次第に僕もおかしくなってきて笑いが込み上げる。


  　そういえば昨日ヴェルさんの話を聞いてからずっと笑っていなかった気がする。


  　頬ほおは少し痛かったが、心の中で陽ひ名なちゃんに感謝する。


  　暗い表情をしていたら考えも暗い方向にしか向かわない。もっと余裕を持って、視野を広げなければ。


  　僕が見つけ出したいのは、皆が笑顔になれる結末なのだから──。


  



  



  　放課後、僕はアリッサと陽名ちゃん、それにツグミを伴って神社へと向かいながら、昨日あったことを説明した。


  　僕の後輩であり、かつては魔術結社《群れクラウド》の生体兵器だったツグミは他人の心に干渉できる強力な精神感応テレパスを有している。


  　そのため昼休みに会った時、ツグミはすぐに僕の苦悩を読み取ってしまった。その時だいたいの状況も伝わったと思うのだが、ちゃんと言葉で説明を聞きたいと言ってついてきたのだ。


  　未み由ゆの姿は──ない。


  「今はまだ、どんなふうに英え里り香かちゃんと話していいのか分からないの」と言って一人で帰ってしまった。その気持ちは……理解できる。心が定まらないまま英里香に会うのは怖こわいのだろう。


  　僕も昨日までと同じように英里香に接することができるかどうかは自信がなかった。だが正まさ行ゆきさんのこともあるので、先延ばしにしてはいられない。


  　だがアリッサの様子は少し違った。僕が陽名ちゃんとツグミに話をしている間、アリッサは何かを決意したような表情を浮かべ、しっかりと顔を上げ、僕らの一歩前を歩いていた。


  　授業中はずっと上の空だったが、アリッサなりの結論を出したのかもしれない。


  　それがどんなものか気になりつつも僕はヴェルさんの話を──病気の話は除いて──伝え、二人の反応を見る。


  「演算した未来の部分召しよう喚かん……可能性の限定と終末の確定、それに〝同位体〟ですか──英里香さんが〝おしまい〟の原因なのだと正行さんは言っていましたけど……やっとその意味が分かったのです」


  　陽名ちゃんは腕を組み、真剣な顔で呟つぶやく。


  「センパイ──私は未来の召喚や歪ゆがみとかの理屈は少しややこしくて、いまいちピンと来ないんですが……要するに英里香さんを犠牲にせず〝おしまい〟を回避する方法を見つけたいんですよね？」


  　ツグミは僕の腕へ触れて言葉にしなかった想いを汲くみ取り、確認するように問いかけてくる。


  「ああ……そうだ。僕は他の方法を探したい」


  　それが現在の正直な気持ちだった。まだ何も思いついてはいないが、正まさ行ゆきさんと話せば新たな道が開けるかもしれない。そのためにまずは神社へと向かっている。


  「──私も基本的にはセンパイと同じ意見です。力になれるかは分かりませんが、私なりに〝おしまい〟について調べてみることにします。本当に終末が近づいているのなら、何かしらの予兆があると思いますから」


  　ツグミは小さく笑って心強い言葉をくれた。それを聞いた陽ひ名なちゃんも頷うなずく。


  「わたくしだって気持ちは一緒なのですよ。もちろん協力もします。ただ──結果的に何も他の方策が思いつかなかった時……どうするべきなのかは、まだ決められないのです」


  　難しい表情を浮かべて不安を口にする陽名ちゃん。


  「それは……僕も同じだ。でも──」


  　と、前を歩くアリッサの背中を見る。


  「ん？　どうしたの、ケースケ」


  　視線に気づいたアリッサは振り返って首を傾かしげた。


  「アリッサはもう決めたのか？　何となくだけど──迷いがなさそうに見える」


  　僕がそう言うとアリッサは苦笑いを浮かべた。


  「別に──ただ開き直っただけよ。世界のためにどうすればいいかとか、確定された未来を変える方法なんかは全然分からないわ。でもね、確かなことが一つだけある。それはエリカが一人の人間だってことよ」


  「一人の人間？」


  「そう、世界が滅びるからって犠牲になる義務なんかない。生きたい、死にたくないって訴える権利があると思うの。たとえそれが全生命を道連れにする選択でも、誰もエリカを責められない。責めていいはずがないわ」


  　はっきりと言い切るアリッサ。


  　僕は呆あつ気けに取られてその言葉を聞いていた。アリッサは僕とは全く違う方向から物事を見て、自分が正しいと思える答えを見つけていたのだ。


  「だからね、ケースケ。あたしはエリカのお師匠様として全ての魔術を教えるつもり。あの子が死にたくないと望んだ時、その願いを叶かなえる力になるように」


  　力強く笑って、アリッサは前に向き直る。


  　僕より背も低く、華きや奢しやな体なのに、その背中はやけに大きく見えた。


  　陽名ちゃんもツグミも、思いがけないことを言われたという表情で沈黙している。


  　アリッサは──やっぱりすごい。初めて出会った時も、この迷いのない姿を眩まぶしく感じた。彼女の在り方に憧れた。


  　そうだ……誰かの提示した選択肢を選ぶんじゃなくて、自分の答えを見つけないとダメなんだ。そうじゃないと──きっと後悔する。


  　アリッサに追いつくため心構えを新たにし、僕は顔を上げる。


  　道の先に紅葉が終わろうしている山々と赤い鳥居が見えた。近づいていくと、鳥居の下に一人の少女が立っていることに気づく。


  　髪がとても長く、赤いランドセルを背負っている。間違いない、英え里り香かだ。


  「お師匠様─っ！」


  　英里香もこちらに気づいたらしく、手を大きく振ってアリッサに呼びかける。


  「エリカー！　今日からビシビシしごくわよーっ!!」


  　アリッサは笑顔で手を振り返す。


  　終末の原因とかヒースの孫とか、そんな互いの立場は関係ない。僕の目に映るのは、強い絆きずなで結ばれた師弟の姿だった。


  



  



  「ついに攻撃魔術を教えてもらえるんですね！　私、頑張ります！」


  　ぐっと拳こぶしを握りしめ、気合い十分といった表情の英里香。


  「エリカ、やる気を出すのはいいけど力の加減を間違えないでね？　攻撃魔術はこれまで以上に危険なものだから」


  　アリッサもすっかりお師匠様モードで、僕らは完全に蚊か帳やの外だ。


  　しかし英里香には聞かなければならないことがある。盛り上がっているところに水を差すのは悪い気がしたが、僕はおずおずと口を挟んだ。


  「──なあ、英里香。修行を始める前にちょっと相談したいことがあるんだけど」


  「え？　何でしょうか、啓けい介すけお兄様」


  「正まさ行ゆきさんに用事があってさ、直接会って話をしたいんだ。今どこにいるかとか分からないか？」


  　僕が問いかけると英里香の表情が少し曇る。


  「……すみません。父様は二日前から家に帰っていないんです。一応毎晩、電話はしてくれるのですが……。もしお急ぎでしたら携帯電話の番号をお教えしましょうか？」


  「あ、教えてくれると助かる。できるだけ早く連絡を取りたいんだ」


  「分かりました。父様の番号は──」


  　英里香は十一桁けたの電話番号を暗唱する。僕は自分の携帯電話に番号を打ち込んで、その場でコールしてみた。


  『おかけになった電話は、電源が入っていないか電波の届かない場所に──』


  　だが聞こえてきたのは無情な機械音声。


  「繋つながりませんか？」


  「ああ……後でかけ直してみるけど、念のため伝言を頼んでもいいか？　もし正行さんが家に帰ってきたら、僕が捜してるって伝えてほしい」


  「──はい、お引き受けします。ですが……いったいどんなご用なんでしょう？」


  　不思議そうに訊たずねられて一瞬返答に困る。


  「それは……まあ、その……前に正まさ行ゆきさんから頼まれごとをしたんだけど……内容を聞く前に急な用事でどこかへ行っちゃってさ。それで気になってて──」


  　とっさに嘘うそが思いつかなかったので、本当のことを曖あい昧まいに説明した。


  「そうだったんですか、父様は意外とそそっかしいところがありますからね、もしかしたらもう話した気でいるのかもしれません」


  　英え里り香かはそう言って苦笑いを浮かべる。


  　どうにかごまかせたみたいだ。最悪の選択肢しかない現状で英里香に事情を説明することはできない。正義感の強い英里香は、自分が世界にとって悪だと知った時……極端な行動に出る恐れがある。話すべきかどうかは、師匠であるアリッサと相談してからの方がいいだろう。


  　僕は自分の番号も英里香に教えてから、陽ひ名なちゃんとツグミと共に神社を出る。


  　アリッサと英里香は魔術の修行を始めるために境けい内だいへと続く長い石段を上っていった。魔術の特訓は人に見られるわけにはいかないため、神社の裏手やその奥の森で行っているらしい。


  「啓けい介すけさん、これからどうするのですか？」


  　右隣を歩く陽名ちゃんが訊ねてくる。


  「英里香からの連絡を待っているだけじゃ時間がもったいないからな。正行さんを捜しに行く。一応当てはあるんだ」


  　僕はそう答えて、怪談のある場所に出没する変身ヒーローの話と〝落ちる人形〟の噂うわさを伝えた。


  「……それは確かに、あの人の可能性が高いですね。というか他に似たような人がいたら悪夢です」


  　うんざりとした表情で呟つぶやく陽名ちゃん。


  　すると今度は左隣を歩くツグミが問いかけてきた。


  「センパイ、じゃあ私たちはどうすればいいでしょうか？」


  「え、ツグミたちはもう帰ってくれても──」


  　反射的に自分一人でいいと答えかけるが、ツグミの試すような眼まな差ざしに気づいて言葉を呑のみ込む。


  　その視線からは「もちろん頼ってくれるんですよね？　一人で行くとか言ったら怒ります」という意思が感じられた。というか……何か、精神感応テレパスで実際に聞こえてくる。


  　そうだ──また悪い癖が出るところだった。最近は自分一人で何とかしようとして失敗してばかりじゃないか。僕はもっと己おのれの分ぶを弁わきまえて、周囲を頼るべきなのだ。


  「いや……やっぱりできれば一緒に来てくれると助かる。もしかしたら禍まがつ神かみが現れるかもしれないし、ツグミと陽ひ名なちゃんがいれば正まさ行ゆきさんも嘘うそは吐つけないだろうからな」


  　僕の言葉を聞いて、ツグミは嬉うれしそうに笑う。


  「……はい、陽名先輩はともかく私は絶対役に立ちますから」


  「ツグミさん、待ってくださいです。相手の感情が〝色〟で視みえるわたくしの方が直ちよつ観かん的てきに相手の嘘を見破れるのです。心を読むだけでは正行さんが思考のコントロールをしていた場合、騙だまされてしまう可能性があるのですよ」


  　すかさず陽名ちゃんがツグミの台詞せりふを訂正した。


  「……そうでしょうか？　深層意識まで覗のぞけば私だって嘘は見破れますよ。私がいれば陽名先輩は必要ないと思うんですが……」


  「言いましたですね──だったらどっちが早く正行さんの嘘やごまかしを指摘できるか勝負なのです！」


  「……受けて立ちましょう」


  　まだ正行さんに会えるかどうかも分からないのに、そんな勝負を始める二人。というか正行さんが嘘を吐かなかった場合は考えていないのかと疑問に思う。


  　しかしこういう時、下へ手たに口を挟むと思わぬ災難に見舞われることがあるため、僕は小さく溜ため息いきを吐くに留とどめた。


  　西の空を見ると、太陽はもう山の際に触れようとしていた。


  　怪談の舞台である駅裏のマンションまではそれなりに距離がある。着く頃には日が沈んでいるだろう。


  　僕は携帯電話を取り出して、もう一度正行さんの番号にかけてみる。


  　しかし聞こえてきたのは──先ほどと同じく空々しい定型文だけだった。


  



  
    ４

  


  



  　駅裏は開発から取り残された区画だ。そのため古い家屋や廃はい墟きよとなった建物が多い。耐久年数を過ぎ、取り壊しが決まっている六階建てのマンションは、駅裏の中では図抜けて大きく高い建物だった。


  　真円からわずかに欠けた月の下──窓に一つの明かりも灯ともらないマンションは、真っ黒で巨大な壁のように見える。近くまで来たのは初めてだが、怪談が囁ささやかれるのも頷うなずける雰囲気だ。


  　このマンションから身を投げた人がいる。アンティークドールと共に……。


  　視線が自然と屋上へ向かう。だが当然ながら、今そこに人影はない。


  　僕と陽名ちゃんとツグミの三人は、マンションの前に立って周囲の様子を確かめた。まだ夜の七時前なのだが驚くほど人通りがない。マンションだけでなく付近の家屋も空き家が目立った。


  「啓けい介すけさん、気をつけてくださいです。ここはたぶん──当たりです。淀よどんだ〝色〟が視みえるのです」


  　陽ひ名なちゃんが表情を硬くして言い、マンション前の歩道を指さす。


  「……飛び降りがあったのは、恐らくあそこですね。怨おん念ねんめいた〝色〟が路面にこびりついているのです」


  　つまり、あの場所に人が墜落したわけか。


  　僕らはそこに移動して舗装された地面を見下ろす。僕の目では血の跡すら見つけられなかったが、陽名ちゃんの言うことなので正しいはずだ。


  「──ということは、この上から……」


  　夜空を覆おおうように聳そびえるマンションを見上げて呟つぶやく。宮みや島じまの話によれば人形が毎夜持ち主の行動をなぞるように飛び降りを繰り返しているらしい。だが今はまだ日が沈んだばかりで、怪談に相応ふさわしい時間とはいえない。正まさ行ゆきさんの姿もないので、しばらくこの辺りで待ってみようかと考える。


  「──うっ!?」


  　だがその時、ツグミが顔を顰しかめて呻うめき声を漏もらした。ひどい頭痛を感じているかのように頭を押さえ、マンションを見上げる。


  「どうしたんだ、ツグミ？」


  「悲鳴が……とても激しい思念が流れ込んできます。センパイにも……聞こえるようにしてあげますね……」


  　ツグミは手を伸ばし、僕の手を握った。その途端、ツグミを介して〝声〟が頭の中に響き渡った。


  『ァアァァアアアアアアアアアアアアア────ッ!!　イヤダイヤダイヤダイヤダ──イヤイヤイヤイヤイヤ────イヤダ──タベナイデ──!!』


  「っ……」


  　苦痛と懇こん願がんと絶望が入り混じった声なき声に僕は息を呑のむ。これはまるで──断だん末まつ魔ま。


  「ツグミ！　この声はどこから聞こえてるんだ!?」


  「……真上です」


  　屋上か、上階のどこかということだろう。


  「とにかく行ってみよう。案内してくれ」


  「……分かりました。ついてきてください」


  　ツグミは頷うなずき、走り出す。マンションの入り口には立ち入りを禁じる看板が立てられていたが構ってはいられない。もしかしたら誰かが禍まがつ神かみに襲おそわれているのかもしれないのだから。


  　土つち埃ぼこりや剥はく落らくしたコンクリート片が降り積もった階段を、二段飛ばしで駆け上がるツグミ。僕と陽名ちゃんはその後を追いかける。


  　ツグミが足を止めたのは五階だった。どうやら思念が聞こえてくるのはこのフロアのようだ。


  「……こっちです」


  　迷いのない足取りでツグミは外廊下を進んでいく。そして５０６と書かれた扉の前で立ち止まった。


  　表札はなく、錆さびた扉はわずかに開いている。


  　──バギンッ!!


  　扉の向こうから何かが砕けるような異音が響いてきて、心臓が跳ねた。


  「……センパイ、声が聞こえなくなりました──」


  　囁ささやくように告げるツグミ。それはつまり思念を発していた誰かが何も考えられなくなったということ。手遅れだったのかと、奥歯を噛かみ締める。


  「啓けい介すけさん、淀よどんだ〝色〟の気配が部屋の中から漏もれ出てきています。気をつけてください」


  　陽ひ名なちゃんが小声で注意を促うながす。この部屋に何かがいるのは確実なようだ。


  「とりあえず──中を確かめよう。もし助けられそうな人がいたら、その人を連れて逃げる。禍まがつ神かみしかいなかった場合も一旦退ひく」


  　声を抑えて僕は告げる。禍神と戦うのはリスクが大きい。僕らだけで立ち向かうべきではない相手だ。


  「分かりました。では……扉を開けましょう。突入が必要な場合は私が行きます。センパイたちは外で待機していてください」


  「了解」


  　僕は頷うなずく。ツグミの身体能力は常人離れしているので、僕らが手伝おうとしても逆に足を引っ張ってしまう。ここは素直に任せよう。


  　ツグミはそーっと扉の隙すき間まに手を差し入れ、ゆっくりと外側に開いていく。


  　扉の内側には闇やみが満ちていたが、部屋の奥だけはぼんやりと明るい。玄関には靴や下駄箱などはなく、真っ直すぐ続く廊下の向こうに家具がいっさいない空っぽの部屋が見えた。


  　その部屋にはベランダに出られる大きな窓があり、淡い月光が射し込んでいる。そしてその月明かりに照らされて浮かび上がる人影が──一つ。


  　悪お寒かんが背筋を駆け上がり、全身に鳥肌が立つ。そこにいるのは凄すさまじく禍まが々まがしいモノだと本能が訴える。


  　人影が体を揺らす。鈍い動作で顔をこちらに向ける。


  「逃げ──」


  　背を押す危機感に従い、僕は硬直している陽名ちゃんとツグミに撤退を呼びかけようとする。だがその瞬間、聞き覚えのある声が鼓膜を震ふるわせた。


  「やあ、啓介君じゃないか。こんなところで会うとは奇遇だな」


  「へ……？」


  　人影から放たれていた禍まが々まがしい気配は嘘うそのように消えていた。その横顔を青白い月光が照らす。


  「……正まさ行ゆきさん？」


  　僕は彼の名を呼ぶ。夜だというのに大きなサングラスをかけ、怪しげなトレンチコートを纏まとっている彼は間違いなく倉くら野の正行。いつもつけているマスクは外しているが見間違えはしない。英え里り香かの父であり、僕が捜していた人物だ。


  　僕らは戸惑いながら玄関から奥へ進み、正行さんのいる部屋へと入る。


  「どうしたんだ、啓けい介すけ君。女の子を二人も連れて肝試しかな？　だとしたら危ないところだった。何しろここには〝本物〟がいたんだからね。しかし安心してくれたまえ。今ちょうど退治し終わったところだよ」


  　正行さんはそう言って足元を指し示す。フローリングの床には手足を捥もがれ、砕かれ、バラバラになった人形の残ざん骸がいが散乱していた。


  「それってまさか怪談の──〝落ちる人形〟のアンティークドールですか？」


  「ああ、この人形はいつ人を襲おそうか分からない禍まがつ神かみになっていた。だから依より代しろを壊させてもらったんだ。怪談の元になった自殺者は以前この部屋の住人でね。退去した後も持っていた合鍵で侵入し、ここから身を投げたのさ」


  　窓の外に見えるベランダへ視線を向け、呟つぶやく正行さん。ということは先ほど聞こえた思念は禍神の断だん末まつ魔まだったのだろう。


  　そう考えると、思念の中にあった〝タベナイデ〟という言葉が少し引っかかるが……とりあえず僕は本題を切り出すことにした。


  「……正行さん、僕らは肝試しに来たんじゃありません。あなたを──捜していたんです」


  「私を？　どうしてかな？」


  「前に〝おしまい〟の原因である英里香の味方をしてくれと言いましたよね？　その話を詳しく聞きたいんです」


  　正行さんの口元から笑みが消えた。


  「何かあったようだね。啓介君、詳しく話してもらえるかな？」


  「はい……実は──」


  　僕は状況を説明しようとするが、それを遮さえぎってツグミが声を上げる。


  「待ってください、センパイ！　この人……おかしいです。精神が無数の声に──ざわめきに包まれていて、どれだけ感度を上げても心を読めません」


  「心を……読めない？」


  　驚いて言葉を繰り返す。すると陽ひ名なちゃんも僕の一歩前に出て言う。


  「わたくしの目にも今の正行さんは異常に映るのです。気配にたくさんの〝色〟が入り混じっていて、どれが本当の感情か分かりません。だから話をするのなら、まずは正行さんの方から事情を教えてもらうべきだと思うです」


  　真剣な声で警戒を促うながす陽ひ名なちゃん。僕は改めて正まさ行ゆきさんを眺める。見たところ普段と変わった様子はない。だが僕も扉が開いた瞬間、部屋の奥にいた人影を禍まが々まがしいモノだと感じた。それが錯覚でないのなら──。


  「……啓けい介すけ君、そんなに怖こわい顔で睨にらまないでくれないか。私は君たちに危害を加えるつもりも、謀たばかるつもりも毛頭ないよ。今の私がまともでないことは事実だが、これはヒース＝ストーリングと戦う下準備みたいなものなんだ。君たちが不安に思う必要はない」


  　眼まな差ざしを鋭くした僕に対し、正行さんは肩を竦すくめて言う。


  「ヒース＝ストーリングが英え里り香かを狙ねらっていること……知っていたんですか？」


  　驚いて問いかける。


  「ああ、もちろんだ。君たちの方こそ、どこまで知っているんだい？　ヒースの妻・エリカ＝クラノが終末の一部を具現化した人造生命ホムンクルスであることや、娘の英里香がエリカ＝クラノのオリジナルであることはもう聞いているのかな？」


  「何でそこまで──」


  　千年前の当事者であるヴェルさんが事情に詳しいのは当然だ。しかし現代人である正行さんがヴェルさんと同等の情報を持っているとは思ってもみなかった。


  「ふむ、その様子だともう私から話すことは何もなさそうだ。英里香を抹消するしか〝おしまい〟を確実に回避する方法はないことも知っているんだろう？　なら次は私が訊たずねる番だな。啓介君──君の選択を教えてほしい」


  「ちょ、ちょっと待ってください！　正行さんは他の方法を知らないんですか？　何か考えやプランがあるから英里香を守ってくれって頼んできたんじゃ──」


  　焦あせりながら問い返す。だが正行さんは平然と答えた。


  「プラン？　そんなものはないさ。私はただ、父として英里香を守ると決めている。だから英里香を抹消しようとするヒース＝ストーリングを倒し、次に〝おしまい〟そのものに立ち向かうつもりだ」


  「立ち向かうって──〝おしまい〟が何なのかとか、どうすればいいとか分かってるんですか？」


  「いや──何も。だがそんなこと、関係ないだろう？」


  「な……」


  　真顔で言い切る正行さんに絶句する。だが正行さんは僕を意外そうな表情で眺めた。


  「譲れないものならば、理屈も善悪も関係なく守り抜く。それが私の決めた道だ。啓介君……何も手放せない君ならば、私の選択を理解してくれると思ったんだがな」


  「それは──」


  　この人は僕の在り方まで知っているらしい。確かに僕は正行さんに共感している。理解できてしまっている。何な故ぜなら僕も──。


  「君もとっくに答えを出しているんじゃないのか？　とても小さな希望でも、ほとんどゼロに等しい可能性でも、何も失わない道があるのならそちらを選ぶ……君はそういう人間のはずだ。そうだろう？」


  「…………」


  　何も言えない。だがそれは肯定と同じ意味の沈黙だった。


  　ヴェルさんが世界の歪ゆがみについて話した時、既に結論は出ていたのだ。


  　僕は英え里り香かを見捨てられない。英里香の手を離すことができない。たとえそれが全てを失う危険のある選択でも、同時に全てを繋つなぎとめる可能性がわずかにでも存在するのなら構わない。


  　僕が求めていたのは、たぶん言い訳。自分の行動が悪ではないと主張できる大義や正義を見つけ出し、自分自身と周囲を納得させたかっただけなのだ。


  「まあ気持ちの整理が必要なのは分かるつもりだよ。だが君がわざわざ私を捜しに来たということは、もうあまり時間はないんじゃないかい？　タイムリミットはいつだ？」


  　一瞬返事を躊躇ためらうが、隠すことではないと僕は口を開く。


  「早くて今から六日後に、ヒースは行動を起こすみたいです」


  「六日後というと十二月三日か。ではその前日の夜から私は遠とお見み神社に泊まり込み、ヒースの来襲に備えることにしよう。君の答えはその時に聞かせてくれ」


  「え、どうして神社に？」


  　当たり前のように言う正まさ行ゆきさんへ問いかける。


  「終末に存在することが確定している英里香は運命に守られている。普通の手段で命を奪うことは不可能だ。歪みの収束点である君のような人間か、世界の意思たる《天牢ウオルフ＝ライエ》の力でなければ英里香を害することはできない」


  　その言葉で思い出す。アリッサの父であり、ヴェルさんの夫であるホリィ＝ライトはこう言っていた。自分は英里香を殺すのに失敗した、その資格がなかったのだと──。


  「だが《天牢ウオルフ＝ライエ》は君の妹が管理している。遠見神社を拠より所にすることで、彼女の自我はより強固なものになった。誰であろうと《天牢ウオルフ＝ライエ》の力は好きに振るえない。となればヒースはまず彼女の自意識を薄めるため、神社と御神体の鏡を破壊しに現れるだろう」


  「まさか──そのために？」


  　以前正行さんは、最高神である由ゆ衣いにこの街に留とどまってもらうのが目的で神社を作ったのだと言っていた。しかし今の口ぶりだと、何もかもヒースとの戦いに備えるためだったように聞こえる。


  「ああ、所属する組織の思惑とは違うが私個人の目的はそれだ。君の妹を勝手に防波堤代わりにして申し訳ないとは思っている。だが一旦《天牢ウオルフ＝ライエ》をヒースに掌握されてしまえば、彼女の自我は消えてしまうかもしれない。あの神社は君にとっても彼女を守る砦とりでなんだよ」


  「つまり……英え里り香かだけでなく、由ゆ衣いの存在もかかっているというんですね？」


  　どこにぶつけていいか分からない感情を抱えながら訊たずねる。こうなってはもう、選択肢などないに等しい。


  「そういうことになる。すまない──まるで脅迫しているみたいだな。そんなつもりはなかったんだが……」


  　苦笑いを浮かべて謝ると、正まさ行ゆきさんはこちらに歩いてきた。


  「私の頼みはたった一つだけなんだ。英里香の……味方でいてやってくれ」


  　真しん摯しな声でそう言うと、正行さんは僕の横を通り過ぎて玄関へ向かっていく。僕は慌てて振り返り、彼の背中に呼びかけた。


  「正行さん！　どうしてそこまで〝おしまい〟やヒースについて詳しいんですか？　あなたはいったい……何者なんですか？」


  「私は倉くら野の正行。英里香の父親だ。たとえ──本物ではなくてもな」


  　振り向かないまま正行さんは答え、扉を開けて外へ出て行った。


  「え？　それはどういう──」


  　最後の言葉に疑問を覚えて追いかける。だが玄関から外廊下へ出て視線を巡らしても、既に正行さんの姿はない。


  「本当に忍者みたいな人ですね……」


  　僕に続いて部屋から出てきた陽ひ名なちゃんが呟つぶやく。


  「──センパイ、あの人とすれ違った瞬間に少しだけ心の声が聞きとれました。英里香さんの味方でいてくれという言葉だけは、少なくとも真実だと思います」


  　ツグミは僕の隣に並び、静かな声で言う。


  「…………」


  　僕は無言で視線を落とす。これで今得られる情報は全て出で揃そろった。


  　あとは結論を出すしかない。いや──もうとっくに出ている答えに、理由づけをするだけか。


  　正行さんに言われるまでもなく、僕はもう英里香の味方なのだから。


  



  
    ５

  


  



  　十一月二十八日土曜日。《方はこ舟ぶね》の結界が消失し、ヒースが行動を起こすまで残りおよそ五日。


  　今日は学園が休みのため、あたし──アリッサ＝クラノ＝ストーリング＝ライトは朝からエリカに山中で攻撃魔術を伝授していた。


  「それじゃあエリカ、復唱してね。願うは流る転てん。暗き蒼あおの海、流れし光の連なり──」


  「願うは流転。暗き蒼の海、流れし光の連なり……」


  　エリカは言われたとおりにあたしの言葉を繰り返す。魔術の修行というのは単純だ。発動のパスワードとなる《姿の言葉シヤープワーズ》の暗記と、どんな現象が起こるのか把握するための実践。基本的にはこの繰り返し。


  「薙ぐ旋風クラツプワール！」


  「クラップワール！」


  　詠唱を終えたエリカはあたしに続いて《軌道言語トリガー》を告げ、風の刃を作り出し、数メートル先にある倒木を両断した。


  　その様子を見ながら思う。エリカが最初から魔術を使えたのはお婆ばあ様の同位体だったからなのだろう。あたしやお母様と同じく、お婆様も《流れし星ほし竜りゆう》の力を借りる魔術師だ。


  　限りなく同一人物に近い人物が既に同調済みだったから、エリカと《流れし星竜》はいきなり波長が合ったに違いない。


  「お師匠様、やりました！」


  「上出来ね。次は強く、弱く、威力を調整して放ってみなさい。大事なのはイメージよ」


  「はい！」


  　あたしがエリカと出会ったのは──運命だったのかしら。


  　エリカに指示を与えながら自問する。


  　こうして攻撃魔術を教えているのは、エリカ自身に選択する力を与えたいからだ。しかし〝おしまい〟までエリカを生き残らせるために、運命がそう仕組んだという可能性は否定できない。


  　──ちょっと、弱気になってるわね。


  　あたしは苦笑して軽く頭を振る。ケースケには強気な台詞せりふを言ってしまったが、完全に迷いが吹っ切れたわけではない。不安にも思っている。


  　だけど明確な指針があるから──ケースケがどちらを選ぶかなど決まりきっているから、あたしの答えも揺るがない。


  　あたしは大切なものを守るために、他の何かを……自分自身さえも犠牲にしようとしたことが何度もあった。でもそのたびにケースケが違う道を示してくれた。


  　だから今回はケースケと同じ道を歩こうと思う。あたしはそういう〝恋人〟になることを選んだのだから。


  



  



  　十一月二十九日、日曜日。決断の時まで残り四日。


  　傘さん陽よう学園女子寮の一室で、三人の少女が真剣な表情で議論を交わしていた。


  「──世界の滅亡……少なくとも全人類が死滅するような状況はそう多くはありません。考えられるのは、核戦争や巨大隕いん石せきの衝突、人間にとって致命的な感染症の蔓まん延えん、大規模な天変地異……例えば旧約聖書に書かれているような大洪水とか……それぐらいだと思うのです」


  　そう発言したのは小柄な少女、朝あさノの宮みや陽ひ名なだ。そして陽名の言葉を聞き、褐色の肌と白い髪を持つ少女──ツグミが口を開く。


  「私はこの二日、色々な手段を使って世界の情勢を探ってきましたが……今のところ大規模な世界戦争が勃発する予兆はありません」


  「個人的な意見だけど、感染症や天変地異で人間が絶滅する可能性も低いと思うわ。ノアの方はこ舟ぶねみたいに誰かはしぶとく生き残るんじゃないかしら」


  　そう発言したのは癖のない黒髪で整った顔立ちの少女、冬ふゆ上がみ雪ゆき絵え。


  「……その意見はもっともですが、どうして雪絵がここにいるのですか？」


  　不満そうに呟つぶやく陽名。


  「ユキちゃんには私が事情を話しました。頼れる人には頼るべきだと思いましたので」


  　そう言ってツグミは冬上と腕を組む。


  「まあいいじゃない。私は英え里り香かちゃんを守る力もないし、何かを選べる立場にはないけれど、人数が多い方がいい案が出るかもしれないでしょう？」


  「むぅ、それはそうですね……では、雪絵は現状をどう考えているのですか？」


  　仕方ないというふうに頷うなずき、冬上に訊たずねる陽名。


  「今のところ有力なのは巨大隕いん石せきね。ちょうど地球に接近しているのが一つあるみたいだし」


  「ああ、隕石の話はわたくしもニュースで見ました。けれど地球の近くを通り過ぎるだけだと言っていましたよ？」


  「知ってるわ、衝突確率ほぼ〇％なんでしょ？　だけど〝ほぼ〟ならどうなるか分からないじゃない。ただ──隕石ならアリッサさんたちの魔術でどうにかできちゃう気がするのよね」


  　冬上は苦笑して肩を竦すくめる。陽名とツグミも頷く。


  「確かに……アリッサさんの魔術や、空の上で戦う《天牢ウオルフ＝ライエ》の姿を見てしまうと、隕石ぐらい何とかなるように思うのです」


  　うーん、と全員揃そろって首を傾かしげる。


  「──まだ絞りきるのは難しそうね。ねえ……もしこのまま何も分からなかったら、ツグミちゃんや陽名さんはどうするつもり？」


  　冬上がそう訊ねると、ツグミは小さく微ほほ笑えむ。


  「私たちも……ユキちゃんと同じですよ。結局のところ英里香ちゃんを守るにも力不足で、恐らく害することもできません。だからせめて──大切な人の選択を支えてあげたいと思っています」


  　その返事を聞いて、冬上はやれやれと首を振った。


  「誰の味方をするかは──もう決まっているのね。愛の力は偉大だわ」


  　からかうような冬上の言葉に、恋する二人の少女は頬ほおを赤く染めていた──。


  



  



  　十一月三十日、月曜日。


  「──あと、三日か」


  　オルガンの音色が流れる教会の礼拝堂で、聖服姿の少年エノク＝ケテルが呟つぶやく。


  「三日って何が？」


  　音楽を奏でている少女、鈴りんが鍵けん盤ばんを叩たたく手を止めずに問いかける。


  「……ちょっと調べものをしていてな、それが判明するまでの時間だ」


  　小さな声だったのによく聞きとれたなと内心驚きながらエノクは答えた。


  「何を調べているの？」


  「眉まゆ唾つば物ものの予言──世界がもうすぐ〝おしまい〟になるなどという戯たわ言ごとについてさ」


  「戯言なのに、どうして調べるの？」


  「少しばかり気になることがあったんだよ。《群れクラウド》の予知能力者によれば、終末の予言はどうも日増しに具体的なものになっているらしい。あと三日もすれば〝おしまい〟の正体も分かりそうだ」


  　エノクの言葉に鈴の指が初めて止まった。


  「えーくん、おしまいって……何？」


  　不安そうな声で訊たずねる鈴。


  「──気にするな、恐れるようなものじゃない。いざとなれば、オレが何とかしてやるさ」


  　余裕のある笑みをエノクは浮かべる。それに安心したのか、鈴は演奏を再開した。


  　その心地よい調べに耳を傾けつつ、エノクは心の中で考える。


  　──三日後に予言が具体性を増すのなら、その日に何かが起こるのかもしれない。


  　エノクは礼拝堂の壁面上部にあるステンドグラスを見上げた。そこには神に祝福された聖人の姿が描かれている。


  　何かが起こるのなら……それはきっと〝彼〟のいるこの街だろうな。


  　神に見み初そめられたがゆえに重い運命を背負った聖人の肖像を見つめながら、エノクは胸の内で呟いた。


  



  



  　十二月一日、火曜日。


  　私──友とも月づき未み由ゆは屋敷の自室からぼんやりと窓の外を眺めていた。すっかり花も散って寂しくなってしまった中庭を、頼りない月明かりが照らしている。


  　ここ数日、寮には帰っていない。一人で考えたいことがあったからだ。


  　ヒース＝ストーリングが動き出すまで残り二日。正まさ行ゆきさんの話はもう啓けい介すけくんから聞いている。英え里り香かちゃんの側がわにつく場合は、明日の夜に遠とお見み神社へ集まることになっていた。


  　だけど私はまだ、迷っている。


  　意識する──右手に握りしめている王剣レッドロウの柄を。


  　これは強大な力だ。戦いの勝敗を左右してしまうほどの……。


  　だから私の決断は重い。選べてしまえるから──苦しい。


  　もし英え里り香かちゃんを守って、その結果世界が終わってしまったら……それは私の責任だともいえる。私のせいで、啓けい介すけくんが死ぬかもしれない。そう考えるとどうすればいいのか分からなくなる。


  　──コンコン。


  　その時、部屋のドアを誰かがノックした。誰だろうと私は訝いぶかしく思う。


  　今はもう夜更けだ。屋敷の消灯後、九く棚だなや香か織おりさんは私の部屋がある北館へは基本的に立ち入らない。だとするとアリッサかヴェルさんだろうかと思いつつ、私は扉に近づく。


  「誰？」


  「──私よ。ウルト＝クラノ＝ストーリング」


  　返ってきた声に驚く。彼女は──ウルトさんは現在この屋敷にいないはずの人間だったから。


  　扉を開けると、確かにウルトさんが立っていた。金髪碧へき眼がんではあるが、妹であるヴェルさんとはあまり似ていない。全体の印象が真逆なのだ。ヴェルさんを静とするなら、ウルトさんは動という感じ。
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  「突然お邪魔してごめんね。ミユに話があって、こっそり屋敷へ潜入させてもらったわ」


  「話？」


  「ええ──大事な話よ」


  　そう言うとウルトさんは私の部屋に入って扉を閉め、あることを頼んできた。


  　それは私にとって、世界にとって、とても大切なお願いだった──。


  



  



  　十二月二日、水曜日。


  　ヒース＝ストーリングは早ければ明日、動き出す。


  　僕──遠とお見み啓けい介すけは学園が終わるとすぐに寮へ戻って荷物を置き、竹刀しない袋に入れた木刀を持って遠見神社へ向かった。


  　山際に沈もうとしている夕日はとても眩まぶしいが、冷たい風に熱を奪われて暖かさは感じない。かじかむ手で木刀を握り締める。


  　まだ心は揺れている。何が正しいか分からずに、震ふるえている。


  　だけど進むべき道は決まっていた。譲れないものだけは、はっきりしていた。


  　英え里り香かを、犠牲になどしない。


  　他の大切なものも、全て守り抜く。


  　ヴェルさんがアリッサを産み、アリッサが僕を助けることで大きくなった世界の歪ゆがみ。それが終末の未来をも変える力を秘めていることに、僕は賭かけたい。


  　英里香と何の接点もない大多数の人々にとって、僕の選択は間違いなく悪だろう。誰だって自分や家族の命は何より大切なはずだ。妻や娘たちのために英里香を抹消しようとしているヒースは、そういった人たちの代弁者であり代表であるともいえる。


  　だから恨みはしない、怒りもない。


  　ただ──敵である。それだけだ。


  　赤い鳥居を潜くぐり、長い石段を上り、神社の境けい内だいに辿たどりつく。そこには英里香の父親、倉くら野の正まさ行ゆきの姿があった。


  「来てくれてありがとう、啓介君。英里香の味方に……なってくれるんだね？」


  「はい」


  　僕は決意を込めた声で答え、はっきりと頷うなずいた。
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  CHAPTER２

  第二章　倉野正行

  私は英里香の父、倉野正行。それだけが唯一無二の真実だ。


  
    １

  


  



  　──見たい、見たい、見たい見たい見たい、見たい見たい見たい世界の死し骸がいを──。


  　闇やみの中で、誰かが叫ぶ。もう一つのか細い声をかき消して、耳みみ障ざわりな雑音が響き渡る。


  　叫びは闇を満たし、僕は僕ではないモノへと塗り替えられる。そして目にする。誰かの見た景色を──。


  　辺りには腐臭が漂っていた。地面には黒ずんだ血の跡がこびりついていた。部屋の隅には同胞だった者たちの残ざん骸がいが積まれていた。


  　──お前はドウブツだ。


  〝私〟の飼い主はそう言った。ドウブツは飼い主の言うことを聞かなければならないのだと私たちを躾しつけた。逆らえばドウブツですらなくなる。部屋の隅に堆たい積せきした死骸の一部になる。だから私は従った。従って、殺し合った。命じられるままに。


  　言葉を交わした者、小さな温もりを分け合った者、友になった者──皆、やがて死骸になった。


  　最後に残ったのは、私一人。一人は寂しかったから、愛しい人たちの死骸を愛した。


  　飼い主はそんな私に言った。


  　──最も優秀なドウブツのお前はニンゲンにしてやろう。愛しているよ、我わが息子。


  　ニンゲンという言葉の意味はよく分からなかった。だけど、自分を愛してくれていることだけは理解した。


  　だから、私も愛さなければならないと思った。


  　愛するために、彼を死骸にしなければ──と。


  



  



  「っ──!?」


  　十二月三日、木曜日。


  　僕は遠とお見み神社の社殿で目を覚ました。天窓から差し込む朝日が眩まぶしくて、目を細める。


  　ひどく、不快な夢を見た。常じよう軌きを逸いつした思考に塗り潰つぶされた情景……。以前、神社で眠った時も悪夢に魘うなされたことを思い出す。あの時の原因はレストタクト＝エンデの思念が僕に流れ込んできたせいだった。


  　まさか今回も……いや、でもレストタクトは未み由ゆのレッドロウで倒されたはず……。


  　ただの悪夢であってほしいと思いながら、身を起こして振り返る。


  　枕元の祭壇に祀まつられた御ご神しん鏡きようは、陽光を反射して白く輝いていた。


  「──おはよう、由ゆ衣い」


  『おはよ、お兄ちゃん』


  　恐る恐る鏡に向かって呼びかけると、ノイズ混じりの声が返ってくる。姿は映らず、言葉も聞きとりづらいが、由ゆ衣いの声だ。レストタクトが発する雑音ではない。巨大な眼球が鏡に映し出されることはなかった。安心して大きく息を吐く。


  　──よかった、少し夢見が悪かっただけか。


  　気を取り直して布ふ団とんを畳み、正面の板戸を開ける。少し霧が出ているようで、湿っぽく冷たい空気が社殿の中へ流れ込んできた。


  　殿上への階段にはトレンチコートを来た男性──倉くら野の正まさ行ゆきが腰かけていた。彼はこちらに背を向けたまま挨あい拶さつしてくる。


  「やあ、啓けい介すけ君。よく眠れたかい？」


  「はい……一応。正行さんは一晩中ここにいたんですか？　起こしてくれれば見張りを交代したのに──」


  　僕はちょっと申し訳なく思いながら言う。


  　昨日この神社に集まったのは、僕と正行さん、それにアリッサ、ヴェルさん、陽ひ名なちゃん、ツグミの六人。未み由ゆは──来なかった。一昨日の夜、急に友とも月づき本家へ出かけると言って外出し、まだ戻っていないらしい。恐らくそれが未由の選択なのだろう。


  　未由の迷いは痛いほど分かる。だから協力を求めることも、責めることも、できはしない。


  　姿を見せなかったのは冬ふゆ上がみも同じだが、彼女は伝言をツグミに託していた。


  　──そっちに行っても足を引っ張るだけだろうし、私は留守番をしておくわ。一応、応援してるから。英え里り香かちゃんを犠牲にして解決なんて、とてもつまらないもの。頑張って面白く世界を救ってね、遠とお見みくん──


  　ツグミが冬上の口調を真ま似ねて告げた言葉を思い出し、苦笑する。本当に、冬上らしい台詞せりふだ。


  　昨夜は六人で作戦会議をし、分担を決めた。神社でヒースを待ち受けるのが僕、正行さん、アリッサ、ヴェルさんの四人。アリッサとヴェルさんは現在、社殿横の木造家屋で休んでいる。


  　陽名ちゃんとツグミの二人は英里香の護衛兼お目付け役。


  　今日は英里香の通う小学校や、僕らが通う傘さん陽よう学園も休校が決まっている。正行さんが美み傘かさ市に凶悪犯が潜伏し、犯行予告を出しているという偽情報を流したためだ。


  　陽名ちゃんとツグミは一人きりの英里香を心配した正行さんに頼まれて──という名目で昨夜からマンションに泊まり込んでいる。正行さんは英里香に家から一歩も出ないように電話で言いつけていたので、今日この神社にやってくることはないだろう。


  　ヒースがまず狙ねらうのは遠見神社。ゆえにここへ近づけないよう英里香を見張るのが二人の主な目的なのだ。万が一、英里香が襲おそわれた場合は応戦せず、逃げに徹することになっている。


  　戦うのは、僕らの役目。


  「啓介君、気にする必要はない。私なら眠らなくても平気だ。強がりで言ってるのではないよ？　精神をできるだけ研とぎ澄ませておきたいのさ。眠ると気が緩ゆるんでしまう」


  　社殿の外でずっと見張りをしていた正まさ行ゆきさんの顔には、確かに疲労の色はない。抜き身の刃のごとく鋭い気配を漂わせている。


  「正行さんは──ヒース＝ストーリングと本気で戦うつもりなんですね」


  　彼の隣に腰を下ろし、僕は訊たずねた。


  「ああ」


  「勝算は、あるんですか？」


  「なくはないよ。今日のために私は自身を鍛え上げ、自らの可能性を探ってきた。それに由ゆ衣い君がいる以上、ヒースは自由に《天牢ウオルフ＝ライエ》の魔術を使えない。これは大きなアドバンテージさ。私はヒース＝ストーリングをこの手で倒し、英え里り香かを守るつもりだ」


  　正行さんの声にはいっさいの淀よどみがなかった。自分がやれることは全てやってきたという自信と、絶対に勝つという強い意思が感じられる。


  　かつて世界から魔術を奪った《方はこ舟ぶね》の主であり、三柱の《高次存在ヴイナー》の力を用いる大魔術師であり、《天牢ウオルフ＝ライエ》の創造主でもあるヒース＝ストーリング。


  　そんな相手に勝つと断言する正行さんはいったい──。


  「……この前も聞きましたけど、正行さんは何者なんですか？　もう、はぐらかさずに答えてほしいです」


  「はぐらかしたわけではない。私は英里香の父、倉くら野の正行。それだけが私にとって、唯ゆい一いつ無む二にの真実だ。客観的な事実──私の正体は、ヒース＝ストーリングが現れれば嫌いやでも白日の下に晒さらされるだろう。だからせめてそれまでは〝倉野正行〟として生きていたい」


  　正行さんは僕の方を向いて、真しん摯しな口調で言う。


  「う……」


  　ここまで言われると追及するのは躊躇ためらわれた。それに〝生きていたい〟という言葉がまるで自分の死期を悟っているようにも聞こえて……言葉が続けられなくなる。


  　そんな僕の様子を見て、正行さんは口元に笑みを浮かべた。


  「──我わが儘ままを言ってすまない。代わりといってはなんだが、〝倉野正行〟の思い出を少し語ろう」


  「正行さんの、思い出？」


  「そうだ。私の……私だけの大切な記憶さ」


  　正行さんは頷うなずき、視線を空へ向ける。地上は薄い霧に包まれて白く霞かすんでいるが、天には澄んだ青空が広がっていた。


  「私は生まれた時、何も持っていなかった。財も、頼る伝つ手ても、自分の名前さえもね。ただ人よりは少々魔術関係の知識に詳しかったから、それを武器にして国の裏機関に潜り込んだんだ」


  　ゆっくりと、静かな声で正行さんは話しはじめる。


  「国の裏機関って……今、正まさ行ゆきさんが所属している組織のことですか？」


  「そうだな、今とは少し管轄や名称が異なるが同じようなものだ。当時は閑職で構成員も少なかったせいかトントン拍子に出世し、それなりの立場になった頃──偶然、英え里り香かを見つけ出した」


  　……見つけ出した？


  　正行さんの言い回しに疑問を覚える。その表現だとまるで──。


  「私と英里香は……血の繋つながった親子ではない。私はずっと英里香を捜していたんだよ。彼女が特別な存在であることは〝最初から〟知っていたからね」


  　僕は息を呑のむ。前に会った時、正行さんは〝本物ではなくても〟という言葉を口にしていた。それはこういう意味だったのか。


  「組織に入った一番の目的もその情報収集能力を利用するためだったのさ。しかし……英里香の状況を知った私は驚いた」


  「何か、あったんですか？」


  　正行さんと英里香が本当の親子ではないと知った驚きは醒さめていなかったが、僕は話の続きを促うながす。


  「──その頃の組織は、特殊な力を受け継いできた一族のリスト化、管理、保護、問題が起こった場合の後始末を主な業務内容としていたんだが……英里香の父親は、ある異能者が起こした事件の被害者だった。私は一も二もなく、その案件の処理を買って出たよ」


  　正行さんはそう言うと懐かしむように目を細めた。


  「英里香はまだ生後半年にも満たない赤ん坊でね。残された身寄りは怪け我がで体を自由に動かすことが難しくなってしまった母・倉くら野の真ま理り子こだけだった。被害者のアフターケアも仕事のうちだったため、私は一週間ほど真理子に指示を仰ぎながら英里香の世話をしたんだ。そうしているうちに……その、何と言うか……まあ、情が移ってしまってね」


  　気恥ずかしそうに正行さんは頭を掻かく。


  「事件の後処理が終わってからも、私は真理子の家に通って英里香の世話を続けた。そんな生活が五年ほど続いた後、私は真理子の籍に入る形で結婚し、英里香の父親に──倉野正行になったんだ」


  　誇らしげな声で正行さんは言い、話を続ける。


  「最初は英里香を監視しようという目的もわずかにあった。だが、結婚した頃にはもうそんなことはどうでもよくなっていたよ。真理子の家は山奥で学校に通うのも難しい環境だからと優秀な家庭教師をたくさん雇って……我われながら呆あきれるほどの親バカ振りだった。英里香が妙に大人びてしまったのは、きっとそのせいだろう」


  　苦笑を浮かべる正行さん。確かに英里香は小学生とは思えないほど言葉づかいが丁てい寧ねいで、性格もしっかりしている。


  「英え里り香かは……正まさ行ゆきさんが本当の父親じゃないことを、知ってるんですか？」


  「……知っているよ。幼い頃から、一緒に仏壇へお参りしていたからね。それでもあの子は私を父様と呼んでくれる。真ま理り子こが亡くなった時は逆に私を励まし、この街へ引っ越すと言った時も文句一つ言うことなく頷うなずいてくれた──立派な、私にはでき過ぎた娘だよ」


  　自分にはもったいないというふうな口調で言う正行さんだったが、僕は首を横に振る。


  「英里香はきっと、正行さんの前では強がってるだけだと思います。確かに英里香はしっかりしてますけど、それでもやっぱり、父親を……正行さんを必要としている子供なんです」


  　英里香と初めて会ったのは神社の石段だった。その時、英里香が抱いていた願いとは亡くなった母親に再会すること。そして英里香が正義の魔術師になろうと決めたのは、正行さんの手助けをするため。


  　だから断言できる。英里香には正行さんが必要なのだと。


  「──啓けい介すけ君は、英里香のことをきちんと見てくれているんだな。やはり君なら安心して後を任せられそうだ。もしも私が敗れた時は、よろしく頼む」


  　しかし僕の意図とは裏腹に、正行さんはどこか達観した台詞せりふを口にする。


  「ま、正行さん、待ってください！　任せられても困ります。英里香の父親は正行さんだけです！　死んでも悔いがないみたいな……そんな言い方はやめてください。それに僕じゃヒースには……」


  　慌てて僕は正行さんに自分の想いを訴える。


  「いや、私以外でヒースを止められるとしたら……それは恐らく君だけだ」


  「……分かりません。どうしてそこまで正行さんは、僕に期待を──。少し前までならまだしも、今の僕はただの人間なのに……」


  「私は君のことをただの人間だとは思っていないよ。最初に会った時、ここは君たち兄妹の神社なのだと言ったのを覚えているかい？　由ゆ衣い君の兄である君は神の半身──現あら人ひと神がみだと私は見ている」


  「あらひと……がみ？」


  　聞き慣れぬ言葉に眉まゆを寄せると、正行さんは苦笑して言い直す。


  「ホリィ＝ライトと似たようなものだ──と言えば分かりやすいかな？　まあこの表現は君にとって不本意かもしれないがね」


  　正行さんはヒースや〝おしまい〟についてだけではなく、《方はこ舟ぶね》全体の事情に詳しいらしい。ホリィ＝ライトはアリッサの父親であり、《求めし愚者》と呼ばれる《高次存在ヴイナー》だ。彼は確かに人外の存在でありながら、人間としての肉体も有している。


  　僕が彼と同じとはとても思えない。だが目玉の化け物との戦闘中、フェンリルを発動させた時、あの瞬間だけは──普通じゃなかった。


  　何な故ぜ、僕は再び《天牢ウオルフ＝ライエ》の力を用いることができたのか……その理由は一週間ずっと考え、一つの仮説は浮かんでいる。裏付けはまだ取っていないが、正まさ行ゆきさんの言葉は僕の仮説に沿うものではあった。


  「──だから正行さんは、僕を神社へ残したんですね」


  　ろくな戦力にならないと思われる僕を神社待機の戦闘班に区分したのは、正行さんが僕の〝人間じゃない部分〟を見透かしていたからだったのだろう。


  「そういった側面もある。だが単に力があるだけでは、後を任せる気にはなれないよ。君が絶対に、どんな事実を突きつけられても裏切らないと信じられるから、英え里り香かを託せる」


  「ああもう……だから任せるとか、託すとか、やめてください。何か遺言みたいで……死亡フラグですよ、それ」


  「フラグとは何だい？　旗？」


  「分かんないならいいです。とにかく、後ろ向きなことばっかり言ってるとそのとおりになりますよ？」


  　溜ため息いきを吐ついて言うと、正行さんは笑った。


  「ははは、確かにそうだな。悪い想像ばかりしていたら、良くない運命を呼び込んでしまうかもしれない。だが勘違いしないでくれ。私はヒース＝ストーリングに負けるつもりなど一片もないよ」


  　僕の心配を吹き飛ばすように言い切る正行さん。


  　だが僕の心配は完全に晴れなかった。


  　正行さんの言葉で引っかかっていたのは、勝ち負けのことじゃない。


  　僕が不安に思っているのは──正行さんは〝生き残るつもり〟があるのかどうかということだったのだから。


  



  
    ２

  


  



  　私──ヴェル＝クラノ＝ストーリングは、社殿横にある木造家屋の一室で布ふ団とんに横たわりながら精神を集中させていた。身を包む服もいつもの巫み女こ装しよう束ぞくではなく、特別な魔術衣だ。法衣には合計七つの幾き何か学がく的な図形が描かれており、それぞれが淡く発光している。


  　今朝からこの神社には二層の結界が展開されていた。一つは神社のある山全体を覆おおう広範囲の複合属性結界。もう一つは社殿を包む物理障しよう壁へき。前者を私が、後者をアリッサが作り出し、維持していた。


  　二層の結界は長距離から放たれる高威力の魔術に備えたもの。お父様──ヒース＝ストーリングにしてみれば神社さえ破壊すればいいのだから、こういった守りは必要だ。


  　この二つの守りを同時に突破できる魔術は、私が知る限り存在しない。不意打ちを受ける心配はまずないだろう。


  　私は天井に向けていた視線を下ろす。隣で、私の腕に抱きつくようにして目を閉じているアリッサを横目で眺める。


  　魔術の起動中なので、本当に眠っているわけではないはずだ。私が手を伸ばし、頬ほおにかかった髪を払うと、アリッサは薄目を開けてくすぐったそうに笑った。


  　この子の全てを──愛おしく思う。


  　子供の未来を考えるならば、お父様の方につくべきなのだろう。だけど私はそこまで厳しくはなれない。この子の笑顔が曇るようなことはしたくない。


  　そんな私は、昔からアリッサを甘やかしすぎだと叱しかられた。そして私を叱った人は、私の代わりに〝厳しさ〟を受け持ってくれた。


  　だからきっとあの人は来るはずだ。今回も──私を叱るために。


  　────……。


  　結界の揺らぎを感じ取り、私は身を起こす。結界が部分的に中和されている。この微妙に荒っぽい手際は恐らく……。


  「どうしたの、お母様？」


  　アリッサが不安そうな顔で私に訊たずねてきた。


  　私は柔らかく微ほほ笑えんで、その時が来たことを告げる。


  「──来たわ。たぶん、ウルト姉様よ」


  



  



  　木造家屋を出ると、外は橙だいだい色いろに染まっていた。


  　──もう、夕方なのね。


  　体力と精神力の消耗を抑えるため、昼食時以外はずっと横になっていたので、時間の感覚が曖あい昧まいだ。


  　社殿の前にはケースケさんともう一人──昨日初めて会ったクラノマサユキという男が立っていて、こちらを見ている。


  　私すら知らない情報を知っている彼を最初は警戒したものの、その顔を近くで見て、声を聞いているうちに、正体は何となく予想がついた。


  　そして確信した。彼がいる限り、お父様は決して容よう赦しやをしないだろうと。


  　ぺこりと遠くからお辞儀をし、石段の方へ向かう。


  　病やまいに冒おかされた体は重いが、普段に比べれば調子は悪くない。熱はなく、意識もはっきりしている。今の体調ならば作戦遂行に問題はないだろう。


  「お母様！」


  　私を追って木造家屋から出てきたアリッサが、張りつめた声で呼びかけてくる。


  「アリッサ、心配しないで。私たちの姉妹喧げん嘩かはいつものことだから。あなたはケースケさんたちと一緒に、お父様を警戒していて」


  　安心させるように笑いかけ、私は石段を下りはじめる。遥はるか下方に、人影が見えた。豆粒みたいな大きさなのに、目が合ったのを感じた。


  　するとその人影は唐突に掻かき消え、十数段下の石段に白と黒を基調とした法衣を纏まとう女性が光と共に現れる。転移魔術を使ったのだろう。


  「こんばんは、ウルト姉様。怖こわい顔をして何の御用？」


  　私は女性──実の姉であるウルト＝クラノ＝ストーリングに問いかける。


  「もうすぐお父様がここへやってくるわ。その前に穏おん便びんな解決を図ろうと思ってね」


  　私を見上げてウルト姉様は言う。


  「穏便な解決って？」


  「この神社にいる人間全員を拘こう束そくして、事が終わるまで軟禁するわ」


  「……それ、穏便って言う？　普通は話し合いによる説得とかじゃないかしら？」


  　私は呆あきれて溜ため息いきを吐つくが、ウルト姉様は鼻で笑う。


  「何言ってるのよ。今更私が説得したぐらいでヴェルたちは意思を変えないでしょう？　私、無駄なことはしない主義なの」


  「そう？　ウルト姉様はよく何の利益にもならないことに熱中していた気がするけれど」


  「うるさいわね……とにかくまずはあんたから拘束するわ。こんな大規模な結界まで張って──ずいぶん無理をしてるんじゃないの？　心配だから、とっとと休ませてあげる」


  　そう言ってウルト姉様は私の方へ手を翳かざした。だが私は慌てずに質問を投げかける。


  「姉妹喧げん嘩かをする前に、一つ聞かせて。ウルト姉様は、お母様と同じ顔をしたあの子を本当に人柱として犠牲にするつもりなの？」


  「それしか方法がないんだから──仕方がないわ。私には彼女以上に大切なものがあるの。ヴェル、あんたやアリッサを守りたい。それにお母様と同じ顔とは言うけれど──私はあの人のことをあまり覚えていないのよ」


  　ウルト姉様は苦笑を浮かべ、言葉を続ける。


  「──ヴェルも知ってるでしょ？　私は生まれてすぐ、アル様に預けられた。そしてルナと一緒に育ったわ。その頃のお父様とお母様は色んな人たちに狙ねらわれていたから、赤ん坊をできるだけ安全な場所に置いておきたかったのは分かる。だけどそのせいで……お母様は遠い人になってしまった」


  　もちろん知っていた。姉、ウルト＝クラノ＝ストーリングは当時まだ人間だった《嘆きし魔王》アル＝ザナフ＝トワイライトと物心つく前から行動を共にしていた。そして彼から月の技術を学び、娘のルナと親友になったのだ。


  「そしてそれは、スーラも同じ。お母様はスーラを産んですぐにいなくなった。だから私たち姉妹の中で、お母様との思い出があるのはあなただけ。お母様たちと一緒に世界を旅したヴェルだけなのよ」


  　ウルト姉様の声こわ音ねは私を羨うらやんでいるようにも、憐あわれんでいるようにも聞こえた。


  「……スーラも、お父様の側についたの？」


  「いいえ、スーラは中立よ。あの子と……方はこ舟ぶねで仲良くなっちゃったからね。手伝いをさせるのはさすがに無理。どちらの味方もしないし、邪魔もしない、そう約束させるので精一杯だったわ」


  　肩を竦すくめ、温かく笑うウルト姉様。


  「そうね、それでよかったと思う。だけどスーラの補助がないのなら──私には勝てないと思うわ、ウルト姉様」


  　気負うことなく、私はただ事実を口にする。ウルト姉様も気分を害した様子もなく頷うなずいた。


  「確かに、魔術師としての格はヴェルの方がずっと上。あんたが魔術の天才だってことは、よく知ってる。才能だけならお父様以上かもしれないわ。でも──」


  　ウルト姉様の気配が変わった。獲物を射るような眼まな差ざしが突き刺さる。


  「それだけで勝負は決まらない。特に今のあんたは長時間、大規模な結界を張っていて消耗している。魔術を使えばすぐにバテるはずよ────《回る水精ウンデイーネ》！」


  　大気中の水分がウルト姉様の掌てのひらに収束し、大きな水の塊が生まれる。それは渦を巻きながら、蛇のように私へ迫った。


  　だが──。


  「なっ!?」


  　驚きの声を上げるウルト姉様。私を縛り、自由を奪うはずだった縛いましめは、水の塊に戻ってふよふよと空中で浮遊している。


  「水の制御を奪われた……？　あんたいったい──何したの？」


  　警戒を濃くして、ウルト姉様は間合いを取る。私が《起動言語トリガー》も告げずに、攻撃を防いだことが不思議なのだろう。


  「ウルト姉様、私たちはほんの一言で魔術を発動できるから忘れがちだけど……本来魔術というのは入念に準備をし、起動させた上で敵を待ち受けるものなのよ。私はその基本に立ち返っただけ」


  「基本に立ち返ったって……じゃあやっぱり今のは魔術──」


  「ええ、これは一定領域の水を完全に制御化へ置く高位魔術《星の海レヴアーシー》の効果。ウルト姉様がもう少し近くに転移してきてくれていたら、血流を操作して一瞬で昏こん倒とうさせられたんだけど……」


  「っ!?」


  　慌てて石段を下りるウルト姉様。たぶんウルト姉様は私がどれだけ本気なのかを、まだ理解していなかったのだろう。


  　私はアリッサの笑顔を守ると決めた。だから絶対、この戦いは負けられない。ゆえに万全の準備を整えた。ただそれだけのこと。


  「この周辺を覆おおっていた時間断層以外にも、そんな高位魔術を起動させていたっていうの？　でも高位魔術の二重起動なんて無茶したら、あんた──」


  　この期ごに及んでもウルト姉様は私を心配するような顔をする。


  　私は小さく首を横に振り、お節介で優しい姉の言葉を遮さえぎって告げる。


  「二重じゃないわ──七重起動よ」


  「は……？」


  　ウルト姉様は聞き間違えかというふうに私を見た。


  「私は今、七つの高位魔術を同時に起動しているわ。水だけじゃなく、時間も、風も、音も、電気も、光も、重力さえも制御できる領域を構築している。だから《流れし星ほし竜りゆう》のどんな魔術も私には効かない。全て制御を乗っ取るか、相そう殺さいすることができるの」


  「そんな──有り得ないわ。精神力が持つわけない」


  「その辺りはカラクリがあってね、私専用の外装魔術──《七天の法衣セブンスヘブン》によるバックアップがあってこその芸当よ」


  　私は自分の纏まとう法衣に手を当てる。法衣の各所に描かれた七つの幾き何か学がく図形は、淡い光を放っていた。それは《七天の法衣セブンスヘブン》が起動している証あかし。


  「バックアップ……？」


  　胡う散さん臭くさそうな視線を私に向けるウルト姉様。私は種明かしをしてあげることにする。先ほどからできるだけ会話を長引かせているが──まだ少し足りない。


  「この法衣に刻まれた文様はね、それぞれが独立した精神力の貯蔵タンクみたいなものなの。魔術を起動させると残量が空になるまで精神力の消費を肩代わりし、自律的に展開・維持し続けるわ。まあ細かな制御は自分でしなければならないから、気は抜けないけどね」


  　苦笑いをして説明すると、ウルト姉様は溜ため息いきを吐つく。


  「──相変わらず、ヴェルの発想には驚かされるわ。精神力で発動させる魔術で、精神力を溜ためるなんて普通は思いつかない。あんた、いったいどれだけストックを持ってるのよ？」


  「外界に出てからの約七日間分かしら」


  　ウルト姉様は私の返事を聞いて肩を落とした。


  「とんでもないわね……どうやっても魔術じゃ勝ち目がなさそうだわ」


  「それじゃあ諦あきらめてくれる？」


  「まさか」


  　にやりと笑ってウルト姉様は胸の谷間から直径五センチ程度の小さな球体を取り出す。その表面には無数の溝が刻まれており、複雑な幾何学模様を構成している。


  「またそんなところに物をしまって……」


  「いいじゃない、便利なんだから。あ、ヴェルには真ま似ねができないから羨うらやましいの？」


  　ウルト姉様の言葉に、ちょっとイラっとする。


  「……私、そんなはしたないことを真似したいなんて思わないわ。それよりその球体──ドールでしょう？　ウルト姉様の切り札？」


  　できるだけ感情を顔に出さないよう気をつけながら問いかける。


  「そうよ、私の最高傑作《小さき星竜リトルレテイ》。私は魔術師というよりも、魔術を用いる技術者──昔風に言うなら錬金術師だしね。魔術で勝てないのなら、違う土俵で勝負するまでよ」


  　ウルト姉様の手に乗った球体が震ふるえ、形を変える。私は〝それ〟が単に丸まっていただけだったのだと気づく。


  　ピィィィィィッ──！


  　産うぶ声ごえを上げるように高く鳴いたのは翼を持った蜥蜴とかげ。いや──小さな竜。


  「それって……」


  「ヴェルなら見覚えがあるわよね？　小さいけれど《流れし星ほし竜りゆう》を正確に再現し、《道パス》を繋つないだドールよ。これは疑似的な《召喚サモン》。仕組みはヴェルの法衣と似ているわ。私が溜ため込んだ精神力でこのドールは動いている」


  　ウルト姉様がそう言うと同時──小さな星竜が口から眩まばゆい光を放つ。夕日の赤色を塗り潰つぶし、辺りが金色に染まった。


  「……っ!?」


  　私は即座にその攻撃を相そう殺さいする。しかし想像以上に威力が大きく、貯蔵してある精神力の約半分が消し飛んだ。


  　今の一撃は高位魔術というレベルではない。完全に《高次存在ヴイナー》が扱う魔法だった。


  「どう？　小さくても強いでしょ。もちろん精神力が切れたら動かなくなっちゃうけど、この子が完成したのは二週間前なの。その時からずっと精神力を溜めてある。この意味──分かるわよね？」


  　勝利を確信した様子でウルト姉様は訊たずねてくる。もはや戦いの結果は明白だった。私は一週間分の精神力で高位魔術を展開しているのに対し、ウルト姉様は二週間分の精神力で魔法を撃ってくる。ストックが先に底をつくのは、間違いなく私だ。


  「……やっぱりウルト姉様はすごいわ。天才なのは、確実にウルト姉様の方よ」


  「ヴェル、それは敗北宣言と受け取ってもいいかしら？」


  「そうね、姉妹喧げん嘩かは私の負けよ。けど──」


  　私は微ほほ笑えみ、辺りの〝光〟を制御していた魔術を解除する。その途端──周囲が闇やみに包まれた。茜あかね色いろの空は星々が輝く夜空へと変わり、真っ赤な夕日の代わりに白い半月が天頂で輝いている。


  「これは──」


  　ぽかんと口を開けるウルト姉様に、私は自分の目的を果たしたことを告げる。


  「私はウルト姉様が現れた時から結界を狭めて、周囲の時流だけを〝停滞〟させていたの。バレないよう、景色にも干渉してね。外ではもう、かなりの時間が経過しているわ」


  　ウルト姉様はしばらく呆ぼう然ぜんとしていたが、やがて大きく息を吐いた。


  「……最初から私の足止めが目的だったのね。一度も攻撃されずに負けるなんて、初めての経験だわ。それじゃあ既に──」


  　肩を竦すくめ、石段の上を見つめるウルト姉様。私は頷うなずき、口を開く。


  「ええ……きっともう、決着はついている」
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  　僕──遠とお見み啓けい介すけは、その時が来るのをじっと待つ。


  　ヴェルさんが石段を下りていってから、しばらく経たった。アリッサは社殿の入り口に立って、石段の方を心配そうに眺めている。


  　正まさ行ゆきさんは相変わらず殿上への階段に腰かけて、鋭い視線を遠いところへ向けていた。


  　ウルトさんとヴェルさんの戦いは始まっているはずだが、声も音も聞こえてこない。恐らくは事前の作戦どおりウルトさんを結界へ閉じ込めることができたのだろう。


  　様子を確かめたい気持ちはあるが、石段へ不用意に近づくと時間停滞に巻き込まれる可能性が高い。それにいつヒース＝ストーリングが現れるか分からないので、僕らはアリッサが社殿に張った結界の内側で待機している必要があった。


  　──寒くなってきたな。


  　御ご神しん鏡きようが祀まつられた祭壇の前に腰を下ろしていた僕は、上着の前を合わせて身を震ふるわせる。


  　太陽が沈んだのか辺りが急に薄暗くなり、空の赤も褪あせていく。


  　暗くなっていく空で存在を主張しはじめるのが、白く輝く半月だった。その淡い月明かりは社殿の正面から差し込んできて、御神鏡に反射する。


  　傍そばに置いてある幾き何か学がく模様が刻まれた人形が輝きはじめ、二つの光を受けた鏡面に僕の妹──遠見由ゆ衣いの姿が浮かび上がった。


  『お兄ちゃん──本当に戦うの？』


  　鏡に映る妹は、思いつめた表情で訊たずねてくる。この問いは昨夜から数えて何度目か、もう覚えていない。


  「ああ、ヒースの案にはどうしても賛成できないからな。戦うしかない」


  『でも……今のお兄ちゃんは普通の人間なんだよ？　戦っても勝てないよ……負けて大怪け我がしたら、死んじゃうかもしれない。あたし、そんなの嫌いや！』


  　由衣は僕に戦ってほしくないのだろう。焦あせった声で、必死に訴えてくる。


  「…………」


  　僕はこれまで由ゆ衣いの言葉に「ごめん」としか返せなかった。本当は一つ、確かめたいことがあったのだけれど、勇気が足りなくて言い出せなかった。それは間違いなく、今の関係性を壊す質問だったから。下へ手たをすれば由衣は僕の前から姿を消し、二度と会えなくなるかもしれない。


  　だけど──いざとなってからでは、由衣と話す余裕もない恐れがある。ヒースが現れる前に問うべきことなのだとは分かっていた。


  　これ以上、後回しにはできないよな……。


  　覚悟を決めて口を開く。


  「……由衣の言うとおり、今の僕じゃ勝てないだろうな。法術で挑んでも、魔術を数発相そう殺さいするのがきっと限界だ」


  　僕は脇に置いた木刀を握って言う。鏡の中で由衣が表情を明るくして頷うなずいた。


  『そ、そうだよ！　お兄ちゃんが戦おうとしても皆の足を引っ張るだけだと思う。だから神社を離れて、どこかに隠れていよう。ね、そうしよ？』


  　由衣が僕のことを第一に考えて言ってくれているのは伝わってきた。でも、僕は首を縦には振れない。


  「いや、隠れるつもりはないよ。勝てる可能性はある。御ご神しん鏡きようから出てきた化け物と戦った時みたいにフェンリルを──《天牢ウオルフ＝ライエ》の力を引き出せれば、戦える」


  『無理だよ！　あの時はその……偶然、偶然なの！　もう絶対、あんな力は出せない！　だから諦あきらめて！』


  　明らかに動揺を見せる由衣。やはり僕の予想は当たっていたのだろうと確信する。


  「どうして絶対だなんて言い切れるんだ？」


  　僕は静かに問いかける。


  『そ、それは……』


  　言葉に詰まる由衣へ僕はさらに問いを重ねた。


  「由衣が──力を管理しているからか？」


  『……っ!?』


  　絶句し、表情を硬くする由衣。その反応が答えのようなものだった。


  「ずっと考えていたんだ。どうして僕は再び、フェンリルを右腕に宿せたのか。思いつく可能性は一つだけだった。あの時──由衣は化け物の攻撃を受けて、強制的に実体化を解かれた。そのダメージで一時的に《天牢ウオルフ＝ライエ》の力を制御できなくなったんじゃないのか？」


  『…………』


  　由衣は答えない。僕は構わずに言葉を続けた。


  「力が溢あふれてきたのは由衣の消えた直後。フェンリルを解除したのは、再び現れた由衣。そういった状況から考えても、由ゆ衣いが僕の力を管理していると考えるのが自然だ」


  『………………』


  「由衣が許可すれば、僕はまた《天牢ウオルフ＝ライエ》の力で戦えるんじゃないのか？　どうしてそれを隠そうとするんだ？　何な故ぜ僕が戦うのを止めるんだ？」


  『……………………』


  　口を真ま一いち文もん字じに引き結び、鏡の中で沈黙を続ける由衣。


  「僕に、危ないことをさせないためか？」


  『…………』


  　問いかけても反応はない。おそらく違うのだろう。


  　僕はこの一か月だけで多くの危機に見舞われたが、《天牢ウオルフ＝ライエ》の力を使えたのは由衣が意図しなかった一回だけ。つまり《天牢ウオルフ＝ライエ》の力を封じることは、由衣にとって僕の命よりも重いのかもしれない。


  　だとしたら、他に思いつく理由は──。


  「僕を〝普通の人間〟にするためなのか？」


  『────』


  　少しだけ由衣の体が揺れた。正解ではないが、核心には近づいたようだ。


  　あと一押し──。


  　由衣の真意を知るために、僕はもっと踏み込んだ質問をぶつけようとする。


  　だがその時──場の空気が変わった。


  　はっとして、視線を社殿の正面へ向ける。いつの間にか、正まさ行ゆきさんが腰を上げていた。アリッサは社殿の入り口から一歩下がって、身構えている。


  　二人の向こう、神社の境けい内だいに人影が見えた。


  　ついさっきまで誰もいなかったはずの場所に何の予兆もなく、当然のように黒いローブを纏まとった男が立っていた。


  　……来た。


  　心構えはしていたはずなのに、緊張で体が強こわ張ばる。


  　僕は唾つばを呑のみ込み、忽こつ然ぜんと現れた男を観察した。


  　年は三十代後半ぐらいで、髪は短い金髪。瞳は少し緑がかった青色。鼻び梁りようのすっきりとした精せい悍かんな顔立ちで、目を細めて厳しい表情を浮かべている。


  　初めて見る顔なのにそんな気がしないのは、彼が僕のよく知る人たちの血縁者だからだろうか。


  　名乗られずとも、正体は分かる。この状況で現れるのは、ただ一人と決まっていたから。


  　この男が──ヒース＝ストーリング。


  　僕は拳こぶしを握りしめる。


  　だが、ふと気づく。ヒースはこちらを向いているが、その視線は正まさ行ゆきさんだけに注がれているようだった。


  「久しぶりだな、ヒース＝ストーリング」


  　正行さんがヒースに話しかける。


  　久しぶり？　どういうことだ？　正行さんはヒースに会ったことがあるのだろうか。だがヒースは千年間、《方はこ舟ぶね》の時間停止領域にいた。接点があるとしたら、千年以上前ということになる。


  　ヒースは黙したまま、じっと正行さんを見つめ続けていた。表情すら変わらないヒースを見て正行さんは肩を竦すくめると、僕の方へ振り向いた。


  「さて、啓けい介すけ君。来るべき時が来たようだ。君が知りたがっていた私の正体を明かそう」


  　そう言って正行さんはかけていたサングラスを外す。初めて露あらわになる素顔。サングラスの下に現れたのは緑がかった青い瞳。ヒースと同じ色。


  　いや、それだけではない。見比べてみると、はっきり分かる。正行さんの方が多少老けてはいるが、顔立ちがヒースと瓜二つだ。ヒースの顔に既視感を覚えたのはアリッサたちのせいではなく、正行さんとの類似点を見み出いだしていたからだと悟る。


  　まるで双子。異なるのは髪の色ぐらいだ。


  「この髪はね、染めているんだ。本当はヒースと同じ金髪なのさ」


  　僕の視線から考えを読み取ったのか、自分の黒髪を撫なでつけて正行さんは言う。


  「どうして……そんなにそっくりなんですか？」


  　掠かすれた声で問いかけると、正行さんは苦笑を浮かべた。


  「私は──ヒースの迷いなんだよ」


  　前に向き直り、ヒースを見据え、正行さんは静かに告げる。


  「迷い？」


  　僕は正行さんの背中を見つめながら問い返す。


  「結局のところヒースはね、自分の妻と同じ顔をした少女を犠牲にして未来を守るか、〝おしまい〟そのものと対決する賭かけに出るか、最後まで決められなかったのさ。彼は君のことを決して笑えない、一人の弱い人間だ」


  　僕に背を向けたまま、ヒースを憐あわれむような口調で話す正行さん。それでもヒースが何の反応も見せないことを確かめると、呆あきれたように溜ため息いきを吐ついた。


  「苦悩した挙句、ヒースはとんでもないズルをした。己おのれの記憶を転写したドールを──もう一人の自分を作って、どちらの道も選ぶことにしたんだ」


  「もう一人の自分って……じゃあ、正行さんは──」


  　僕は信じられない思いで呟つぶやく。


  「ああ──私は限りなく人間に近づけて作られたドール。ヒース＝ストーリングの偽にせ物もの。区分としては皮肉にも過去のエリカ＝クラノと同じく、人造生命ホムンクルスと呼ばれるモノさ」


  「そんな……どこからどう見ても人間なのに」


  　ドールと言われて思い浮かぶのは、《方はこ舟ぶね》で雑用をしている幾き何か学がく模様が描かれたマネキン人形だ。とてもあのドールと正まさ行ゆきさんが同じものだとは思えない。


  「多少素材が違うだけで、体の仕組みは人間と同じだよ。年月が過ぎれば、老いもする。もう起動して十年近く経たったから、ヒースよりも少しばかり老けてしまった」


  　肩を揺らして正行さんは笑い、言葉を続けた。


  「私が作られたのは千年前。英え里り香かが生まれる頃に再起動するようセットされ、この国のとある場所に隠されていた。目覚めてからのことは、今朝君に話した通りだよ」


  　そう言うと正行さんは社殿から下り、賽さい銭せん箱ばこの前に移動する。目には見えないが、そこはアリッサが張った結界──物理障しよう壁へきの境界なのだと聞かされていた。内側から外に出ることはできても、その逆は不可能。一歩踏み出せば、身を守る壁はなくなる。


  「ヒースは私に、英里香を守れとは命令しなかった。ただ自由に生きろと言った。だから私は自由に選んだ。英里香のために戦うことを選んだ！　啓けい介すけ君、私の選んだ戦いを──見届けてくれ」


  　正行さんは境界を踏み越える。ただ一人でヒースの前に立つ。


  　僕とアリッサは動かない。


  　ヒース＝ストーリングと一対一で、周囲を気にせず戦える状況を作ってほしい──。それが昨夜の作戦会議で、正行さんが要求したことだったから。


  　アリッサは最初反対したが、ヴェルさんは要求を呑のんでウルトさんの足止めを買って出た。今思えば、ヴェルさんは昨夜の時点で正行さんの正体に気づいていたのだろう。


  「やはり、私の敵となるのだな──〝私〟よ」


  　ヒースが初めて口を開く。その声こわ音ねは、正行さんと全く同一のものだった。


  「いや、私はあなたじゃない。記憶は転写できても、同じ魂を宿すことは不可能。あなたの妻エリカ＝クラノと現代の英里香が別人であるように、私とあなたも別人だ」


  「そうか──では、お前は何者として私の敵となる？」


  　小さく頷うなずき、ヒースは聞き直す。


  「英里香の父、倉くら野の正行として──だ」


  　はっきりと正行さんは答えた。


  「父……か、お前は私が全く想像もしていなかった生き方を選んだようだな」


  「そうだ。起動してからの十年余り、私は私だけの人生を歩んできた。今の私を突き動かすものは、あなたから転写された記憶ではなく……私の胸に刻まれた思い出だ！」


  　胸を張り、堂々と宣言する正行さん。ヒースの口元に小さな笑みが浮かぶ。


  「確かに──私とお前は別人らしい。ならば倉野正行に訊たずねよう。お前は魔術が使えない……私がそう作った。そのような非力な身でどう抗あらがう？」


  「人間、死ぬ気になればいくらでも道は見つけられるものさ。魔術が使えずとも、私はあなたと戦えるだけの力を用意してきた。舐なめてかかれば負けるのはあなたの方だ。後悔することがないよう、全力で挑んでくるといい」


  　正まさ行ゆきさんの言葉に、ヒースの笑みが質を変える。余裕と憐あわれみが消え、ただ愉快そうな色を湛たたえる。


  「私にとって、お前は迷いを振り切るための形かた代しろに過ぎなかった。そんな人形が、挑めと言うか。面白い──では遠慮なく、私は己おのれの迷いを打ち砕こう」


  　風もないのに、ヒースの黒いローブが揺れる。するとローブの表面から闇やみが剥はがれ落ちるようにして、幾羽もの真っ黒な鳥が飛び立った。


  　鳥は立体感がなく、まるで影のよう。だが一点だけ──体の中央に青白い輝きが瞬またたいていた。


  「それは──《群星の式プレイアデス》か。転写された記憶によれば《流れし星ほし竜りゆう》と《求めし愚者》の複合魔術……式しき神がみをベースに疑似的な精霊を作り上げるのが、あなたの得意技だったな」


  　社殿を背にして立つ正行さんは、ヒースが呼び出した鳥たちを見て呟つぶやく。


  　──魔術で精霊を作るだって？


  　僕は呆あつ気けに取られるが、《天牢ウオルフ＝ライエ》も元はヒースが生み出したものだということを思い出す。新たな神すら創造できるのなら、《高次存在ヴイナー》未満の精霊を作ることなど容易たやすいのかもしれない。


  「……手の内が全て知られているというのは妙な気分だ。しかし、この星ほし鳥どりたちがお前にとって致命的なモノであることも分かっているはず」


  　ヒースは肩に星鳥の一羽を止まらせ、冷たい視線で正行さんを射る。


  「ああ、理解しているよ。普通の精霊ならば媒介を破壊すれば終わりだ。しかしその星鳥は実体のない魔術が媒介となっている。普通の武器による物理的な攻撃で倒しきることは難しいだろう」


  　淡々とした口調で答える正行さん。僕はそれを聞いて血の気が引く。


  　普通の武器が役に立たないなら、もし正行さんが銃などを持っていても通じないはずだ。このままでは──。


  「そのとおり。魔術の使えぬお前では勝負にもならない。星鳥の群れに貪むさぼられ──役割を終えろ」


  　鋭く告げるヒース。その言葉と同時に、数えきれぬほどの星鳥が正行さんに向かって殺到した。


  「正行さんっ！」


  　僕は社殿の入り口に駆け寄って叫ぶ。アリッサも表情を変えて飛び出そうとする。


  　だが──正行さんは心配ないというように片手を上げて、僕らを制した。反射的に動きを止める僕とアリッサ。


  　次の瞬間、正まさ行ゆきさんの体は鳥の群れに呑のまれて消えた。


  「け、ケースケ！　どうするの!?」


  　アリッサが焦あせった表情で僕を見る。


  「──正行さんは、勝算があるって言った。だからこんな簡単に負けたりはしないはず……」


  　僕はそう答えるが、正直自信はなかった。正行さんの姿は黒い鳥に覆おおわれて全く見えない。


  　──本当に、動かないでいいのか？　助けにいかないと手遅れになるんじゃないか？


  　心の中で、そんな思いがどんどん大きくなる。その不安はすぐに膨ふくれ上がり、喉のどから飛び出しそうになる。しかし「やっぱり助けに行こう」と叫びそうになる寸前、変化は起こった。


  　鳥たちの隙すき間まから紫色の光が漏もれ出る。淀よどんだ暗い輝きに、寒気が走った。


  「な……」


  　悪意と敵意と殺意を凝縮し、怒りの中へ溶かし込んだかのような感情が心に直接押し寄せてくる。


  



  　──ズシャッ!!


  



  　星ほし鳥どりが群がってできた黒い繭まゆの内側から、数えきれないほどの鋭く、長い、針のようなものが突き出た。鳥たちを刺し貫いて伸びた突起物は紫色の光を放ち、辺りを不気味に照らす。


  　ヒースが生み出した精霊を全て引き剥はがし、姿を現す異形。針のように見えたのは、全身から突き出た無数の角だった。串刺しにされた鳥たちは、黒い澱おりとなって角の中へ吸収されていく。


  　この禍まが々まがしい気配と輝きを、僕は知っていた。


  　何な故ぜ……正行さんがまた禍まがつ神かみになっているんだ？


  　僕は何が起こっているのか分からず、変わり果てた姿の正行さんを見つめる。纏まとっていたコートは千切れ飛び、代わりに角の根元から広がる紫色の外殻が体を覆っていた。


  　かつて正行さんは禍神に取り憑つかれ、赤鬼のような姿へ変じた。だがその禍神は未み由ゆのレッドロウによって浄化されたはず。それなのにどうして──。


  「倉くら野の正行……その姿はいったい何だ？　私はそのような機能を付加した覚えはないぞ」


  　ヒースは険しい顔で詰問する。星鳥を全て取り込んだ正行さんは、伏せていた顔をゆっくりと上げた。


  「いや──これはあなたが与えてくれた、この体の力だよ。限りなく人間に近いとはいえ、私の体にはドールと同じ素材が用いられている。ドールの素材は精神存在の媒介として最も優れた物質だ。その性質を利用させてもらったのさ」


  　掠かすれた声で答える正行さん。こちらに背を向けているので、どのような表情を浮かべているのかは分からない。だが──苦痛を堪こらえているような、そんな声こわ音ねだった。


  「性質を利用……？　そうか、お前は……あえて低級な精神存在を体に憑ひよう依いさせたのだな？」


  「憑依とは少し違うね。取り込んだ──〝喰くった〟というのが正しいかな。禍まがつ神かみをそのまま取り憑つかせると、自我を乗っ取られてしまう。最初はそれで失敗した。だから適度に噛かみ砕いて意識を破壊し、その力だけを糧かてとすることにしたんだよ」


  　最初の失敗──。


  　それは正まさ行ゆきさんが禍神に乗っ取られた時のことだろう。あれはまさか……。


  「わざと……だったんですか？　正行さんは意図して、禍神を取り憑かせたんですか？」


  　僕は震ふるえる声で問いかける。


  「──啓けい介すけ君、あの時は手間をかけさせてしまって悪かったね」


  　正行さんは少しだけ振り向いて、僕に謝る。顔の左半分は紫色の外殻に覆おおい隠されていたが、その眼まな差ざしも表情も正行さんのものだ。前回のように理性を危あやうくしている様子はない。


  「だが、あの経験のおかげでコツを掴つかむことができたんだ。私はあれから手当たり次第に禍神を喰らい続けたよ。先ほどの精霊たちも合わせれば、優に百体は超えるんじゃないかな。ははは──さながら、一人百ひやつ鬼き夜や行こうといった感じだね」


  　自じ嘲ちよう気味に笑って、正行さんはヒースの方へ向き直る。


  　長さも太さも不ふ揃ぞろいな角が突き出た正行さんの背中……。その恐ろしくも痛々しい姿を眺めて、色んなことに合点がいく。


  　宮みや島じまから聞いた変身ヒーローの噂うわさは、やはり正行さんのことだったのだろう。恐らく正行さんはこの姿になって禍神を狩っていたに違いない。廃マンションで正行さんと会った時、僕が感じた禍まが々まがしさも、陽ひ名なちゃんやツグミが察知した異常も、取り込まれた多くの禍神によるものだったと考えられる。


  　それに《方はこ舟ぶね》でドールに禍神が取り憑いて暴走した事件。あれは英え里り香かが何か良くないモノに触れ、その残ざん滓しを持ち込んだからかもしれないとスーラは言っていた。その原因──良くないモノが正行さんだった可能性は高い。家族ならば接触する機会は多かったはずだ。


  「有う象ぞう無む象ぞうの子鬼どもでも、これだけ集めれば《高次存在ヴイナー》に匹敵する。鬼神となった私を精霊ごときで止められると思うな、ヒース＝ストーリング。全て屠ほふり、私の糧としてやろう！」


  　正行さんが地を蹴ける──。僕はその姿を一瞬見失った。


  　ほぼ同時に轟ごう音おんが響き、視線をヒースの方へ向ける。正行さんはそこにいた。太い角を生やした拳こぶしで、ヒースが展開した黒い壁を刺し貫いている。


  　速過ぎて、目で追えなかった。取り込んだ禍神の力により、正行さんは身体能力も強化されているらしい。


  「……っ！」


  　ヒースの表情に、苦しげな色が混じる。正行さんの攻撃を防いだ黒い壁は、ローブから湧わき出た新たな星ほし鳥どりのようだったが、角で貫かれた部分を中心に吸収されて穴が開く。


  「だああああああああっ!!」


  　脆もろくなった壁を引き裂き、正まさ行ゆきさんはさらに突っ込む。


  　ヒースは後退しながら新たな壁を生み出すが、それも紙のごとく破られる。


  　真っ黒だったヒースのローブは、星鳥を生み出すたびに白い部分が増えていく。恐らくヒースは星鳥をローブに貼はり付かせて防御を固めていたのだろう。ということはローブが完全に白くなった時、星鳥のストックは尽きる。


  「正行さん、あと少し！」


  　僕は叫ぶ。


  　ヒースは正行さんの猛攻に圧おされ、石段の近くまで追い詰められていた。


  「はあっ──!!」


  　正行さんが放つ渾こん身しんの突きを、最後の星鳥で防御するヒース。


  　だがもうこれ以上、正行さんの前進を阻はばめるものはない。


  「ヒース……ストーリングッ!!」


  　倒すべき敵の名を呼び、大きく踏み込む正行さん。身体能力で劣るヒースは間合いを離すことができず、正行さんに懐ふところに潜もぐり込まれることを許してしまう。


  「倉くら野の……正行っ！」


  　躱かわすのは無理だと判断したのか、ヒースは足を止めて正行さんを迎え撃つ。ローブの内側から初めて両腕を出し、手刀の形で振り上げた。


  　禍まがつ神かみの力で強化された正行さんと、肉体は普通の人間であるヒース。結果は見えているかに思われた。


  　だが──僕の予想は裏切られる。


  　バキンッと金属的な音を立てて、正行さんの拳こぶしから突き出していた角が砕け散った。ヒースが苦し紛まぎれで振るったように見えた右腕で──。


  「なっ……」


  　攻撃を弾かれた正行さんがバランスを崩す。ヒースはその隙すきを逃さず一歩前に踏み込み、左手を正行さんの胸に当てた。


  　ドンッと凄すさまじい衝撃音が響いて、正行さんが木の葉のように宙へ舞う。


  　こちらへ吹き飛んできた正行さんは、アリッサが張り巡らせた不可視の障しよう壁へきに背中を打ち付けて膝ひざをついた。


  「げほっ……がはっ……い、今のは──」


  　正行さんは打たれた部分を手で押さえながら、ヒースの方を向いて喘あえぐ。大きく吹き飛ばされたため、二人の距離はずいぶん開いていた。


  「予想していなかったわけではないのだろう？　私が《高次存在ヴイナー》の部分召しよう喚かんを扱えることは、お前もよく知っているはずだ」


  　ヒースはそう言って、両腕を広げてみせる。先ほどは一瞬で分からなかったが、ヒースの右腕は青色の鱗うろこで覆おおわれ、左腕には墨で書いたかのような黒い文字が浮き出ていた。


  　アリッサがそれを見て、声を上げる。


  「部分召しよう喚かん？　そんなの聞いたこともないわよ？」


  　正まさ行ゆきさんはふらつきながらも立ち上がり、アリッサの疑問に答えた。


  「……ヒースが編み出した魔術の秘奥だよ。《高次存在ヴイナー》そのものを具現する《召喚サモン》は無駄が多く、効率が悪い。だからヒースは必要な部分だけを具現し、自らの武具として扱おうと考えた。つまりあれは《召喚サモン》を制御した六節の最高位魔術だ」


  「ろ、六節……」


  　信じられないという顔で呻うめくアリッサ。《方はこ舟ぶね》の魔術は五節の言葉を連ねた《召喚サモン》が最高位。僕はアリッサにそう教えられたし、アリッサ自身もそう思っていたのだろう。だが現実にはその上があった──。


  「……意地が悪いな、ヒース＝ストーリング。全力で挑んでこいと言ったのに、そんな出し惜しみをするなんて……予あらかじめ起動させておくには負荷が大きすぎる魔術だからと、油断していたよ」


  　苦笑いの混じった声で正行さんは言う。対するヒースは険しい表情のまま。


  「最初から手札を全て晒さらす馬鹿はいない。そもそもお前は《群星の式プレイアデス》で葬るつもりだった。これは残りの者たちを相手取るため用意していた保険だ」


  　そう言ってヒースは初めて僕とアリッサに視線を向けた。


  　……っ!?


  　それだけで呼吸を忘れる。ヒース＝ストーリングが僕やアリッサのことをどれだけ知っているのかは分からない。だが完全に敵と認識されているのは間違いなさそうだ。


  「保険……ね。私はずいぶんと舐なめられていたようだな」


  　正行さんの纏まとう紫色の輝きが強くなり、角の先端に光が収束していく。そして無数の、禍まが々まがしい光の塊がヒースに向かって放たれた。


  「──それだけの力量差があるということだ」


  　ヒースは青い鱗に覆われた右手を掲げる。すると巨大な半透明な鱗の盾たてが瞬時に形成され、正行さんの攻撃を阻はばむ。


  　青い防壁に散らされていく紫の光。そして容易たやすく全ての光弾を防ぎきったヒースは、墨字の文様で埋め尽くされた左腕を翳かざす。


  　その途端、正行さんの周囲に黒い霧が発生した。


  「……っ!?」


  　異変を察知した正行さんは横へ跳んで逃のがれようとするが、霧は離れずに纏わりつき、大きな手の形に凝縮して正まさ行ゆきさんの体を締め上げた。


  「ぐあっ……!?」


  　肺から空気を絞り出されたかのような苦く鳴めいを漏もらす正行さん。どれほどの力が加わっているのか──正行さんの体を包む外殻に亀裂が走り、砕けていく。


  「《星ほし竜りゆうの鱗うろこ》はいっさいの攻撃を通さず、《愚者の左手》は禍まがつ神かみの殻をも砕く。今のお前が《高次存在ヴイナー》に匹敵していようと、本物の《高次存在ヴイナー》二体分の力には敵かなうまい。もう──諦あきらめろ。その外装を解けば、苦しまずに壊してやれる」


  　ヒースは憐あわれみの色を瞳に浮かべ、離れた場所から左手で正行さんを締め上げる。ヒースの左手とリンクしているらしき黒い霧は、正行さんの体を徐々に砕いていった。


  　僕とアリッサは、その姿を眺めているしかない。


  　正行さんの勝利を信じているからではなく、何をすればいいのか分からないのだ。どう助ければいいのか思いつかないのだ。


  　ヒースが示した力は、それほど絶対的だった。《高次存在ヴイナー》を具現しているというのなら、法術は役に立たない。目玉の化け物と戦った時のように、一瞬で精神力を空にされるだけ。


  　アリッサが使う《流れし星竜》の魔術も、星竜の鱗を具現しているヒースに効くとは思えない。


  　手詰まりだ。今の……僕らでは。


  　こうなったら、由ゆ衣いに──。


  　僕は最後の望みを懸かけて、祭壇の方へ振り向こうとする。だがその寸前、正行さんの声が聞こえた。


  「確かに……諦めるしか、ないようだ」


  　それは絶望を受け入れる言葉。だが何な故ぜか、その声こわ音ねには笑みが含まれていた。


  　ヒースが眉み間けんに皺しわを寄せる。僕らと同じく、正行さんの心中が推おし量はかれずに戸惑っているのだろう。


  「負けを認めるのなら、抵抗をやめて外装を解け」


  　正行さんに繰り返し勧告するヒース。


  　だが正行さんは霧に締め上げられながらも、首を小さく横に振った。


  「誰が……勝利を、諦めると言った？　私が諦めるのは……生きて、英え里り香かの元へ帰ることだよ」


  「何だと──？」


  　訝いぶかしげに問い返すヒースだったが、正行さんはそれには構わず大声で叫んだ。


  



  「──来い！　レストタクト＝エンデ!!」


  



  　ぞくりと悪お寒かんが走る。背後から突き刺さるような視線を感じて、振り返る。


  　先ほどまで月光を反射し、由ゆ衣いの姿を映し出していた御ご神しん鏡きよう。その鏡面が赤黒く染まっていた。


  　まさか……。


  　昨夜見た夢を思い出す。やはりあれはレストタクトの……。


  「──終末を見たいのならば、力を貸せ！　お前を殺した相手に復ふく讐しゆうしたいのならば、私の身に宿れ！　最悪の魔術師──その残ざん骸がいよ!!」


  　正まさ行ゆきさんの声に応じるがごとく、鏡に大きな眼球が現れた。


  『───────────（見たい見たい、世界の死し骸がいを）────────────』


  　頭の中に歪ゆがんだ思念が響く。


  　ダムが決壊するかのように、鏡面からあふれ出す目玉と赤黒い繊せん維い。それらは正行さんの元へ殺到し、霧の隙すき間まから入り込んだ。おぞましい濁流は全て正行さんの体に吸収され、鏡は元の色に戻る。


  　鏡面にはお腹なかを押さえて蹲うずくまる由衣の姿が映し出された。


  『お兄ちゃん、また……あたしの中から出て行っちゃった。今度は、前よりたくさん……』


  　苦しげな顔で由衣は言う。


  　そして次の瞬間──変化は起こった。


  「があああああああああああああああああああああああああああっ!!」


  　咆ほう哮こうを上げて、正行さんが黒い霧の縛いましめを引き千切る。紫色の光がさらに淀よどみ、濁った色へ変わっていく。ひび割れた外殻の隙間から赤黒い繊維が湧わき出して傷を修復し、胸の中心には大きな眼球が出現した。


  「正行、さん……？」


  　震ふるえる声で呼びかける。いったい何が起こったのか、理解が追いつかない。


  「…………啓けい介すけ君、私は昨日……生まれて初めて英え里り香かを散髪してやったんだ」


  　もはや顔のほとんどは外殻と繊維で覆おおわれていたが、正行さんは普段と変わらぬ声で僕にそんなことを言った。


  「え？」


  　正気を失ってしまったのかと僕は危あやぶむが、正行さんは構わずに言葉を続ける。


  「膝ひざ下したまで伸びていた髪を、半分ぐらいの長さに切りそろえた。英里香は頭が軽くなったと喜んでいたよ。その切った髪は今……私の体に巻き付けてある。それを触媒にして、私はレストタクトを呼んだのさ。あの夜のようにね」


  　あの夜、それは英里香を攫さらった目玉の化け物が出現した時のことだろう。正行さんは理性を失っていないことを僕は悟る。


  「目玉の化け物は……やっぱりレストタクト＝エンデだったんですね。正行さんはいったいどこまで──」


  「鏡を接点にするつもりはあったが……英え里り香かがレストタクトを具現化してしまったのは予定外さ。あの日のことは、私も後から知った。こんなことを言うと怒るかもしれないが、具現した左目は倒さないでほしかったな。あれは貴重な戦力の一部だった……」


  「せ、戦力って──」


  　僕は絶句する。


  「レストタクトの左目は時間が経たてば消えただろう。英里香を傷つけることもなかったはずだ。何しろ英里香が死ぬと〝おしまい〟が見れなくなるからね。英里香を守るという一点において──私とレストタクトの目的は一致しているのさ」


  　正まさ行ゆきさんは平静な声で淡々と語るが、ヒースは怒りを露あらわにして叫んだ。


  「だからと言って、全ての元凶である男の力に頼るのか!!　そこまで身を堕おとしていたとは思わなかったぞ──倉くら野の正行!!」


  「使えるものは使う……ただそれだけだ。魔術の使えぬ私があなたに対抗するには、これ以外に方法はなかった。格が多少落ちるとはいえ……これで私の力も《高次存在ヴイナー》二体分。あなたに引けは取らない！」


  　ヒースの顔から表情が消える。鋭い殺意だけが瞳の奥に暗く灯ともる。


  「……私はレストタクトを二度殺した。人としての命を終わらせ、《高次存在ヴイナー》となった奴の魂を引き裂いた。お前はその残ざん骸がいをかき集めた……ただの骸むくろだ。もはや殺すなどと生なま温ぬるいことは言わん。塵ちり一つ残さず消し去ってやろう！」
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  　正まさ行ゆきさんとヒース＝ストーリング。同じ顔をした二人の男。


  　彼らの間にあった何かが、決定的なまでに壊れたことを感じた。恐らくヒースは口でどう言おうとも正行さんを〝もう一人の自分〟として見ており、英え里り香かを守ろうとする行動に一定の敬意を払っていたのだろう。


  　だが──そういった感情は今のヒースから完全に失われていた。正行さんへの眼まな差ざしは、仇きゆう敵てきに向けるものだった。


  　ヒースが無言で腕を振るう。虚こ空くうから生まれた黒い霧が収束して幾本もの矢となり、正行さんの元へ放たれる。


  「──っ!!」


  　しかしほぼ同時に、正行さんの胸部でぎょろつく眼球からも白い閃せん光こうが放たれ、ヒースの矢を打ち消した。あれは以前、目玉の化け物が見せた魔法だ。


  　正行さんは白い光が消えぬうちに地を蹴けって、ヒースへ肉薄する。その眼前に展開される鱗うろこの盾たて。繊せん維いが絡まり、どす黒くなった角の拳こぶしで正行さんは壁を穿うがつ。


  　ガギッ──と耳みみ障ざわりな音を立てて火花が散った。正行さんの攻撃は鱗の表面を引っ掻かくに止とどまり、勢いよく弾かれる。


  　態勢を崩した正行さんに、ヒースは左手から無数の黒い弾丸を放つ。正行さんは腕を盾にして正面から攻撃を受け止めた。


  　弾丸は容よう赦しやなく正行さんの体を覆おおう外殻へ亀き裂れつを刻むが、レストタクトの赤い繊維が傷を瞬時に修復する。全ての弾丸を凌しのぎきった正行さんは再び攻撃に転じた。


  　正行さんの攻撃を防ぎ、反撃するヒース。ヒースの攻撃を耐え、拳を振るう正行さん。


  　目まぐるしく入れ替わる激しい攻防。


  　黒い弾丸が、矢が、刃が、境けい内だいの地面を抉えぐる。白い閃光が神社の周りにある木々を薙なぎ払う。


  　一進一退──どちらも防御が相手の攻撃を上回っているため、効果的なダメージを与えられない。


  　だが着実に互いの体力と精神力は削られていく。


  　正行さんの拳が《星ほし竜りゆうの鱗》を少しずつ剥はぎ取り、ヒースの《愚者の左手》が禍まがつ神かみの外装を砕き続ける。


  　恐らくは先に相手の防御を突き破った方が勝利者となるはずだ。


  「すごい……」


  　アリッサが正行さんとヒースの戦いを眺めながら呟つぶやく。


  　戦闘は僕らが立ち入ることのできないレベルにあり、二人はお互いに相手しか見えていないようだった。


  　仮に割って入る力があったとしても──この戦いだけは邪魔できない。そう思わせる気迫が二人からは放たれていた。


  「──ケースケ、気をつけて。戦いの余波ぐらいは防げるけど、流れ弾が何度も直撃したら結界が持たないかもしれないわ。二人が使っているのは《高次存在ヴイナー》の魔法……あたしの魔術とはレベルが違いすぎる」


  　呆ぼう然ぜんとしている僕にアリッサが注意を促うながす。


  「あ、ああ……分かった」


  　流れ弾が結界を貫通した時のことを考えて少し後ろに下がり、御ご神しん鏡きようの前に立つ。神社の御神体であり、由ゆ衣いの媒体でもある鏡は絶対に守らなければならない。


  　ちらりと振り向いた時に見えた鏡に映る由衣は、とても不安そうな顔をしていた。


  　由衣が考えていることは何となく分かる。これでも……兄妹だから。


  　きっと由衣は、正まさ行ゆきさんが負けて神社が破壊されることを心配してはいない。ただ、僕が戦うことを恐れているのだ。


  　僕はそんな由衣にかける言葉が思いつかないまま、正行さんの戦いに視線を戻した。


  　戦闘は変わらず拮きつ抗こうしているかに思えるが──違う。


  　よく見れば、少しずつ正行さんが圧おしはじめている。


  　ヒースが展開する鱗うろこの防壁には傷が蓄積されているのに対して、正行さんの外殻は修復が追いついている。


  　それに……正行さんの一撃からは〝想い〟が伝わってきた。


  　いっさいの迷いなく、繰り出す拳こぶしに全てを懸かけているのが分かる。


  　喉のどの奥から絞り出す叫びから、ヒースを見据える眼まな差ざしから、地を揺らす踏み込みから、攻撃を受けても前に進もうとする気迫から──感じる。


  　英え里り香かのためだけに、あの人が戦っていることを。


  　対するヒースは強力な攻撃を繰り出し続けていたが、正行さんのような必死さがない。殺気と敵意はあっても、どこか空くう虚きよな印象を受ける。


  　当然だ。ヒースは迷いを振り切るために正行さんを作ったというが、迷いそのものを移し替えられるはずはない。ただ蓋ふたをしただけで、その迷いはヒースの中にきっと残っている。


  　最も確実に〝おしまい〟を回避する方法を選ぶため、妻の犠牲を無駄にしないため、娘たちの未来を守るため──ヒースは心を鬼にしたのだろう。


  　けれど覚悟と決意で心をがんじがらめに抑え込んでいるヒースと、自分の想いに従って戦う正行さんとでは差が生まれる。


  　その差は徐々に、だが確実に、戦況を傾けていった。


  「らああああああああああああああああああああああああああああっ!!」


  　大気を震ふるわせる叫びと共に、正行さんが拳を繰り出す。拳から突き出した角が、鱗の防壁ごとヒースを押しやり、後退させる。


  「…………っ」


  　ヒースの右手を覆おおう青い鱗うろこが明滅し、そのいくつかがボロボロと剥はがれ落ちた。


  　正まさ行ゆきさんは攻勢を緩ゆるめず連続して拳こぶしを撃ち込み、至近距離でレストタクトの眼球から閃せん光こうを放つ。


  　視界がわずかの間、純白に染まった。その間にも正行さんの拳と鱗の防壁がぶつかり合う音は鳴り止やまない。


  　ヒースは反撃する余裕もなく、防戦一方のようだった。


  　だが閃光の名残なごりが消え、再び暗さに目が慣れてきた時──正行さんの猛攻が唐突に途絶える。


  　ぼとっ──と地面に落ちたのは、正行さんの左腕。攻撃を受けたわけでもないのに、肩口から勝手に割れて落下したのだ。その断面はガラス状に硬化しており、血は一滴も流れていない。


  　僕は何が起こったのか分からず、ただ正行さんの姿を見つめる。


  「ちっ……」


  　正行さんは舌打ちし、落ちた左腕を拾い上げてヒースから距離を取った。そして腕と肩の断面を近づける。すると傷口から赤い繊せん維いが湧わき出して、すぐに腕を繋つなぎ合わせた。


  　その隙すきに《愚者の左手》から黒い礫つぶてを放つヒース。正行さんは腕で頭をガードして正面から突っ込んでいく。


  「はあっ!!」


  　裂れつ帛ぱくの気合いと共に再びヒースへ拳を繰り出す正行さん。左腕は完全に繋がっているらしい。だが僕の頭からは先ほどの光景が離れなかった。


  　どうして正行さんの腕がいきなり取れたんだ……？


  　疑問を抱く僕の耳に、アリッサの呟つぶやきが届く。


  「キャパシティオーバー……」


  「え？」


  　僕が聞き返すと、アリッサはこちらに視線を向けて焦あせった表情で言う。


  「きっと……容量不足なんだわ。いくらドールの素材が媒体として優秀だからって、《高次存在ヴイナー》二体分を取り込むなんて無茶だったのよ」


  「無茶って……じゃあ、正行さんはどうなるんだ？」


  「空気を入れすぎた風船が割れるように、内側からの圧力に耐えられず……壊れるわ。今は回復力でごまかしているみたいだけど、いずれ必ず限界が来る」


  「そんな──」


  　レストタクトを呼ぶ前に、正行さんが言った言葉を思い出す。


  　──私が諦あきらめるのは……生きて、英え里り香かの元へ帰ることだよ。


  　あれは、こういうことだったのか。正まさ行ゆきさんは……勝っても負けても生き残るつもりがないのだ。


  　バキンッ──と今度は膝ひざを境に右足が割れ、地面に転がる正行さん。そこへ殺到する黒い矢の雨。


  　正行さんは腕の力だけでその場から飛び退のき、右足の下半分を拾ってヒースから距離を取る。


  　膝の断面を近づけるとまた赤黒い繊せん維いが折れた足を繋つないだ。


  「正行さん！」


  　その姿を見ていられず、僕は声を上げる。


  「──啓けい介すけ君、助けはいらないよ。レストタクトを宿した時点で、私は既に手遅れなんだ。必ず勝ってみせる。だから、最後までやらせてくれ」


  　正行さんはこちらに背を向けたまま、低い声で言う。


  「本当に……それでいいんですか？　英え里り香かにもう会えなくても──」


  「ああ、悔いはない」


  　僕の言葉を途中で遮さえぎり、断言する正行さん。そしてそのまま振り返ることなく、ヒースの元へ駆けていく。


  　攻撃を受けても足を止めず、体が砕けても立ち上がり、全ぜん身しん全ぜん霊れいで拳こぶしを振り下ろす。


  　僕らは──正行さんは、正義か悪かで言えば悪だろう。世界を危機に晒さらそうとしているのだから当たり前だ。


  　けれど今の正行さんは……間違いなくヒーローだった。英里香のためだけに戦う、英里香にとっての英雄だった。


  「あなたは私が──ここで止める!!」


  　地を蹴けった右足がビギッと嫌いやな音を立てる。大きく踏み込んだ左足に亀裂が走る。


  　振りかぶった正行さんの右腕が、赤い繊維を幾重にも纏まとうことで肥大化する。拳の先から突き出た角も、太さと鋭さを増して紫色に輝いた。


  　振り下ろされる正行さんの右腕は、まるで大きな錐きりのよう。


  「貫けぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ!!」


  　命と想い。その一撃には正行さんの全てが込められていることを感じた。


  　僕は英雄の姿に目を奪われる。恐怖からではなく、畏い怖ふで背筋が震ふるえる。


  　己おのれを燃やし尽くして放たれた一撃は、胸が張り裂けそうなほど哀しくて、息を呑のむほど雄お々おしかった。歪いびつな外殻と赤い繊維で体が覆おおわれていても、決して醜くはなかった。


  　──ィィィィィィィィンンン……！


  　高く澄んだ音を立てて、ついに突き破られる《星ほし竜りゆうの鱗うろこ》。だがそれと同時に正行さんの右腕も砕け散る。再生も不可能だと思えるほど粉々に──。


  　しかし正行さんは全く怯ひるまず、さらに一歩踏み込んだ。


  　ほとんど力を使い果たしているはずなのに、止まることも、倒れることもなく、ただ己おのれの敵へと突き進む。


  「ヒースゥゥゥゥゥッ!!」


  　正まさ行ゆきさんは叫びながら左腕を振り上げた。拳こぶしから突き出した角が、ヒースの胸部を狙ねらって伸びる。


  「ぐっ!?」


  　ヒースは《愚者の左手》で攻撃を受け止めようとするが、紫色の燐りん光こうを放つ角はヒースの掌てのひらを貫通した。


  　勝負が決したことを僕は悟る。正行さんの……勝ちだ！


  　だが──角の先端が体に届く寸前、正行さんの動きが止まった。自発的にではなく、強制的に。


  「な……」


  　驚きの声を漏もらす正行さん。僕も信じられない思いで見つめる。全身を赤い帯で拘こう束そくされた正行さんの姿を。


  　地面には真っ赤に発光する幾き何か学がく模様の円陣が広がっていて、赤い帯はそこから伸びているようだった。


  　これはまさか──でも、どうして……。


  　混乱する僕の耳に、聞き慣れた声こわ音ねが届く。


  「……その人を殺させるわけにはいかないの」


  　境けい内だいを囲む森の中から一人の少女が現れる。赤い円陣の中心に立つ彼女──友とも月づき未み由ゆは僕へ視線を移し、静かに告げた。


  「ごめんね、啓けい介すけくん。私は……ヒースさんの側につくよ」


  



  
    ４

  


  



  　真紅に輝く剣──王剣レッドロウを手に、未由はヒースの元へ近づいていく。僕はそれをただ見ていることしかできない。言葉が……出てこない。


  　ヒースは拘束された正行さんから距離を取り、未由へ視線を向けた。角で貫かれた左手からは血がボトボトと滴したたり落ちていたが、黒い霧が集まってその傷口を強引に塞ふさぐ。


  「その剣を持っているということは……アル王の末まつ裔えいか？」


  　王剣を血まみれの左手で指差して問いかけるヒース。


  「はい──私は《嘆きし魔王》の血を引く友月家の次期当主、友月未由です」


  「私の側につくと言ったな？」


  　足を止めて未由は頷うなずき、僕とアリッサの方を一度見てから口を開いた。


  「私は、あなたの娘──ウルトさんとスーラさんから、それぞれ一つずつ頼みごとをされました」


  「ウルトとスーラから？」


  「はい。一昨日の晩、ウルトさんは私にこう言いました。私の力は大きすぎるから、〝おしまい〟の正体が判明するまで決断をしないでほしい──と」


  　未み由ゆが姿を消したのはそのせいだったのかと僕は知る。確かに未由の力は容易たやすく戦局を左右する。まさに今、この状況のように。


  「そうか……だが君がここに現れたということは、つまり──終末の実像が分かったということなのだな？」


  　ヒースに問われ、未由は首しゆ肯こうする。そして僕の方に向き直って、大きな声で告げた。


  「──啓けい介すけくん、私はさっきスーラさんから〝おしまい〟の正体を聞かされたの。そして〝おしまい〟そのものに立ち向かうことは不可能だって判断した。中立だったスーラさんも心を決めて、英え里り香かちゃんを確保しにマンションへ向かったよ」


  「な……」


  　驚きを通り越して、言葉を失う。


  　英里香のところには陽ひ名なちゃんとツグミがいる。しかしスーラが本気になれば英里香を守りきることは難しいだろう。スーラは無数のドールを自分の手足のように操る。その恐ろしさはかつて《方はこ舟ぶね》で十二分に味わった。


  「ミユは……エリカを犠牲にするって言うの!?」


  　アリッサが叫ぶ。体を震ふるわせ、拳こぶしを握りしめて未由を見据える。


  「犠牲……か。でもさっき、この人もヒースさんを殺そうとしたよね？」


  　未由は視線で正まさ行ゆきさんを示し、言葉を続ける。正行さんは歯を噛かみ締め、縛いましめを解こうともがいていた。


  「英里香ちゃんを守るためにヒースさんを殺すのなら、一緒だよ。スーラさんは私をここへ転移させる前……必死にお願いしてきたの。パパが危ないから守ってほしい──って。誰にだって大切な人はいる。みんな同じなのなら、多くを救える選択をするべきだと思う」


  　その言葉で正行さんの動きが一瞬止まる。


  「まるで王様みたいなことを言うのね……ミユ。あたしはそこまで高い所から物事を眺められない。すぐ近くの理不尽に目を瞑つぶれないわ」


  　アリッサが言い返すと、未由は苦笑を浮かべた。


  「私だって別に全人類を救いたいとか考えてるわけじゃないよ。結局、本当に大切な人は一人だけ。啓介くんだけ。たとえ啓介くんに嫌われても、私は啓介くんを守りたい」


  　──つまり未由は僕のために……。


  　未由の強い眼まな差ざしと言葉が心を揺らす。


  「エリカを犠牲にしないと、ケースケは守れないの？　ミユが諦あきらめちゃうほどの〝おしまい〟って、いったい何なのよ！」


  　アリッサが質問をぶつけると、未み由ゆは短く答えた。


  「隕いん石せき」


  「え……」


  　表情を強こわ張ばらせるアリッサ。


  「最近、ニュースでも流れてるでしょ？　地球の傍そばを通り過ぎる小惑星があるって。その小惑星が軌道を変える。そんな〝偶然〟がもうすぐ起きるの。スーラさんは……そう予知した」


  「軌道が変わって……地球に落ちてくるの？」


  　アリッサは掠かすれた声で問いかける。


  「うん……小惑星の直径は二百キロメートル以上。落ちたら地球上の生物は絶滅する。これでもかってぐらい、分かりやすくてベタな〝おしまい〟だよ。こういう映画……よくあるよね」


  　ぎこちない苦笑いを見せ、未由は言う。アリッサは深刻な表情で押し黙ってしまった。


  　だが僕は納得できない。


  「未由、ちょっと待ってくれ！　世界を〝おしまい〟にしてしまうのが隕石だっていうなら、どうにかできるんじゃないのか？　これだけすごい魔術師が何人もいるんだから──」


  　アリッサとヒースに目をやって言う。


  　直径二百キロという大きさは脅威だが、アリッサたちが使う魔術ならば軌道を逸そらしたり、隕石そのものを消し去ることさえ可能な気がする。だが未由は表情を暗くして、首を横に振った。


  「それは……無理なの。私も最初は啓けい介すけくんと同じことを思ったよ。でも、魔術じゃダメなんだよ。そうでしょう──ヒースさん？」


  　諦めが混じった声こわ音ねでヒースへ訊たずねる未由。ヒースは小さく頷うなずき、重々しく言葉を紡つむぐ。


  「ああ、他の天体に対して魔術は無力だ。〝おしまい〟の正体が隕石ならば、我われ々われに為なす術すべはない」


  「他の天体に対して無力……？　そんな、どうして……？」


  　僕が疑問の声を上げると、ヒースはこちらを向いて答えた。


  「幾層もの精神世界──《連なる世界セフイロト》は、物質世界に重なって存在している。つまり各々の星を媒体としているのだ。《高次存在ヴイナー》の棲すむ精神世界は、星が見る夢のようなもの。我々は夢の中でしか……魔術を行使できない」


  「え……？」


  　ヒースの言葉は微妙に抽象的で眉まゆを寄せる。アリッサはそんな僕の様子を見て、分かりやすく言い直してくれた。


  「ケースケ、魔術はその星から一定の範囲でしか使えないのよ。だから宇宙の彼方に魔術を届かせることは不可能だし、精神世界を共有していない他の天体には魔術でいっさい干渉できない。魔術で隕いん石せきに対処することは無理なのよ」


  「そんな……魔術が無理なら、兵器とかに頼るしかないってことになるのか？」


  「そうね、物理的な手段でないと隕石には干渉できないから……どこかの国がミサイルで隕石を破壊してくれることを祈るしかないかも」


  　アリッサは気丈に声を張って言うが、固めた拳こぶしは小さく震ふるえていた。未み由ゆは動揺を隠しきれないアリッサに話しかける。


  「アリッサさん、私はそんな奇跡に懸かけることはできないよ。第一、世界の〝歪ゆがみ〟だっていうアリッサさんや啓けい介すけくんが関われないのなら……未来は変わらないと思う」


  「それは……」


  　唇を噛かんで、顔を伏せるアリッサ。あまりに正論だ。反論できる要素が全く思いつかず、僕も口を挟めない。


  「今夜中に〝おしまい〟を引き起こす原因を取り除かないとダメなの。小惑星が軌道を変えちゃったら手遅れ。だからもう──ヒースさんの邪魔をしないで。お願い」


  　未由は僕とアリッサを真っ直すぐ見つめて言う。僕はその視線を受け止められず、拳を握りしめて下を向いた。


  　どうする……どうすればいい？


  　世界の終末が絶対的で不可避なものだとしたら、一片の希望もないのだとしたら、英え里り香かを守るのは世界を滅ぼすことに等しい。アリッサを、未由を、他の大切な人たちを殺してしまうことと同じだ。


  



  「諦あきらめないでくれ!!」


  



  　けれど辺りに響き渡った大声に、僕は顔を上げる。


  「正まさ行ゆきさん……？」


  　赤い帯に拘こう束そくされながらも、正行さんはもがき、必死に叫んだ。


  「何か方法はあるはずだ！　啓介君……君ならば絶対に見つけられる！　だから頼む……絶望しないでくれ!!　私は最後まで戦う。英里香の命を──絶対に諦めない!!」


  　紫の光が正行さんの体を包み、全身から生えた角が赤い帯を突き破る。


  　縛いましめを軋きしませて、正行さんは一歩前に足を踏み出す。ヒースに向かって、左腕を伸ばす。


  「倉くら野の正行……」


  　応じるように左手を掲げるヒース。


  「──待ってください。私が、終わらせます」


  　しかし未由が正行さんとヒースの間に割って入り、王剣レッドロウを構える。


  「……っ!?　未み由ゆ、やめてくれ！」


  　僕は叫ぶ。未由は視線だけをこちらに向けて、悲しげに笑った。


  「……ごめんなさい」


  　その謝罪は僕と正まさ行ゆきさん、どちらに対してのものなのか。それとも英え里り香かへの言葉だったのか。僕には判別がつかなかった。


  　そして──赤い刃が正行さんの体を貫いた。
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  　しゃきん、しゃきん──。


  　涼やかな金属音が響くたびに、頭が少し軽くなる。


  　私の一部だったものが切り離され、床に敷いた新聞紙の上へパサリと落ちる。


  「父様、本当に切ってしまっていいんですか？」


  　私は辺りに散った自分の髪の毛を見下ろして訊たずねた。


  「ああ、いいんだ。英え里り香かは……嫌いやだったかい？」


  　櫛くしで私の髪を梳すき、ハサミを入れながら父様が問い返す。


  「いえ、私としては動くのが楽になるのでむしろ嬉うれしいのですが……これまで前髪以外はずっと伸ばし続けるよう言っていたのに、どうして突然散髪するのか気になって……」


  　ぴしっと姿勢を正し、動かないよう気をつけつつ私は言う。こうやって本格的に髪を切られるのは初めての体験なので緊張する。すぐ近くでハサミの音が鳴るたびに、びくっとするのを堪こらえるので精一杯だ。


  「そういう時期が来たのさ。いくらなんでも地面に届くぐらいまで伸ばすわけにもいかないだろう？」


  「それはそうですが……」


  　肯定はするが、微妙に納得できない。物問いたげな視線を向けていると、父様はハサミを動かすのを一旦止めて私の頭に手を置いた。


  「ははは、心配するな。こうやって私が英里香の髪を切るのは、これが最初で最後だ。でき栄えが不満だったら、美容院で直してもらうといい」


  　どうやら私が父様の腕前を疑っていると思ったらしい。別にそんなことは気にしていなかったのだが「分かりました」と頷うなずいておく。


  「我わが儘ままを言って、すまないね」


  　父様は小さな声で私に謝り、散髪を再開した──。


  



  



  　私──倉くら野の英里香は、はっとして目を開ける。


  　座っていたソファからいつの間にかずり落ちそうになっていた。ソファの正面にある大型テレビでは夜七時台のニュースが流れている。


  　ぼーっとしながら昨日の出来事を思い出していたのか、それとも夢を見ていたのか、自分では判断がつかないまま居間を見渡す。


  　広い部屋にいるのは私一人。だがキッチンの方からは騒がしい声が響いてくる。


  「──ちょっとツグミさん！　野菜の切り方が大おお雑ざつ把ぱすぎるのです。ある程度大きさを揃そろえてください」


  「……細かいですね、陽ひ名な先輩。煮込めば同じだと思うのですが」


  「同じじゃありません！　火の通り方が違うのです！」


  　どうやら陽名さんとツグミさんが夕飯を作ってくれているらしい。この場所に父様以外の人がいるというのは不思議な気分。


  　思えば昨日からおかしなことが続いている。


  　昨日は何か街で事件があったとかで学校がお昼前で終わりになり、帰宅すると父様がいた。一週間近く家に帰っていなかったのでびっくりしたが、突然散髪をするぞと言い出してさらに驚いた。


  　散髪が終わったのは夕方頃。父様は私に家から出ないよう言い含めて、再び仕事へ出かけていった。そして夜になり陽名さんとツグミさんが訪ねてきたのだ。


  　私が一人なのは心配だからと、父様が頼んだらしい。昨夜は色々と一緒に遊んで楽しかったが……少し大げさすぎる気もした。


  　私は軽くなった髪に指で触れる。短くしたとはいっても髪は腰の辺りまである。一般的な基準だとまだ十分に長いが、少し頼りない。頭だけでなく体全体が軽くなった感じで、全身のバランスもちぐはぐだ。本当に、体の一部を失くしてしまったかのような気分だった。


  「父様……」


  　胸騒ぎがする。私の知らないところで、何かが起こっている気がする。


  　──こうやって私が英え里り香かの髪を切るのは、これが最初で最後だ。


  　その言葉が何な故ぜか耳の奥から離れない。


  　私はソファから立ち上がり、ベランダへ続く窓に近づいた。カーテンを開けると、夜空の半月が目に映る。


  　月はうっすらと赤みがかっていて、どこか不吉に見えた。


  　その時、背後が唐突に騒がしくなる。


  「……？」


  　バタバタと響く足音に振り返ると、エプロンをつけたままの陽名さんとツグミさんが慌あわただしくキッチンから出てきた。


  「英里香さん、出かける準備をしてくださいです」


  　陽名さんは私に視線を合わせ──というか元からほとんど同じ身長なのだが──真剣な顔で言う。


  「え？　どういうことですか？」


  「危険が迫っている……そういう〝色〟が視みえたのですよ。とにかくここから離れた方がいいのです。あ、でもマンションを出る前にこれを着けてください」


  　陽ひ名なさんは部屋の隅に置かれていた自分の鞄かばんを持ってきて、その中から奇妙な物体を取り出す。それが何なのかよく分からずに首を傾かしげていると、今度はツグミさんが話しかけてきた。


  「……私はあなたに貸してもらいたいものがあります。お願いしてもいいですか？」


  「は、はい……いいですけど」


  　どこか遠くで起こっていた何かが、私のところまで押し寄せてきた──。そんな感覚を抱きながら、私はツグミさんに頷うなずいたのだった。


  



  



  　支度を整えてマンションを出る。


  　今日、学校が休みになった原因である凶悪犯の犯罪予告。その影響で普段より多少人通りは減っているが、それでも駅前の大通りは賑やかだった。


  　通りを行き交う多くの車、店舗から漏もれ聞こえてくるＢＧＭ、夜の街に映える色とりどりの電飾。ケーキ屋の前ではサンタクロースの恰かつ好こうをした人が呼び込みをしている。


  　私は陽名さんに手を引かれて、駅の方向へと足を動かす。


  「人通りの多い所なら、手を出しづらいはずです。魔術を一般人の目に晒さらすことは向こうにとってタブー……相手の土俵に乗らないことが肝心なのです」


  　より賑にぎやかな方へと足早に進みながら陽名さんが言う。私にではなく、隣を歩く人に向かって。その人はツグミさんなのだが……今は〝変装〟していて全然そう見えないため、私はずっと戸惑っていた。


  「確かに派手なことはしてこないでしょうが、気をつけてください。こちらに向けられている思念を感じます。恐らくもう捕ほ捉そくされて──」


  　言葉を最後まで言いきらないうちに変化は起きる。目の前から歩いてきたサラリーマン風の男性が、急にツグミさんへ手を伸ばしてきたのだ。


  「っ……!?」


  　ツグミさんはギリギリで腕を避よけ、男性の体を突き飛ばす。接触した部分が蜃しん気き楼ろうのように歪ゆがみ、一瞬だけ幾き何か学がく模様の描かれた白っぽい体が覗のぞく。


  「走るです！」


  　陽名さんが私の腕を強く引っ張って駆け出す。ツグミさんもすぐに追いついてきて横に並んだ。


  「……今の男は恐らく光学的な偽装を施ほどこしたドールです。操っているのはスーラさんだと思います。接触した時、わずかに思念を感じました」


  　走りながら言うツグミさん。


  「彼女は確か《流れし星ほし竜りゆう》の端末でしたね。英え里り香かさん、他にどうしようもなくなるまで魔術は使わないでください。《道パス》を通してこちらの居所がばれてしまうはずですから」


  　陽ひ名なさんは振り返らないまま私にそう注意するが、もう頭の中はパニック寸前だ。


  「あ、あの、私たちはスーラから逃げているんですか？　いったいどうして……」


  「それは後で説明するのです。とにかく今は逃げ切ることが先決です」


  　そう言って陽名さんはツグミさんの方を見る。


  「……分かりました。では、私が囮おとりになります」


  　ツグミさんは頷うなずく──私と同じ顔と同じ声で。


  　服も私が貸したものだから、何もかもがそっくりだ。


  　家を出る直前にツグミさんは私に変装すると言って、服を着替えた。私も陽名さんが持ってきたウィッグで容姿を変えている。今の私はお師匠様と同じ金髪のツインテールだ。


  「先ほどのドールは明らかに私を狙ねらっていましたから、しばらく時間は稼げるはずです。その間にどこかへ身を隠してください」


  　ツグミさんはそう言うと青になったばかりの信号を渡り、通りの向こうへ走り去っていった。


  「あれ……本当に変装なんですか？」


  　自分そっくりの女の子が人ごみに紛まぎれていくのを見ながら、私は訊たずねる。何しろ体格まで変わっているのだ。普通の変装だというのは無理があった。


  「変装というよりは変身ですね。英え里り香かさんの使うものとは少し意味合いが違いますけど魔術の一種ですよ」


  「へえー……」


  　その説明を聞いて納得し、ああいう魔術もあるのかと感心する。


  「英里香さん、ぼーっとしてないで足を動かしてくださいです。わたくしたちは今のうちにどこかへ隠れないといけません」


  　陽名さんに急せかされ、あまり目立たない程度の早足で人波を縫ぬうように進んでいく。


  　駅前の広場を通り過ぎ、今度は逆に人気のない路地へ入り込んだ。


  「どこにドールの目があるか分からないので大通りは危険……しかしやはり繁華街から離れるのも得策ではないのです。この辺りに隠れて様子を窺うかがいましょう」


  　ビルの隙すき間まの暗がりに陽名さんは私を連れて足を踏み入れる。だがその途端、陽名さんの体がびくんと揺れ──繋つないでいた手が離れた。


  「な……？　ど、どうして……気配は何も──」


  　膝ひざをつき、地面に倒れる陽名さん。そして闇やみの中から一人の男が姿を現す。


  「ちょっと試しに気配を周囲と〝混ぜて〟拡散してみたのさ。《雀スパロウ》の目もごまかせたのなら、効果はあったみたいだな」


  　大通りからの明かりに照らされて浮かび上がるのは、少しくすんだ感じの金髪と緑色の瞳。身に着けているのは金糸の刺し繍しゆうが入った白い法衣。私は彼の顔に見覚えがあった。


  「エノクさん……？」


  　問いかけると彼は薄く笑って、手を伸ばしてきた。


  「キミにも少し眠っていてもらおう。用があるのはキミたちではなく、追跡者の方だからね」


  「きゃ──」


  　慌てて身を引こうとするが、その前に肩を掴つかまれてしまう。すると視界が歪ゆがみ、次に頭が上う手まく働かなくなった。足から力が抜けて、その場に私は崩れ落ちる。


  　陽ひ名なさんへ折り重なるようにして倒れ、次第に気が遠くなっていく。


  　その中で私は、エノクさんと誰かの声を聞いた。


  「──やあ、案外早かったね。その服装からして、君はヒースの娘の一人だな？」


  「何であなたがここに……」


  「オレも彼女を見張っていたのさ。レストタクトの予言に少々興味が湧わいてね、色々と詳しく調べてみたんだ。君の母親・エリカ＝クラノの出しゆつ自じを知った時点で大方のピースは嵌はまったよ。何しろオレは既に、同じ名を持つ彼女と出会っていたからな」


  　彼女……それはいったい誰のことなのだろうかと、私は考える。しかし朦もう朧ろうとした意識の中で、その疑問もすぐに溶け消えた。


  「あなたの目的は、何？　ううん──あなたはどっちの味方なの？」


  「どちらでもないさ。オレはただ、提案をしたいだけだ」


  「……提案？」


  「今の状況から察するに、キミたちは彼女をどうするかで争っているんだろう。しかしオレは他の選択肢を提示することができる」


  　声が遠くなっていく、意識がぐるぐる回って自分が誰なのかも分からなくなる。


  「……《方はこ舟ぶね》で異変があったことは既に《群れクラウド》の観測班から報告を受けている。物理的な障しよう壁へきは未いまだあるようだが、時間偏向場が消失したらしい。彼が、目覚めたんだろう？」


  「それは……」


  　思考が闇やみに沈む寸前、私は最後にエノクさんの声を聞いた。


  「今すぐに、オレをヒース＝ストーリングの元へ連れて行け。オレは──より確実に終末を消し去る方法を知っている」


  



  
    ２

  


  



  「────────────────────────────────────!!」


  『───（見たい痛い見たい痛い見たい死し骸がい愛したい死骸見たい世界痛い）───!!』


  　正まさ行ゆきさんの声にならぬ叫びが、レストタクトの断だん末まつ魔まが、禍まがつ神かみの悲鳴が、混じり合って辺りに響く。


  　王剣レッドロウの赤い刃は、正行さんの胴を──レストタクトの巨大な眼球を刺し貫いていた。


  『───（痛い嫌いやだ見たい見たい嫌だ世界の死し骸がい見たい愛したい見たい嫌だ）───！』


  　絶叫するレストタクト。心の中に歪ゆがんだ思念が直接叩たたきつけられ、吐き気を覚える。


  　どうしてこいつはここまで世界の死骸を見ることに固こ執しつするんだ……？


  　凄すさまじい執しゆう念ねんを感じて疑問を抱く。だがそれを問う時間は既になかった。レストタクトの眼球は硬化してひび割れ、粉砕される。


  　さらにその箇所を中心にして紫色の外殻がバラバラと剥はがれはじめ、赤い繊せん維いが塵ちりとなって消えていく。


  　王剣に宿る法の力によって在り得ざるモノが否定され、浄化されているのだ。以前も未み由ゆは正まさ行ゆきさんに取り憑ついた禍まがつ神かみだけを消し去った。だから今回も未由の刃は正行さんを傷つけてはいない。だが──。


  　──バキンッ！


  　外殻の下に見える正行さんの体に亀裂が走る。レストタクトの再生力で何とか維持していた体が、その歯止めをなくして限界を迎えたのだ。


  「正行、さん……」


  　僕は砕けていく正行さんの姿を何もできないまま見つめる。もう、どうしようもないのだと気づいてしまう。


  　正行さんはレストタクトを取り込んだ時点で手遅れなのだと言った。あの瞬間に正行さんの体は壊れてしまっていたのだろう。自らの命を対価とした力で正行さんはヒースと戦っていた。その結果が──目の前の光景。


  「私は……諦あきらめない」


  　それでも、正行さんは声を漏もらす。王剣の刃を自ら握りしめ、浄化の力に抗あらがおうとする。


  「諦めない……私は、諦めない……だから、君も諦めないでくれ──啓けい介すけ君」


  「──っ!?」


  　名前を呼ばれて、ハッとする。


  「諦めないでくれ……頼む、啓介君……頼む…………後を……頼む」


  　僕は気づく。勝敗が見えた今、どうして正行さんが耐えているのかを。何な故ぜ、必死に最後の力を振り絞って王剣に抗っているのかを──。


  　ヒースにまだ勝とうとしているわけじゃない。命尽きるまでの覚悟で敵に猛進しているわけでもない。


  　正行さんは、諦めていないのだ。口にした言葉のとおり、英え里り香かのために戦い続けているだけなのだ。


  　僕に後を託すため、時間を稼いでいる。残った命を、そのために燃やしている──。


  　王剣に耐えて未由の動きを封じ、その気迫でヒースの注意を引きつけ、正行さんは訴え続ける。後を頼む……と。


  「由ゆ衣いっ!!」


  　僕は祭壇の方へ体を向け、妹の名前を呼ぶ。


  『お兄ちゃん……？』


  　御ご神しん鏡きように映し出された由衣は、肩を揺らして僕を見た。


  「お願いだ──僕に《天牢ウオルフ＝ライエ》の力を使わせてくれ！　今、どうしてもそれが必要なんだ！」


  『……あの子を、守るために？　お兄ちゃんは、世界が終わっちゃってもいいの？』


  「良くない……いいわけが、ない。でも……まだ、諦あきらめたくない」


  　ここで諦めたら正まさ行ゆきさんの行動も、想いも、無駄になる。一方的に頼まれ、託されたものではあるけれど……受け止めて応えたいと、そう思う。


  　多くのことを秘密にして、準備を重ねて、正行さんは僕らを利用したのかもしれない。しかし今、己おのれの全てを賭として正行さんが戦っているのは事実だ。絞り出す言葉は本物だ。確信を持ってそう言える。


  「由衣、頼む！　僕は他の方法を探したい。でも正行さんが倒れたら、その時間はなくなる。交渉することもできなくなる。ヒースは問答無用で僕らを排除して、目的を果たすはずだ。同じ舞台に立って言葉を交わすために──《天牢ウオルフ＝ライエ》の力がいるんだ！」


  　僕は鏡の中で表情を曇らせている由衣に訴える。


  『ダメ……だよ。どんなに頼まれても、そのお願いだけは聞けない』


  「どうしてだ？　理由を教えてくれ！」


  　僕を守るためでも、僕を人間にするためでもないことは先ほどのやり取りで分かっている。だがそうなると他に何も思いつかない。


  『それは……』


  　言葉を濁らせる由衣。


  「教えてくれ……頼む！　もう時間がないんだ！」


  　少しだけ振り返って正行さんを見る。まだ抵抗を続けてはいるが、外殻は半分以上剥はがれ落ち、深い亀裂が体のあちこちに走っていた。


  『…………』


  「もし……もし、由衣が僕のためを思ってそうしてくれているのなら、僕にも考える機会をくれ！　世界のためだったなら、一緒に考えよう！　だから……お願いだ!!」


  　御神鏡の縁に手をかけて、僕は懇こん願がんする。由衣は僕の視線を真正面から受け止め、口を引き結んでいたが──やがて耐えきらなくなった様子で目を逸そらす。そして小さな声で呟つぶやいた。


  『──お兄ちゃんの、ためだよ……お兄ちゃんには、人間としてのおしまいを……あげたいの』


  「人間としてのおしまい？」


  　僕が聞き返すと由衣はぽつぽつと話しはじめる。


  『肉体が壊れて、解き放たれた人の魂は……《連なる世界セフイロト》を巡り……やがてその一部になって、新しい命として生まれ変わるの。お父さんとお母さんみたいに……』


  　親父とお袋が魂の循環に従って由ゆ衣いの傍そばからいなくなったことは以前聞いた。けれどそのことが僕に《天牢ウオルフ＝ライエ》の力を使わせないことと何の関係があるのか分からない。由衣は疑問の視線を受けて止めて、話を続ける。


  『でも……《高次存在ヴイナー》の領域に達してしまった魂は……輪りん廻ねの輪からはずれて永遠に存在し続けることになるんだよ。お兄ちゃんは、その瀬戸際にいる』


  「僕の魂は……《高次存在ヴイナー》と、そんなに近しいのか？」


  『近いなんてものじゃないよ。だって一度はあたしと一緒に、《天牢ウオルフ＝ライエ》になって戦ったんだもん。それを無理やり、全ての繋つながりを断ち切って人間に戻したの』


  　由衣は苦笑を浮かべて言う。僕の脳裏に由衣の手を離した瞬間の記憶が過よぎった。


  『あたしはお兄ちゃんに人間として生きて……人間として死んでほしい。もしお兄ちゃんが魂の循環からはずれちゃったら──大切な人たちを失った悲しみを抱えたまま、死んだ後も永遠に存在し続けることになるんだよ』


  　鏡の向こうの由衣は、瞳から一筋の涙を零こぼす。


  『失うことがすごく、すごくつらいお兄ちゃんをそんな目に遭わせたくない！　アリッサお姉ちゃんや未み由ゆお姉ちゃんたちと一緒に、魂の旅を経て、生まれ変わって、次の人生を歩んでほしいの!!』


  　その言葉でようやく理解する。由衣は僕を永遠の牢ろう獄ごくに閉じ込めたくなかったのだ。そのために僕が人として命を終えることを何よりも重視していた──。


  「だから……《天牢ウオルフ＝ライエ》の力を使わせたくないのか？」


  『うん。《天牢ウオルフ＝ライエ》と繋がったら、お兄ちゃんの魂はまた人の枠を超えちゃう。この前は本当に危なかったんだよ？　これ以上はもう絶対に──』


  　ビギッ──!!


  　由衣の言葉を遮さえぎって、辺りに異音が響き渡る。


  　振り向くと……ついに限界を迎えた正まさ行ゆきさんの姿が目に飛び込んできた。


  　紫色の外殻とレストタクトの残ざん骸がいの全てが赤い塵ちりとなって消えてゆく。ヒースに向かって伸ばされた正行さんの左手が、指先からボロボロとひび割れ、崩れはじめる。その崩壊が肘ひじへ届く前に、バキンッと肩から腕がはずれて地面に落ちた。


  　王剣が引き抜かれ、赤い縛いましめが解かれる。すると体重を支えきれなくなった両足も、呆あつ気けなく膝ひざから砕けた。


  　四し肢しを失い、胴体と頭だけになった正行さんが地面に転がる。


  　正行さんと目が合った。


  「あ、と……を、頼む──」


  　掠かすれた声が耳に届く。僕は奥歯を噛かみ締めて、深く頷うなずき返した。


  　正まさ行ゆきさんのおかげで、由ゆ衣いが《天牢ウオルフ＝ライエ》の力を僕に使わせない理由を知ることができた。もう十分だ。十分以上に……時間を稼いでくれた。


  　今の僕なら、由衣に届く言葉を紡つむげる。由衣の想いに対して、自分の意思を伝えられる。


  「由衣……僕のことを思って、気遣ってくれて、本当にありがとな。でも──ちょっと先走りすぎだ」


  『え……？』


  　僕が正行さんから視線をはずさずに言うと、由衣の疑問の声が返ってくる。


  「由衣は僕を人間に戻す時、言ったよな？　僕やアリッサたちに幸せになってほしいって。だから僕は、自分と周りの人たちを幸せにしようって決めた。でもなっ!!」


  　由衣に背を向けたまま僕は叫ぶ。


  「この命を使い切った後は、人生を与えてくれた由衣の傍そばに……神様なんて大役を一人で引き受けてくれた妹の所へ行くつもりだった。死後の時間があるのなら、それを全て由衣のために使おうと最初から決めていたんだ!!　だから《高次存在ヴイナー》になることなんて気にしない!!」


  『で、でも……そしたらアリッサお姉ちゃんや未み由ゆお姉ちゃんたちを、永遠に失う時が来るんだよ？　その悲しみを忘れることもできないんだよ？』


  「一緒に生きて、悔いのない人生を歩んで……その果てに終わりが来たなら、それは〝失う〟ってことじゃない。幸せな、別れだ。僕はきっと、笑って皆と別れられるように生きてみせる！」


  　断言する。根拠はないが、覚悟はある。だから今、この時にも悔いは残せない。


  『お兄、ちゃん……』


  「由衣、お願いだ。悪くない人生だったって、死ぬ瞬間に笑えるよう──僕に力を貸してくれ!!」


  『っ……──────！』


  　右手をそよ風が撫なでる。その風は次第に温かく柔らかな感触を持ちはじめ、僕の右手を握る由衣の姿が浮かび上がった。


  　ぎゅっと、しっかり握られた右手から熱いものが流れ込んでくる。知覚が拡大し、五感から入ってくる情報が何倍にも増加した。


  「本当に……本当にいいの、お兄ちゃん？　死んだらずっと、私と一緒に神様をするんだよ？」


  　鏡を通してではなく、僕の傍に現れた由衣が問う。感触はあるが、実体を得たわけではない。僕が《天牢ウオルフ＝ライエ》と繋つながったことで、由衣の存在を知覚できるようになったのだ。


  「ああ、望むところだ。そうなったら神様の先輩として、色々教えてくれよ」


  「はは……あはは……うん……うん──分かったよ。ちゃんと指導できるように勉強しておくね」


  　泣き笑いのような表情を浮かべ、由衣は手を離した。


  　僕は右の拳こぶしを握りしめて、社殿の入り口に立つ。アリッサは何も言わずに、僕の隣に並んだ。ヒースは冷たい眼まな差ざしで、未み由ゆは悲しそうな表情で僕らを見つめる。


  　だが僕はまず、二人の足元に横たわる英え里り香かの父親に向けて口を開いた。


  「正まさ行ゆきさん、後は……任せてください」


  　僕の言葉を聞き、正行さんは亀裂の入った顔を歪ゆがめて小さく笑う。


  「……今の君は《天牢ウオルフ＝ライエ》の半身たる現あら人ひと神がみだ。きっと運命も変えられる……。最後が神頼みというのは情けないが……よろしく、頼むよ」


  　僕は正行さんに頷うなずき返し、右手を翳かざした。


  「フェンリル──《形式モード・天へ至る狼星シリウス》!!」


  　言葉とイメージによって、《天牢ウオルフ＝ライエ》の力が顕現する。青白い光が右腕全体を包み込み、狼の頭部を形作る。溢あふれんばかりの輝きは肩口から炎のように立ち昇る。


  　今の僕と由ゆ衣いと《天牢ウオルフ＝ライエ》は一つの存在。だからこれは魔術ではなく魔法。僕自身の力を具現した牙きばだ。


  「そうか……お前が私に代わり《天牢ウオルフ＝ライエ》を統すべ、月の《世界蛇ウロボロス》を倒した者か。名は何という」


  　ヒースが僕の右腕を見て、話しかけてくる。


  「遠とお見み、啓けい介すけ」


  　右腕を構えたまま僕は名乗る。


  「遠見啓介──まずは《世界蛇ウロボロス》を倒し、アル王の悲願を叶かなえてくれたことに礼を言おう。だが、先ほどの言葉は聞き流せん。お前は……倉くら野の正行と同じ愚行に走るというのか？」


  「愚行かどうかは、まだ分からない。隕いん石せきに魔術が通用しないのだとしても、何か手はあるかもしれない。自分の頭で考えないまま、あなたの案に従ったら絶対に後悔する。だから──話し合う時間が欲しい」


  　強引な行動に出るのなら、全力で抵抗する。その意思を眼差しに込めながら、僕は言う。


  《天牢ウオルフ＝ライエ》の前には、ヒースがこれまで見せた魔術は全て無力だ。フェンリルは《方はこ舟ぶね》の魔術を吸収し、己おのれの力に変える性質を備えている。もちろんヒースがさらなる奥の手を隠している可能性はあるが、強硬手段を躊躇ためらわせるだけの抑止力は有しているはず。


  　ヒースはしばらく僕をじっと見つめていたが、小さく息を吐ついてアリッサに視線を移す。


  「そちらの君も、同じ意見か？」


  「ええ、ケースケが諦あきらめない限りあたしも諦めないわ──お爺じい様」


  　その言葉にヒースは表情を少し動かした。


  「……君は、まさか私の──」


  「そう、あたしはあなたの孫。ヴェル＝クラノ＝ストーリングの娘、アリッサ＝クラノ＝ストーリング＝ライトよ」


  「ライト……父親はホリィか。千年というのは、さすがに長いものだ……まさか、孫娘が生まれていたとは」


  　深い溜ため息いきを吐ついて、ヒースは初めて笑みらしきものを見せた。しかしそれもすぐに冷たい表情に覆おおわれる。


  「……いいだろう。功労者と孫が話し合いを求めるのならば、しばしの間だけ応じよう。だが現実を知ってもまだ抗あらがうのなら、やはりそれは愚行だ。その時は──力ずくで屈服させる」


  　ヒースの鋭い視線を受け止めて僕は頷うなずく。


  「分かった……じゃあまず、一つ確認させてくれ。さっき隕いん石せきに魔術が通用しないって言ってたが、あれは魔術を直接放った場合の話だよな？」


  「ああ、そうだ」


  「だったら魔術を手段として使えばいいんじゃないのか？　例えば隕石と同じぐらいの岩塊を魔術で宇宙に打ち上げれば、隕石を迎撃することもできると思う」


  「──不可能だ。この大地は魔術の源である《連なる世界セフイロト》の依より代しろ。それを切り離すというのは、自分の手で腕の肉を千切って投げる行為と同じ。星から離れるほどに魔術は制御を失い、狙ねらいをつけるどころか大気の外へ出る前に落下へ転じるだろう」


  「っ……」


  　思いついた案はあっさり却下されてしまった。少し前にヒースは魔術のことを〝星が見る夢〟だと表現していたが、星自身を傷つけると夢も見ていられなくなるということだろうか。


  　他に何かないかと考えながら口を開く。


  「じゃあ……持ち上げられるギリギリの高さで壁を作って──」


  「その程度の高さで衝突が起きれば、結果は大差ないな。致命的な被害が出るのは確実だ」


  　ヒースの言葉に僕は歯は噛がみする。


  「……僕は《世界蛇ウロボロス》と戦った時、巨大な狼の姿になった。あの姿なら、隕石を受け止めて軌道を逸そらすことも可能かもしれない」


  「魔術によって形を得たものも、他星には干渉できんよ。触れようとすれば、物質化を解かれるだけだ」


  「だったら隕石をあえて落としたうえで、その被害を魔術で抑え込むとか……」


  　苦し紛まぎれに僕は言うが、ヒースは初めて僕の意見に頷く。


  「そうだな。隕石を魔術で対処しようと思うなら、それ以外に方法はあるまい。一旦地球に衝突してしまえば、隕石も〝地球の一部〟と見なせる。方はこ舟ぶね程度の、ごく小規模な安全圏は作れるかもしれない。だが──」


  　僕を睨にらみ、言葉を続けるヒース。


  「隕石が落下した場所は問答無用で破壊され、安全圏外の人々も環境の変化で死に絶える。現代の倉くら野の英え里り香かと、少数の大切な人々だけを守りたいというのなら有効な選択肢だ。しかし、私は認めない」


  「僕だって、そんな方法は……」


  　視線を逸そらし、呟つぶやく。たじろぐ僕を見下ろして、ヒースは言った。


  「私は二人以上の犠牲が出ると思われる対処法を、代替案とは見なさない。私の案は一人だけの犠牲で、確実に滅びを回避できるのだから」


  「…………」


  　僕は拳こぶしを握りしめて押し黙る。


  　考え違いをしていた。僕が見つけ出さないといけないのは〝世界を守る方法〟ではなく、一人の犠牲も出さずに終末を回避する道筋なのだ。それを示さないとヒースは退ひかない。


  　しかし最初の案を否定された時点で、できることはかなり限られてしまっている。


  「そろそろ考えも尽きたか？」


  「っ……ま、まだだ！」


  　僕は声を上げ、頭を必死で回転させる。


  　見つけなきゃいけないんだ。たとえ実現が困難でも、誰一人死なずに済む道を。そうじゃないと正まさ行ゆきさんの想いに応えられない。


  　地面に横たわる正行さんは目を閉じている。もはや生きているのかどうかすら分からなかった。


  　──正行さん。


  　祈るように彼の名前を心の中で呼んだ時、視界の端で金色の光が瞬またたく。


  　驚いてそちらを見ると、境けい内だいの端に複数の人影が現れていた。淡い月光に照らされて、次第にその姿が露あらわになる。


  「パパ……」


  　ヒースを見つめて声を漏もらしたのはスーラ。その後ろには三体のドールが控えており、それぞれ腕に英え里り香かと陽ひ名なちゃんとツグミを抱き抱かかえている。英里香たちは気を失っているらしく、手足がだらんと力なく垂れている。


  　──皆、捕まったのか──。


  　スーラが英里香の確保に動いたと聞かされた時点で、こうなることは予想できていた。だがドールの後ろから、さらにもう一人の人間が現れて僕は唖あ然ぜんとする。


  「どうやら、ちょうどいいタイミングだったようだね。役者が全員揃そろっている」


  　余裕のある笑みを浮かべながら現れたのはエノク＝ケテルだった。エノクはスーラより前に進み出て、ヒースに話しかける。


  「やあ、初めまして。キミがヒース＝ストーリングかな？」


  「お前は……誰だ？」


  　訝いぶかしげな表情でエノクに問い返すヒース。


  「オレはエノク＝ケテル。《頂の雄鶏ヴイゾフニル》から記憶と力を受け継いだ者。そこの啓けい介すけとは神の座を賭かけて争った間柄だ」


  「……《世界蛇ウロボロス》の抜け殻というわけか。そのような者がいったい何の用だ？」


  　ヒースの気配が変わる。返答次第では即座に攻撃へ移ろうという雰囲気だ。


  　けれどエノクは殺気を正面からぶつけられてもどこ吹く風で肩を竦すくめる。


  「警戒する必要はないよ。オレはただ、話をしに来たんだ」


  「話？」


  「ああ、そうだ。とても大事な話さ。何しろオレは、キミたちよりも確実に終末の予言を消し去る方法を知っているんだからね」


  「「な……」」


  　僕とアリッサが同時に驚きの声を漏もらす。ヒースは眉み間けんに皺しわを寄せ、未み由ゆは疑わしげに目を細める。


  　エノクは僕らの反応に満足げな笑みを浮かべ、両手を広げてこう言った。


  「鮮やかな景色をもっと見たいと望んでいる子がいるんだ。まだこの世界に滅んでもらっちゃ困るんだよ。だから──オレがキミたちの代わりに世界を救ってやる」
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  　半月と星の輝きに照らされた神社の境けい内だいで、六つの視線が絡み合う。


  　社殿の入り口には僕とアリッサ。境内のほぼ中央にはヒース＝ストーリングと未由。そして木々が生い茂る境内の端にはエノクとスーラが立っている。


  　意識のない者も四人いて、正まさ行ゆきさんは未由の足元に倒れ、英え里り香かと陽ひ名なちゃんとツグミはスーラのドールに抱かかえられていた。


  「確実に終末の予言を消し去る方法──か。倉くら野の英里香を抹消する他に、何か方策があるのなら聞かせてもらいたいものだ」


  　自分が世界を救ってやると宣言したエノクを見つめ、ヒースが言う。その表情はエノクの言葉を真に受けたというよりも、そんなものあるはずないと考えている顔だった。


  「ああ、いいだろう。だがその前に、キミたちの勘違いを正しておきたい」


  「勘違い？」


  「そうだ、キミたちは恐らく大きな思い違いをしている。千年前、終末の予言が一旦消滅したのはエリカ＝クラノがいなくなったからではないんだよ」


  「何だと……？」


  　ヒースは顔を顰しかめるが、エノクは自信たっぷりに言葉を続ける。


  「オレはね、つい最近までレストタクトの予言を信じていなかった。その理由は《頂の雄鶏ヴイゾフニル》の記憶に存在しなかったからだ。《頂の雄鶏ヴイゾフニル》が月から地球へやって来た時、既に予言は消えていたのさ」


  「それがどうしたと──」


  「《群れクラウド》に残っている資料を調べて分かったんだよ。確かにエリカ＝クラノが消えて間もなく、予言は消えている。だが……同時ではない」


  　ヒースの言葉を遮さえぎってエノクは告げた。


  　いったいエノクは何が言いたいんだ？


  　ヒースもアリッサも未み由ゆも、疑念を顔に浮かべている。


  「まあ勘違いしたのも無理はない。予言が消えた辺りで起こった大きな事件は、他に見当たらないからね」


  「お前は……何を知っている？」


  　問い返すヒースに、エノクは挑発的な笑みを向ける。


  「はは、これはね……《頂の雄鶏ヴイゾフニル》の記憶を受け継ぐオレにしか分からないことだったんだよ。記録と記憶を照らし合わせて驚いた。何しろ──《頂の雄鶏ヴイゾフニル》が地球へ降り立った日時と予言が消えたタイミングが完全に一致したんだからね」


  「────」


  　ヒースの顔に動揺が走るのを初めて目にする。


  「つまり、だ。レストタクトの予言を歪ゆがめたのは《頂の雄鶏ヴイゾフニル》であり、彼が導く未来こそが終末を消し去るものだったのさ」


  　そう言ってエノクは僕の方へと視線を向けた。


  「啓けい介すけ、以前話したオレの予想は当たっていたんだよ。オレが──《世界蛇ウロボロス》が《連なる世界セフイロト》を統すべていれば予言は復活しなかった。キミたち兄妹がオレを倒し、中途半端な神になったことで現在の状況は生まれたんだ。だから──」


  　僕を強い眼まな差ざしで射いるエノク。


  「オレに神の座を譲れ。そうすれば、その瞬間に終末の未来は変わるだろう」


  「な──」


  　あまりにも予想外な要求を突きつけられて僕は呆あつ気けに取られる。


  　ヒースは言葉を失う僕を横目に、エノクへ問う。


  「それが、お前の提示する方策か？」


  「ああ」


  「具体的な対処法は？」


  「そんなものは後で考える。きっと神になれば自然と思いつくだろう」


  「……話にならん。そんな不確実な方法で……ましてや《頂の雄鶏ヴイゾフニル》の後継者に《連なる世界セフイロト》を明け渡すことはできない」


  　エノクはヒースの拒絶に小さな溜ため息いきを吐つく。


  「やれやれ、やはり信用されないか。啓けい介すけ、キミの方はどうだ？」


  　問われて僕は口を開く。


  「さっきの話が本当なら、《頂の雄鶏ヴイゾフニル》の来訪と予言の消失は関係があるんだろう。でも既に予言は復活してしまっている。今更エノクが神になったところで予言が消える保証はないし、どうやって〝おしまい〟を回避するのか考えていないんじゃ……任せられない」


  　それにエノクが神になってしまえば、もし隕いん石せきを防げたとしても世界がどうなるかは分からない。由ゆ衣いの存在も消えるかもしれないし、エノクは神を目指した目的──妹の復ふく讐しゆうを果たそうとするだろう。


  「はは──今の神である啓介と、その創造主であるヒース＝ストーリングに拒まれてはどうしようもないな。《天牢ウオルフ＝ライエ》を奪う方法も分からないし、お手上げだ」


  　皮肉げに口の端はを歪ゆがめ、肩を竦すくめるエノク。


  「お手上げって……まさか、もう引き下がるのか？」


  　信じられずに訊たずねると、エノクは呆あつ気けなく頷うなずいてみせた。


  「だって仕方ないだろう？　神ではないオレは、神として何を為なせるかが分からない。ゆえに現時点で終末の対処法を提示するのは不可能だ。今、その方法を思いつけるのは……恐らくキミだけだな」


  　含みのある笑みを向けられて、僕は気づく。エノクはきっと、初めから自分の案が受け入れられるとは思っていなかったのだ。


  「エノク……お前はまさか、僕に代わりをしろって言うのか？」


  「察しがいいね。その通りだよ。これはあくまで次じ善ぜんの策さくだが……キミとキミの妹が協力すれば、神になったオレと同じことができるはずなんだ。だから考えろ、啓介。人間ではなく、神としての視点で」


  「神としての……」


  　その言葉は僕の視野を大きく広げる。これまで僕は人間としての立場でしか物事を見ていなかった。でも僕と由衣、二人で一つの《天牢ウオルフ＝ライエ》として……神になったエノクの立場で考えれば──。


  　正まさ行ゆきさんも言っていた。僕なら、他の方法を見つけられると。


  　フェンリルを具現した右腕に力を込め、目を閉じて頭を回転させる。


  　仮にエノクが神になっていたとしても英え里り香かが存在している以上、恐らく隕いん石せきの接近は起こるだろう。だが予言がない状態では、エノクはその原因が英里香にあるとは分からない。つまり英里香の抹消以外の方法で、接近した隕石を何とかしたということになる。


  　結果的に終末が回避されたからこそ予言は消えた。神になったエノクなら隕石を防ぐことができた。ならば確かに、僕と由衣でも同じことを為なせるはず。


  　──でも、いったいどうやって？


  　僕は自問する。魔術による攻撃は通じない。物質的な干渉でしか隕いん石せきは防げない。


  　魔術を手段として使うにしても、星の領域内でという制限が邪魔をする……。


  　──いや、ダメだ。ここで思考を止めたらさっきと同じ。神の視点で考えるんだ。地球と月の《連なる世界セフイロト》を統すべる《天牢ウオルフ＝ライエ》としての立場で。


  「あ……」


  　思わず声を上げてしまう。


  「ケースケ？」


  　不安そうなアリッサの声が聞こえる。だが僕はそれに反応を返すこともできなかった。頭の中で一気に新たな可能性が開けて、他に思考を割さく余裕がない。


  　そうだ……今の《天牢ウオルフ＝ライエ》は地球と月の精神世界を統合したものなんだ。由ゆ衣いは言っていた。自分は月の神でもあるのだと。世界の大きさは千年前と違う。地球と月を合わせて一つの世界。それならば──。


  　途方もない考えが、浮かび上がる。


  　──由衣、できると思うか？


  　心の中でプランを伝え、問いかけてみる。すると苦笑交じりの言葉が背後から返ってきた。


  「お兄ちゃん……すっごいこと考えるね。でも今の《天牢ウオルフ＝ライエ》なら、そこまで干渉することもできるかもしれないよ」


  　その返事を聞いて僕は目を開ける。試すような眼まな差ざしを僕に向け、皮肉げな笑みを浮かべているエノクと視線が合った。


  「何か、思いついたという顔だね？」


  「まあな……一つだけ、考えが浮かんだ」


  　僕は頷うなずき、スーラ、ヒース、未み由ゆ、アリッサを順番に見渡してから、自分の案を説明する。


  



  「──────────────────」


  



  　皆は驚いたというよりは呆あつ気けに取られた顔になる。ただ一人、エノクだけは愉快そうに大声で笑った。


  「はははははっ！　いいね、悪くない。神に相応ふさわしいスケールの大きな作戦だ。もしそれが可能ならば、オレも同じことをしただろう。合格だよ、啓けい介すけ」


  　だがエノクとは正反対にヒースは表情を険しくし、僕を睨にらんだ。


  「……あまりに荒こう唐とう無む稽けいだ。仮に成功しても、大きな被害が出る可能性は高い」


  「でも、誰一人死なない可能性もある。僕だけじゃたぶん無理だけど……皆に協力してもらえば被害は最小限に抑えられると思う。もちろん、あなたにも力を貸してほしい」


  「馬鹿げている……そのような賭かけに乗ることは──」


  　苦々しく吐き捨てるヒースだったが、その言葉をアリッサが遮さえぎった。


  「あたしは乗ったわ！」


  「アリッサ……」


  　僕は隣のアリッサを見つめる。


  「エリカも、世界も、両方守れるっていうのなら迷う必要なんてないじゃない。それにあたしは最初からケースケと同じ道を進むって決めてたの。だからケースケに力を貸す」


  「──ありがとう」


  　礼を言うとアリッサは照れくさそうに頬ほおを赤くする。そんな僕らをじっと見ていたスーラも躊躇ためらいがちに口を開いた。


  「スーラは……どうすればいいのか分からなくなっちゃったよ。まだ予言は消えていないけど、さっき未来が揺らぐのを感じたの。ケイスケさんならできるって信じたい……でも──」


  　困った表情でスーラはヒースの方を見る。


  「スーラ……英え里り香かのために迷ってくれるのなら、中立でいてくれないか？　ヒースは意見を変えないみたいだから戦うことになるかもしれないけど、手を出さないでほしい」


  　僕はスーラの逡しゆん巡じゆんを感じ、そう頼んでみる。


  「……ケイスケさんは、パパを殺したりしない？」


  「ああ、約束する」


  「分かったよ。それならスーラは、どっちの味方もしないことにする」


  　ほっとした顔でスーラは頷うなずいてくれた。そして自然と最後に残った未み由ゆへ、全員の視線が集まる。


  「私も、できればアリッサさんみたいに啓けい介すけくんの味方をしたいよ。だけど……予言が消えていないのなら、啓介くんの案が確実に成功するとは言えない」


  　未由は淡々と、表情を変えずに語る。


  「今の時点で二対一なのに、私まで啓介くんの側がわについちゃったら……ヒースさんはすごく不利になる。その時点で戦いの結果が決まっちゃうかもしれない。私はどうしても、啓介くんが助かる可能性が低い選択肢は選べないよ。だから──」


  　そう言って未由はヒースの方を見た。


  「あなたが啓介くんのことを殺さないと約束するのなら……私はアリッサさんの相手を引き受けて、それぞれが一対一で戦える状況を作ります。どうしますか？」


  　問いかけられたヒースは短く返答する。


  「元より殺すつもりも、その必要もない」


  「……なら、私はあなたの側につきます。ただし、もしも約束を破ったら──その時点で世界の未来とかそんなこと関係なく、あなたを殺しますから」


  　冷え切った声こわ音ねで釘を刺す未由。


  「さすがアル王の血筋だな……肝きもに銘めいじておこう」


  　何かを思い出した様子で小さく笑い、ヒースは頷うなずいた。


  　それぞれの立ち位置が明確になり、辺りの空気が張りつめていく。


  「ケースケ、未み由ゆの王剣には物理障しよう壁へきなんて通じないだろうから結界は解除するわね」


  　アリッサの言葉に僕は「ああ」と首しゆ肯こうし、社殿から降りて賽さい銭せん箱ばこの前に立つ。そしてスーラに向かって呼びかけた。


  「スーラ、頼む。正まさ行ゆきさんを……安全な場所へ」


  　四し肢しを失って倒れている正行さんを示して、僕は言う。


  「え、あ──うん、わかったよ」


  　スーラは正行さんの元へ駆け寄り、その顔を見て驚きの表情を浮かべたが──何も言わずにドールを一体呼び寄せて正行さんを境けい内だいの隅へ運ばせた。気を失っている英え里り香かと陽ひ名なちゃん、ツグミはまだ目を覚ます様子はない。


  　エノクは傍ぼう観かんを決め込むつもりらしく、木造家屋の傍そばに移動し、笑みを浮かべながら僕らのことを眺めている。その視線はあまり愉快なものではなかったが、意識の外へ無理やり追いやって目の前に立つ二人に意識を集中した。


  　狼ろう頭とうに変じた右腕を構え、腰を落とす。


  「ケースケ、これ借りるわよ」


  　少し遅れて僕の隣に並んだアリッサは、右手に木刀を持っていた。僕はアリッサが何をするつもりなのか悟って頷く。


  「──朋とも月づき未み永えいからの借り物なんだから壊すなよ？」


  「保証はしないけど努力はするわ」


  　にやりと強気に笑って木刀を構えるアリッサ。


  　対するヒースは両手を垂らした自然体。


  　未由は王剣レッドロウを片手で持ち、僕ではなくアリッサをじっと見据えていた──。
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  　あたし──アリッサ＝クラノ＝ストーリング＝ライトは、ケースケに借りた木刀を握りしめながらミユと視線を合わせる。


  「アリッサさん、啓けい介すけくんに加勢したいのなら……早めに私を倒した方がいいよ」


  　ミユはあたしをじっと見つめたまま横に移動し、お爺じい様から距離を取る。あたしもケースケから離れ、ミユとの間合いを保つ。


  「倒すって言うけど、ミユはどうやったら負けを認めてくれるの？」


  「そうだね……レッドロウを奪われたら何もできないし、諦あきらめるしかなくなるかな」


  　紅くれないに輝く剣を掲げ、ミユは答える。その足元には赤い円陣が展開しており、ミユの移動に合わせて動いていた。ミユの位置が常に陣の中央であるらしい。


  「あたしの方はミユの陣に捕まったらアウトってことかしら」


  《高次存在ヴイナー》二体分の力を取り込んだクラノマサユキですら、円陣から伸びた赤い帯に容易たやすく拘こう束そくされた。恐らく円陣を踏んでしまえば、その時点で敗北は濃厚だ。


  「うん。レッドロウは月の〝法〟そのものだから、捕まったらもう魔術は使えなくなるよ。気をつけてね」


  　スーラ叔お母ば様たちがいるのとは反対方向へ歩を進め、あたしたちは境けい内だいの端で足を止める。


  「……アドバイスありがと。それにしても、ミユとこうして正面から一対一で戦うのは初めてね」


  「そういえばそうかも。後ろから刺されたことは一回あったけど、ちゃんと戦ったことはなかったね」


  「う……あ、あのときはその……ごめんなさい」


  　今までの人生でワースト３に入る失敗を挙げられて、あたしは謝る。あれに関しては弁解ができない。ちなみに他の二つは、幼い頃──お母様と別れる時に喧けん嘩かしてしまったことと、一年前に方はこ舟ぶねから魔術を持ち出される原因を作ったことだ。


  「謝らなくていいよ。あれはもう水に流したことだから。気にせず本気で向かってきてね。私も──全力で行くから」


  　ミユがそう告げた瞬間、赤い円陣が拡大する。


  「っ──《彼方へ運ぶ風フアラウエイ》！」


  　あたしは即座に飛行魔術の《起動言語トリガー》を告げた。風があたしの体を包み込んで、重力の頸くび木きから解き放つ。頭の中であたしが《姿の言葉シヤープワーズ》の詠唱を終えるのにかかる時間は二節以下の低位魔術なら一瞬、三節の中位魔術なら一秒ほど。


  　複雑な魔術になるほどイメージを練る必要があるため、詠唱時間は延びる。文節の長さよりも、どれだけ現象が単純であるかが時間短縮のポイントなのだ。


  　ただ〝飛ぶ〟ためだけにある《彼方へ運ぶ風フアラウエイ》は、あたしが最も素早く発動できる魔術の一つだった。


  　ミユの円陣が足元に到達するより早く、あたしは空へ舞い上がる。円陣は直径二十メートルぐらいの大きさまで展開していた。


  　上空から地上を見下ろす。社殿の前では、ケースケとお爺じい様の戦いも始まっていた。


  「──余よ所そ見みをしている暇ひまはないと思うよ、アリッサさん」


  　はっとして視線を戻す。ミユは円陣の中央でレッドロウを振りかざしていた。その切っ先は真っ直すぐあたしを向いている。


  　嫌いやな予感が背筋を駆け上がり、あたしは全速力で高度を上げた。だが円陣から伸び上がった赤い帯が、飛行魔術以上の速度であたしに迫る。


  　──追いつかれるっ!?


  　慌てて風を操作し、飛ぶ方向を変える。しかしその下からも新たな帯が凄すさまじい速さで伸びてくる。


  「っ……」


  　さらに旋回。かなり無理のある機動で全身に圧力がかかって歯を食いしばる。


  　このままだと……逃げ切れないかも──。


  　内心焦あせるが、そこで唐突に赤い帯の猛攻が止やんだ。訝いぶかしんで下を見る。あたしは円陣から垂直に伸びた赤い帯の外側にいた。


  　──レッドロウの拘こう束そく能力は円陣の上空まで有効だけど、陣の外にまで赤い帯を届かせることはできないのね……。


  　捕えるべきものを見失った赤い帯はザアッと滝のように流れ落ちて、円陣の幾き何か学がく模様の一部に戻った。それを見ながら考える。


  　円陣はとりあえずあれ以上広がらないようだから、上空に入らなければ捕まることはない。けれどそれではこちらもミユの手からレッドロウを奪えない。何とかして接近する必要がある。


  　──状況を変えないとどうにもならないわね。


  　あたしはそう判断して意識を集中した。


  「……《貫く風ピアーズウインド》────《薙ぐ旋風クラツプワール》!!」


  　立て続けに二発の低位魔術をミユに向かって放つ。どちらも風を操る攻撃魔術だ。


  　しかし風の錐きりと刃はミユへ届く前に、赤い帯によって編まれた盾たてで防がれる。ミユは微動だにしていない。


  　直接的な魔術攻撃は通じない……か。じゃあ──。


  「喚く爆雷ロアークライ!!」


  　あたしは矢の形に固めた雷いかずちを撃ち放つ。だが今度はミユに向かってではなく、円陣の外ギリギリに向けてだ。


  　地面に衝突した雷の矢は轟ごう音おんを立てて爆裂し、衝撃波と突風を巻き起こす。ミユはレッドロウを振るって赤い球形の防御壁を形成し、衝撃波を受け止める。しかし突風は防御壁ごとミユを境けい内だいの外にある森の中まで押し流した。


  　やっぱりそうだ。直接的な魔術は通じないが、魔術によって引き起こされた現象は無効化されない。規模は違うが、隕いん石せきに対するのと似たような状況だ。


  「行くわよ──ミユ」


  　あたしは神社の周囲を包む森へと急降下する。


  「撫でるそよ風イーズブリーズ」


  　降下しながら風の探知魔術を唱となえる。この風探知も当然ながら無効化されるが、知りたいのはその範囲だった。


  　──探知できないのは森の中、直径十五メートル……さっきよりも狭い。


  　あえて上空を横切ってみるが、森の中から赤い帯は伸びてこない。木の枝葉で空が遮さえぎられているため、効果が及ばないのだろうか。


  　あたしは円陣から数メートルの距離を取って森の中へ降り立ち、飛行魔術を解除する。暗い森の中に赤い円陣が輝いていた。


  　ミユの姿は藪やぶや木が邪魔をして見えないが、円陣の中央にいるのは間違いない。ミユからはあたしの位置が分からなくても、あたしはミユがどこにいるか把握できる。これは大きなアドバンテージ。それにもう一つ、ミユには隙すきがある。


  　──爆風に対してミユは剣を振るって対処した。つまり赤い陣が自動的に迎撃するのは魔術だけ。それ以外の手段なら〝気づかれなければ〟ミユに届く可能性がある。


  　あたしは地を蹴けり、木々の間を縫ぬうように走って円陣の中央へ向かう。


  　予想どおり魔術を纏まとっていない今のあたしに対し、赤い帯は反応しない。


  　ミユまでの距離はたった数メートル。この障害物の多さと暗くら闇やみだ。ミユがあたしの正確な位置を認識するより早く懐ふところまで潜もぐり込めるはずだった。


  「え……？」


  　だが円陣の中央に辿たどりついたあたしは困惑する。そこには誰もいなかった。


  「──ここだよ、アリッサさん」


  　頭上から響いてきた声に心臓が跳ねる。見上げると木の枝に腰かけたミユと目が合った。そして気づく。枝葉の天てん蓋がいに広がった赤い幾き何か学がく模様に。


  　ミユの円陣は木の幹を伝い、森の内側を自分の領土へ変えていた。平地よりも陣が狭まったのは上方向へ領土を伸ばしたからであり、森の上を飛んだ時に反応がなかったのはそこが陣の外だったからだと悟る。


  　あたしは──誘い込まれたのだ。


  「もう、空へは逃げられないよ」


  　ミユの言葉と共に円陣の光が増す。攻撃の予兆を感じ、あたしは右手に持った木刀を振りかざした。陣の中で魔術を使っても無効化される。かといって素手でどうにかなる状況でもない。だから、この状況で使える武器はこれだけ──。


  「彼の右手に天の光剣ライト＝ライト!!」


  　あたしの声が暗い森に響き渡ると、木刀が金色の光に包まれる。


  　そう、これはケースケの法術。だが《天使王ミトロン》との繋つながりは、ケースケよりもあたしの方が強い。何しろ元はあたしの一部であった力なのだから。


  　法術は魔術と打ち消し合うため、これまで試したことはない。けれどケースケに使えてあたしに使えないはずはないという確信はあった。


  　木刀を包む光は強さを増し、一回り大きな剣の輪郭を描き出す。半透明の姿で浮かび上がるのは両もろ刃はの大剣──かつてケースケが具現し、あたしが振るった《天使王ミトロン》の剣の幻影。


  　実を言うとあたしはケースケの法術を直接目にしたことがない。だが聞いた話によれば、ケースケの法術は淡い光が刀身に宿る程度のものだったらしい。それよりも具体的な形を得た大剣を見て、自分の予想が正しかったことを知る。


  　──これは本来、あたしが使うべき術なんだ。


  　剣を通して全身に力が満ちてくる。


  「たあああああああああっ!!」


  　自分の足元に広がる赤い陣へ向けて光の剣を振り降ろし、円を描くようにして地面を抉えぐる。すると赤い幾き何か学がく模様は剣の光に圧おされて歪ゆがみ、ミユの領土に小さな空くう隙げきを生み出した。


  　法の力は互いに反発する──これは以前、異界の天使の力を振るう敵と戦ったことで得た経験だ。打ち消し合うわけではないため、こちらの精神力も削られない。ミユと対決する上では、最も適した武器といえる。


  　しかし……そもそもの格が違うことも事実だった。


  　足元の幾何学模様を払っても、まだ樹上を覆おおう円陣が残っている。そこから容よう赦しやなく赤い帯が豪雨のように降ってきた。


  「っ…………やあっ!!」


  　とにかく全力で剣を振り上げ、赤い濁流を打ち払う。しかし今度は木々の幹で輝く幾何学模様からも赤い帯が伸びてくる。あらゆる方向からの第二波。とても剣だけで防げる物量ではない。


  　しかしあたしにはまだ切り札が残っていた。


  　ケースケが定義した《天使王ミトロン》の術はもう一つある。移動と防御に特化したその術の名は──。


  「天の双翼ステアウイング!!」


  　あたし自身の体を媒介にして、《天使王ミトロン》の力を導く。背から光が吹き上がり、翼の形に収束する。あたしは半透明な光の翼で全身を包み、赤い帯を受け止めた。


  　金色の火花が散って、無数の赤い帯が弾かれる。凄すさまじい圧力に翼が軋きしんだ。


  　そう長くは持ちそうにない。持久戦だと勝ち目は皆無。ミユにとって予想外の札を切った今が唯一の勝機。


  　赤い帯の第三波が来る前に、あたしは翼の輝きを推力へ転化して飛翔する。目標は枝の上に腰かけたミユ。


  　帯のわずかな隙すき間まを正確に縫ぬい、あたしは《天使王ミトロン》の剣を振り上げた。


  　樹上のミユは焦あせる様子もなく、レッドロウの切っ先をあたしの方へ向けて呟つぶやく。


  「王命移行──統治から侵略へ──《形式モード・嘆きの炎剣ハラコースト》」


  　ミユの言葉と共にレッドロウの形が変化する。刀身は伸びて幅広の曲刀となり、柄えも無骨な装飾に覆おおわれた。以前ミユがよく使っていた《嘆きし魔王》の魔術剣と同じ名で、姿もよく似ている。


  　周囲に展開していた円陣と赤い帯が消失し、レッドロウの刀身が燃え上がった。


  「──っ!?」


  　嫌いやな予感を抱くが、今更攻撃は止められない。あたしはミユの手からレッドロウを弾き飛ばすため、刀身を狙ねらって《天使王ミトロン》の剣を繰り出す。交錯する刃やいば。だが予想していた反発は起きない。


  　それどころかレッドロウを包む炎が燃え移ってきて、金の輝きを赤く染め変える。


  　──浸食されてるっ!?


  　慌てて剣を手放し、ミユから距離を取ろうとする。だがミユは枝の上から飛び降りて、あたしに追い打ちをかけた。


  　振り下ろされる炎を纏まとった剣を右の翼で打ち払う。しかし炎はやはり翼に燃え移って、金の光を塗り潰つぶしていく。浸食が体へ届く前に右の翼を消し、何とか片翼だけで地面に着地する。


  　わずかに遅れてミユもあたしのすぐ目の前に降り立った。光を失った木刀がミユの横に落ちる。至近距離で視線が交わった。するとミユは小さく笑みを浮かべて言う。


  「私ね……友とも月づき本家で未み永えいさんにレッドロウの詳しい使い方を聞いてきたの。今のこれは侵略モード」


  「……侵略モード？」


  「うん、他国の法を塗り潰すための攻撃形態。さっきまでは自分の領土を守るための統治モードだったんだよ。これで法術も通じないから」


  　ミユはそう言うとレッドロウを斜め下から無造作に振り上げる。


  　あたしは後ろに跳んで切っ先を躱かわすが、レッドロウが描いた軌跡が炎の刃となって飛んでくる。


  　──こうなったらもう最後の手段よっ！


  　あたしはそれ以上後退することはせず、残った片翼を盾たてにして前へ踏み出す。一瞬で炎上する翼。燃え堕おちる《天の双翼ステアウイング》を解除して、あたしはミユに向かって突っ込んでいく。


  　魔術も、法術も使わず、真正面から体一つで──。


  「え？」


  　ミユはまさかあたしが自分から飛び込んでくるとは思っていなかったのだろう。剣を振り上げた姿勢のままポカンと口を開ける。


  　さっきまでなら赤い帯に捕えられて終わりだっただろうが、レッドロウが攻撃重視になったことで円陣は消えている。そう、今のミユには魔術も法術も通じないが──肉弾戦を挑むことはできるのだ。


  「たりゃああああああっ！」


  　ミユの体に頭から抱きつき、地面に押し倒す。腰の上に乗って下半身を押さえつけ、両手を掴つかんで動きを封じる。


  「くっ……王命移行──」


  　だがミユは再びレッドロウを統治モードに切り替えようと口を開く。円陣を出されたらあたしの負けだ。


  　──まずい、止めないと！


  　わざわざ命令を言葉にするということは、それが必要なプロセスだということだ。言葉を遮さえぎればモードチェンジは防げる。しかしあたしの両手は既に塞ふさがっていて、手を離せばミユを自由にしてしまう。


  　だがふと、以前似たような状況を目にしたことを思い出す。あの時は……そうだ、ケースケがミユの詠唱を止めようとして──。


  「ていっ！」


  　あたしはミユの口を、自分の唇で塞ぐ。


  「んむっ!?」


  　ミユは目を丸くして、あたしを間近から見つめる。


  　あ──ミユの唇って柔らかい。


  　次第に赤くなっていくミユの表情を眺めながら、あたしはそんなことを考える。


  「んーっ、んーっ！」


  　驚きから覚めたミユは涙目であたしを睨にらみ、何度も呻うめく。あたしも段々息が苦しくなってきたので、一旦顔を離した。


  「ぷはっ…………ミユに、キスしちゃった」


  「しちゃった──じゃないよ！　こんなの反則！」


  　ミユは息を荒くして訴える。


  「あはは……ごめんね、ミユ。でも他に方法が思いつかなくて……。勝てなくてもミユをここで足止めしておかなきゃ、ケースケがすごく不利になる。だから──」


  　あたしは苦笑を浮かべて弁解するが、ミユはそれを聞いて嘆息した。


  「……私は、アリッサさんに勝ってもヒースさんの加勢をするつもりはなかったよ」


  「え？　ど、どうして？　ミユはケースケの案に賛成できないんじゃないの？」


  　ミユの言葉に戸惑い、あたしは問いかける。


  「うん、賛成できないよ。あの時点では、ね。だって──啓けい介すけくんの計画には、ヒースさんの協力も絶対必要だと思うから。啓介くんがヒースさんに勝って、説得に成功しない限りは反対の立場を変えないつもり」


  「それって……もしかしてミユは、ケースケのためにお爺じい様の側がわについたってこと？」


  　あたしが訊たずねるとミユは笑う。


  「いつだって私は、啓けい介すけくんのことしか考えてないよ。私たちが寄ってたかってヒースさんをやっつけても、それは啓介くんのためにならない。ヒースさんに啓介くんのことを認めさせるには、一対一で戦うことが必要だと思うの」


  　その返答にあたしは肩を落とした。ミユの腕から手を離し、腰の上から退どく。


  「ミユは……本当にケースケのことが大好きなのね」


  「好きっていうより、愛してるの」


  　身を起こしたミユはレッドロウの刃を消し、静かな口調で訂正した。


  「それって……どう違うのよ？」


  　あたしが首を傾かしげるとミユは意地悪く微ほほ笑えむ。


  「分からないのなら、アリッサさんはまだまだ子供なんだと思うよ」


  「む……っていうか、どうして今の話を先にしてくれなかったのよ？　こんなに一生懸命戦う必要なんてなかったんじゃない」


  　ミユの考えを知っていれば、あたしもケースケに加勢せず戦いを見守ることにしただろう。


  「えーっと、それは……ちょっとね、一度アリッサさんと本気で戦ってみたいなって──」


  「た、戦ってみたいから戦ったの？」


  「うん……まあ、その代償は大きかったけど」


  　そう言って唇を手で押さえるミユ。


  「そんなに嫌いやだった……？」


  　キスが特別なものだということは分かっている。けれどあたしはミユにならしてもいいと思えたから、とっさに口を塞ふさげたのだ。しかしミユがそこまで嫌がっているとなると、少しショックだった。


  「え？　あ、そうじゃないよ。その、嫌とかじゃなくて……取り返しのつかない経験をしてしまった敗北感というか……何か、こういうことに抵抗なくなりそうなのが心配で──」


  　歯切れ悪くミユは言い訳する。いまいち何を言いたいのか分からず首を捻ひねるが、とりあえず嫌じゃないと言ってもらえて安心した。


  　──ズゥゥゥゥゥゥゥン！


  　境けい内だいの方から低い地響きが聞こえてくる。


  「ケースケが、戦ってる……」


  　あたしは立ち上がり、ミユに手を差し出した。


  「行こ、ミユ」


  「──うん」


  　ミユは小さく笑って頷うなずき、あたしの手を取った。
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  　狼ろう頭とうに変じた右腕を構え、僕はヒース＝ストーリングと対たい峙じする。力は十二分に満ちていた。フェンリルから放たれる蒼あお白じろい光が、夜の境けい内だいを明るく照らし出している。


  　これほどまでに力が溢あふれてくるのは、既にヒースの攻撃を何度も吸収したからだ。


  　──アリッサと未み由ゆが僕らから離れてすぐに、ヒースは《愚者の左手》で攻撃を仕掛けてきた。正まさ行ゆきさんを苦しめた黒い礫つぶては、予想どおりフェンリルで取り込むことができ……僕は反撃に出ようとしたのだが、そこでヒースが出現させたのが〝あれ〟だった。


  　僕は苦々しい眼まな差ざしを、ヒースが右手に持つ赤い槍やりへ向ける。


  「その様子を見ると、お前はこの槍が何なのか分かっているようだな」


  　ヒースは攻めあぐねている僕に話しかけてくる。


  「《狼を貫く音槍グングニル》……だろ？　前にあんたのドールや《嘆きし魔王》に使われて、苦労した。何しろ触れるだけでフェンリルが壊れるんだからな」


  　あの赤い槍は《反牙リバスウオルフ》という《天牢ウオルフ＝ライエ》の魔術を解除するために作られたものだと《嘆きし魔王》は言っていた。《反牙リバスウオルフ》はフェンリルの元になったものであるため、僕の右腕も大きな影響を受けてしまう。


  「壊れる……か。確かにそれも容易たやすいが、この槍が持つ本来の役割は他にある」


  「他……？」


  「これは《天牢ウオルフ＝ライエ》に直接命令を送り込むことができる式しき神がみなのだよ。不測の事態に陥った場合──例えば何者かに《天牢ウオルフ＝ライエ》を奪われた場合でも、これさえ本体に打ち込めば制御権を取り戻せる」


  「な……」


  　考えていたよりもずっと危険な代物だったことを知り、僕は息を呑のむ。


  「この槍に触れた時点でお前は敗れる。いや──お前自身が《天牢ウオルフ＝ライエ》というならば、私の僕しもべになると言った方が正しいか」


  「っ!?」


  　切っ先を向けられて、反射的に一歩後退する。それを見てヒースは挑発的に笑った。


  「──だからといって逃げはすまいな？　私に勝つこともできず未来を変えるなどとは、片腹痛いぞ？」


  「……もちろん、逃げるつもりなんてない」


  　負ければ僕の思い描く未来には届かない。だから勝って証明する。僕には自分の考えを実現させる力があることを。


  　右腕を構え、姿勢を低くして、ヒースを真っ直すぐに見つめる。


  　ここからは、前に出る。この牙きばを届かせる。


  　ヒースは僕の眼差しを受け止めて、目を細めた。左手から黒い文様が消える。《愚者の左手》を解除したのだろう。代わりに左手にも《狼を貫く音槍グングニル》を出現させた。


  　いや──それだけではない。ヒースの頭上にも何十本という赤い槍やりが現れ、穂先を僕に向ける。


  「《狼を貫く音槍グングニル》は《天牢ウオルフ＝ライエ》と同じく、千年前に三柱の《高次存在ヴイナー》の力を用いて生成したものだ。アル王が消えた今、新たな槍を作ることはできない。ゆえに──これが全て。百には足らぬ数だが、番犬の頸くび木きとするには十分だろう」


  　僕が勝負に出るのを察し、ヒースも本気になったのだと気づく。


  「──僕と由ゆ衣いはもう誰かに使われる道具じゃない。誰の飼い犬にもなる気はない！」


  　地を蹴けり、駆け出す。それと同時に溜ため込んだ力を肩口から放出して一気に加速。蒼あお白じろい流星となり、僕はヒースに迫る。


  　迎え撃つのは槍の雨。それぞれが意思を持つかのように《狼を貫く音槍グングニル》は僕に狙ねらいを定めて飛んでくる。いや……この槍が式しき神がみだというのなら、本当に自ら思考して動いているのかもしれない。


  　普段なら目で追うことも、把握することもできないほどの速度と数。しかし今の僕には全てを認識することが可能だった。


  《天牢ウオルフ＝ライエ》とはこの世界そのもの。知覚できないものはない。


  　最初に飛来した一本を紙一重で回避する。風を裂く音が遅れて聞こえた。恐らく槍の速度は音速を超えている。


  　いかに認識できようと肉体的・物理的な制約がある以上、逃げ場を奪われればおしまいだ。そうならないために、僕は肩口からの輝きで急加速をし、狼の口こう腔こうから放つ光で急制動をかけ、不規則なリズムで前進する。動きを読まれれば、槍に包囲されてしまう。


  　躱かわしきれる限度を超えないよう立ち位置を変え、槍の動きを予測する。


  　だが槍は一度避よけても再び浮き上がり、背後から僕を狙ってきた。ヒースに接近すればするほど、槍が飛来する方向は増え、次第に行動の選択肢が狭まってくる。


  　前方から十六本、後方から五本。拡大した知覚がこちらに放たれようとしている槍の気配を捉とらえる。身を捻ひねって避けられる量ではない。右に急加速して射線上から逃のがれるが、槍は僕を追うようにして次々と射出される。


  　音速に近い駆動が肉体を軋きしませる。歯を噛かみ締めすぎたのか、口の中に血の味が広がる。だがその速度を保たなければ槍に串刺しだ。


  　回避を続けながら、ヒースに接近する道を探す。しかし、ふと疑問が浮かんだ。


  　──これで、いいのか？　仮に槍を全部避けて決定打を与えても、ヒースは僕を認めるだろうか。


  　僕の提示した案を、ヒースは荒こう唐とう無む稽けいだと切り捨てた。すなわち僕には──《天牢ウオルフ＝ライエ》にはそれを為なす力がないと判断したのだ。


  　ゆえに僕が示すべきなのは、己おのれの可能性。今の《天牢ウオルフ＝ライエ》がヒースの考えている以上の存在であることを見せつけなければならない。


  　そのために、必要なことは──。


  　頭上から降ってくる槍やりを睨にらむ。


  「だあっ！」


  　狼の頭部を象かたどった右腕で地面を殴りつけ、その反動で僕は槍の中へと突っ込んだ。肩口から噴出する光で細かな調整を行い、ギリギリで槍の間を通り抜ける。


  　槍の雲を突破した僕は全ての力を推力へ回し、真っ直すぐに星空へと飛翔した。槍は百八十度回転し、穂先を僕へ向けて飛んでくる。


  　だが僕はさらに加速し、槍を引き離す。音速を超え、光となって、薄い雲を貫いて、天上へと駆け上がる。


  　辺りの風が身を切るように冷たくなり、息苦しさを覚えた。槍との距離がある程度開いたことを確認し、僕は上昇するのを止める。


  　眼下には遠く街の明かりが見えた。槍が凄すさまじい速度で僕に接近してくるのが、拡大した知覚で分かる。


  　──これだけの距離を取れば、槍はほぼ一直線に僕へ向かって飛んでくる。


  　引きつけて、守りが手薄になったヒースを狙ねらおうという作戦ではない。これはヒースの攻撃を一度に、正面から全て打ち砕くための戦法。


  　僕は自由落下をしながら頭を下へ向け、地上へとフェンリルを翳かざし、再び肩口から光を解き放つ。


  　先ほどとは逆に、僕は大地へと猛スピードで落ちていく。このまま行けば僕を追ってきた槍と交差する。


  　しかし避よけるつもりはなかった。貫かれれば《天牢ウオルフ＝ライエ》の支配権を奪われるという話を信じていないわけではない。《天牢ウオルフ＝ライエ》の創造主が言っているのだから真実なのだろう。


  　だけど《天牢ウオルフ＝ライエ》はヒースが作った頃のものとは違う。月の《世界蛇ウロボロス》を取り込み、二つの星を統すべる存在となっている。


  　──あの槍が天の狼を貫くためだけに存在しているのならば、こちらは〝蛇〟になってやる。


  　できるかどうかは分からなかった。けれどやらなければならない。そうしなければ可能性を示せない。


  　イメージする。かつて戦った月を統べる大蛇の姿を。そして呼びかける。今は《天牢ウオルフ＝ライエ》の一部となった《世界蛇ウロボロス》の欠片かけらへ──。


  　その姿を象る名は、すぐに思い浮かんだ。魔狼の兄弟神である大蛇の名前を借りて、導く力を定義する。


  「フェンリル──《形式モード・月を囲む蛇ヨルムンガンド》!!」


  　狼の頭部を象かたどっていた右腕が形を変える。青白く輝く体毛は薄緑色に光る鱗うろことなり、口こう腔こうから覗のぞく舌先は二つに割れる。


  　具現するのは蛇の頭。口には普通の蛇にはない鋭い牙きばが並び、竜と表現した方がしっくりくる猛たけ々だけしさを有していた。


  　そして右腕が変化を終えるのとほぼ同時に赤い槍やりが飛来する。


  　僕はそれを蛇の牙で受け止めた。接触した瞬間、右腕全体に痺しびれが走る。遠くなる感覚を繋つなぎ留め、右腕に力を込める。


  「──ああああああああああああああああっ!!」


  　槍の穂先を緑色に輝く牙が噛かみ砕く。


  　行ける──全く影響を受けないというわけではないが、《世界蛇ウロボロス》の力を前面に押し出せば《狼を貫く音槍グングニル》にも抵抗できる！


  　だが安あん堵どをする時間も、息を吐つく暇ひまもない。壊れた槍を押しのけて、次の穂先が僕に迫る。


  　右腕に力を込める、蛇の頭部を二倍近い大きさに肥大させる。僕はその巨大な口腔を開いて、機関砲のごとく連続して飛んでくる槍をまとめて呑のみ込んだ。


  　槍は蛇の口腔内で燃え盛る緑色の炎に焼かれて消化される。一瞬だけまた感覚が遠のくが、負けるものかと奥歯を食いしばった。


  　槍を壊しながら、僕は地上へ落ちていく。


  　砕き、砕き、砕き──呑み込み、燃やし、灰にして、《天牢ウオルフ＝ライエ》を従えようとする命令を拒絶する。


  　すると唐突に槍の猛襲が止まった。神社の境けい内だいで、落ちてくる僕を待ち受けるヒースと視線が交わる。どうやらヒースが両手に持っている二本の槍以外は、全て破壊できたらしい。


  　──あと少し！


  　右腕の痺れはひどく、ほとんど感覚もない。蛇の牙もいくつかが欠けていた。


  　だが残った力を振り絞り、ヒースに向けて降下する。ヒースは左手に持っていた槍を手放した。


  　自動的に狙ねらいを定めて音速で飛来する槍を僕は蛇の牙で受け止め、噛み砕く。ヒースはそれを見ながら最後の槍を両手で持ち、僕に対し構えを取る。


  　まるで植物が成長するかのように槍の柄が伸び、先端が三つ又またに分かたれた。


  　何をしたのかは分からない。だがあの槍がこれまでのものと違うのは明白だった。


  　けど──。


  　最後の最後で、逃げるわけにはいかない！


  　僕はありったけの力を右腕に注ぎ込んで、蛇の口を大きく開く。


  　天から襲おそいかかる蛇の牙。地から突き出される三つ又の槍。その先端が触れた途端、火花が散って爆風が巻き起こる。瞬またたく閃せん光こうに目が眩くらむ。


  　僕の牙きばはこれまでのように容易たやすく穂先を砕くことができず、空中で拮きつ抗こうした。


  　競せり合いながら僕はヒースに呼びかける。


  「その槍やりは……特別製か？」


  「……私の精神力を可能な限り喰くわせ、強度を上げただけだ」


  　額ひたいに汗を滲にじませ、掠かすれた声で答えるヒース。この一撃にヒースも全てを懸かけたのだと僕は知る。


  「どうしてそこまで頑張れるんだ……あんただって本当は英え里り香かを犠牲にしたくないはずだろっ!?」


  「──妻と、約束をした。娘たちの未来を守ると。それを為なす確かな道筋があるのなら、私にはそちらを選ぶ責任があるっ!!」


  　牙と変じた指先から次第に感覚が消えていく。槍と接触した部分からヒースの命令が《天牢ウオルフ＝ライエ》を浸食する。


  「責任……？　だったらどうして正まさ行ゆきさんを作ったんだ!?」


  「っ……」


  　ヒースの表情が険しくなった。わずかに穂先がぶれる。


  「──本当は、止めてほしいんだろ？　自分じゃ約束と責任に縛られて止まれないから、正行さんに本当の願いを押しつけたんだろっ！」


  「違う……」


  　否定の言葉を呟つぶやくヒースだったが、僕は構わず叫ぶ。


  「あんたはもう気づいてるはずだ！　自由に生きろと命じた分身が……英里香を守るために立ち塞ふさがった時点で、自分の願いを悟ったはずだ！」


  「違うっ！」


  「違わない！　正行さんと戦っている時のあんたは空っぽだった。空っぽの覚悟だけで戦っていた。そして事実、あんたは正行さんに勝てなかった！」


  　未み由ゆが寸前で止めなければ、正行さんの角はヒースの体に届いていただろう。


  「だから僕が正行さんの役割を継ぐ！　正行さんの代わりに──あんたを止めてみせる!!」


  　槍の浸食で鱗うろこが剥はがれ落ちはじめている蛇の右腕に意識を集中する。既に全力でこれ以上力を注ぐことはできない。必要なのは力の量ではなく質。どれだけ月の側の力を表に出せるか──。


  　月の力が具現した姿を思い出す。脳裏に浮かぶのは、美み傘かさ市を覆おおい尽くした異界の天使。天に芽吹いた逆さまの大樹。


  「ヨルムンガンド──《形式モード・月の天樹ユグドラシル》!!」


  　右腕全体が樹木の表皮で覆われ、さらに蔦つたと葉が鱗のごとく蛇の全身を包む。


  　右腕を侵していた痺しびれが消え、失われていた感覚が戻ってくる。樹木の外皮が《狼を貫く音槍グングニル》の命令を完全にシャットアウトした。


  「喰くらえ──っ!!」


  　右腕を押し込み、蛇の牙きばで三つ又またの穂先を噛かみ砕く。亀裂が穂から柄えへ届き、ヒースの手にあった最後の槍やりが粉々に砕け散った。


  「…………──」


  　ヒースは呆ぼう然ぜんと空っぽになった手を見つめる。


  「だああああああああああああああっ!!」


  　僕は生身の左腕を振り上げ、落下の勢いを乗せてヒースへ振り下ろす。頬ほおにめり込んだ拳こぶしはヒースを大きく吹き飛ばした。


  「これは──あんたに届かなかった正まさ行ゆきさんの拳の代わりだ」


  　蛇の右腕をクッションにして着地した僕は、倒れたヒースに告げる。


  「ぐっ……！」


  　ヒースは呻うめいて身を起こそうとする。けれど腕に力が入らないのが、再び背中を地面につけた。


  「選べなくて……遠回りな自殺を選ぶくらいなら、僕に力を貸してくれ。今の《天牢ウオルフ＝ライエ》ならきっと未来を変えられる！」


  「…………」


  　目を閉じ、ヒースは口を噤つぐむ。


  「あんたが創り出した《天牢ウオルフ＝ライエ》の可能性を信じてくれ！　ヒース＝ストーリング！」


  　僕がさらに訴えると、ヒースは瞼まぶたを閉じたまま呟つぶやく。


  「確かに……《天牢ウオルフ＝ライエ》は私の想像を遥はるかに超える存在へ昇華していたようだ。あれだけ自在に月の力を操れるのならば、お前の案もあながち絵空事ではないのだろう……」


  「じゃあ──」


  　勢い込んで僕は身を乗り出す。だが僕の言葉を遮さえぎって、神社の境けい内だいに悲鳴が響き渡った。


  



  「いやあああああああああああああああああっ！　父様ぁっ!?」


  



  　驚いてそちらを向く。いつの間に目を覚ましたのだろうか。境内の端で、英え里り香かが叫んでいた。四し肢しを失った正行さんに縋すがりつき、泣いていた。


  　見れば陽ひ名なちゃんとツグミも傍そばにいる。スーラと一緒に、沈痛な表情で英里香と正行さんを見下ろしている。


  　境内を見渡すとアリッサと未み由ゆの姿もあった。二人の戦いも終わっていたらしい。エノクは変わらず木造家屋の傍に立ち、英里香の方をじっと見つめていた。


  「何で……どうして……父様が、父様が！」


  　泣き喚わめく英え里り香か。すると正まさ行ゆきさんがうっすらと目を開けた。その動作だけで、顔に小さな亀裂が生まれる。


  「……すまないな、英里香。こんな姿を見せてしまって……」


  「と、父様っ!?　あ……い、今すぐ病院へ──いえ、治ち癒ゆ魔術を使います！　だから死なないでください!!」


  「残念だが……もはや私の体は医者でも魔術師でも治せない。事情を話す時間も残されてはいない……それは後で、啓けい介すけ君たちから聞いてくれ」


  　魔術を使おうとする英里香を制止し、正行さんは小さく笑う。


  「そ、そんなこと言わないでください！　治しますっ！　絶対に治しますから!!」


  　英里香は首をぶんぶん横に振って、回復魔術を詠唱し、発動させる。


  「癒しの光アベートライト！」


  　しかし金色の光が正行さんを包んでも、亀裂は塞ふさがることなくますます増えていく。


  「どうして……どうしてっ……」


  　ぽろぽろ涙を零こぼしながら、魔術を使い続ける英里香。


  「泣かないでくれ……英里香は何も悪くない。私は満足しているんだ……とてもね。英里香が最後の願いを聞いてくれるのなら、安らかに、笑って逝ゆける」


  「最後の……願い？」


  「ああ……事情を知れば英里香は大きなショックを受けるだろう。けれど決して自分を責めないでくれ。後ろを向かず、ただ前を見て、啓介君たちと共に未来を切り開いてほしい」


  　掠かすれ、ひび割れた声で正行さんは言い、ゆっくりと瞼まぶたを閉じようとする。


  「父様ぁっ!!」


  　絶叫する英里香。けれどそんな二人のやり取りに、割り込む声があった。


  



  「──感動的な別れの場面を邪魔して申し訳ないが、オレに一つ提案をさせてくれないかな」


  



  「え……？」


  　英里香が呆ぼう然ぜんと声の主の方を向く。僕を含め、他の皆も彼──エノク＝ケテルを見つめた。


  「ちょっとあんた、今の状況が分かってるの!?　エリカが今、どういう気持ちか考えなさいよ！」


  　アリッサが離れた場所からエノクを咎とがめる。だがエノクは息を吐ついて肩を竦すくめた。


  「十分に分かっているつもりだよ。まあ彼がこのまま死んでもいいのなら、黙っていてもいいけどね」


  「な──それって……」


  　驚くアリッサから視線を外し、エノクは正行さんを見る。


  「どうやら彼は手遅れな状態らしいが……オレになら救う方策がある」


  「ほ、本当ですかっ!?　教えてください!!　お願いします！」


  　英え里り香かが必死に頼むとエノクは頷うなずき、今度は僕へ眼まな差ざしを向けた。


  「啓けい介すけ、先ほどのやり取りを聞いていたが……彼がヒース＝ストーリングの分身だという話は本当かい？」


  「あ、ああ……本当だ。正まさ行ゆきさんはヒースの記憶を転写して作られたドールなんだ」


  「ふむ──ならば、ほぼ同一人物と言っても過言ではないね。運がよければ上う手まく〝混ぜる〟ことができるかもしれない」


  「ま、混ぜるって……まさか──」


  　エノクがやろうとしていることに気づき、僕は息を呑のむ。


  「そう、オレが《頂の雄鶏ヴイゾフニル》から受け継いだ混こん沌とんの魔術で、彼の魂をヒース＝ストーリングの精神へ〝混ぜる〟んだよ」


  「そんなことをして、大丈夫なのか？」


  「どうだろうな。失敗すれば廃人になるかもしれない。それに抵抗されても上手く混ぜられなくなる。だからこれは提案なんだよ。どうする──ヒース＝ストーリング？」


  　ヒースへ問いかけるエノク。スーラが「そんなのダメだよ、パパ！」と叫んだが、ヒースは静かにこう言った。


  「……好きにしろ。倉くら野の正行は命を懸かけて抗あらがい、結果として私はこうして地に臥ふしている。敗れた代償を払うことから……彼を生み出した責任を取ることから、逃げはしない」


  「また、責任か……」


  　僕が呟つぶやくとヒースは小さく笑う。


  「ある程度生きるとな……それまで自分が積み重ねてきた物事の延長線上にしか、進むことができなくなるんだよ」


  　その言葉を僕はいまいち理解することはできなかったが、ヒースの背負っているものの大きさだけは何となく伝わってきた。


  　ヒースの同意を得たエノクは、次に正行さんに問いかける。


  「キミはどうだ？　ヒースと混じってでも生きたいか？　それともこのまま綺き麗れいに死んでしまいたいかい？」


  　正行さんは自分に縋すがって涙を零こぼす英里香を見てから、途切れ途切れの声で答える。


  「……私は、生きたい……英里香と共に……生きて……いたい」


  「なら、話は決まりだ。啓介、ヒースを彼の傍そばに連れてきてくれ」


  　エノクの言葉に僕は頷き、右腕に具現していた月の蛇を解除する。そして自力で起き上がれないヒースに肩を貸して、境けい内だいの端へ向かう。アリッサと未み由ゆが駆け寄ってきて、僕を手伝ってくれた。


  「父様と、同じ顔……」


  　正まさ行ゆきさんの隣に寝かされたヒースを間近から見て、英え里り香かは驚きの表情を浮かべる。


  「時間がない。すぐに始めるぞ」


  　エノクは二人の額ひたいに手を当てて、目を閉じた。正行さんの亀裂は加速度的に増えている。もう声を発することもできないようだった。


  「パパ！　やだよっ！　パパがいなくなったらやだっ！」


  　一人納得していないスーラがエノクの腕を掴つかんで、引き離そうとする。だがヒースはスーラの肩に手を置き、首を横に振る。


  「スーラ、いいんだ。大丈夫……私はいなくならない。遠い昔に自ら手放したものを受け入れるだけだよ」


  「で、でもっ！」


  「心配ない。どうなっても……私は私だ」


  「パパ……」


  　ヒースに諭さとされ、スーラはエノクから離れる。


  　それと同時にエノクが鋭く告げた。


  「──〝混ざれ〟」


  　正行さんとヒースの体がびくんと痙けい攣れんする。アリッサたちの魔術のように光が発生するわけではないため、効果が発動しているかどうかは分かりにくい。


  　だがよく見れば正行さんの顔から表情が失われていくのに気づく。そして同時にヒースは苦しげに顔を顰しかめた。


  　その間にも正行さんの体は砕けていき、首の下まで崩壊が迫る。


  「父様！」


  　悲鳴を上げる英里香。そしてついに、頭部全体に深い亀裂が走り──細かい破片になって砕け散った。


  「あ、あああ……」


  　呆ぼう然ぜんとガラス質の破片になってしまった正行さんを見下ろす英里香。


  　エノクが目を開け、ヒースの額から手を退どける。


  「上う手まく……いったのか？」


  「さあね、彼の様子を見てみないと分からないな」


  　エノクは額の汗を拭ぬぐってから僕に答えた。


  　全員の視線がヒースに集まる。


  「う……」


  　苦しげな声を上げて瞼まぶたを開くヒース。頭痛を感じているのか、額に手を当てる。


  「ぱ、パパ……？」


  　不安げにスーラがヒースの顔を覗のぞき込む。するとヒースは口元に小さく笑みを浮かべた。


  「大丈夫だ……そう言っただろ、スーラ」


  「っ……パパっ!!」


  　顔を輝かせてヒースに抱きつくスーラ。英え里り香かはその姿を眺めながら瞳から涙を零こぼす。


  「やはり──父様はもう……」


  　しかしヒースは声を抑えて泣き出した英里香に手を伸ばし、自分の胸に抱き寄せた。


  「え……？」


  「英里香……私は、お前の父親だよ」


  「父様……なのですか？　本当に？」


  「……はっはっは、ヒーローというのは……案外しぶといものなんだよ」


  　その一言で英里香の表情から疑念の色が消えた。


  「っ!?　父様！　本当に父様なんですね!!」


  　涙を溢あふれさせ、しがみつく英里香。


  「ああ──そうだ。私は……ヒースであり倉くら野の正まさ行ゆきでもある……妙な感じだよ。ヒース＝ストーリングとしての立ち位置から見ると、急に英里香と過ごした十年余りの時を〝思い出した〟ような感覚で……倉野正行を主体として考えると転写されていたヒースの記憶が突然鮮明になった印象を受ける」
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  　英え里り香かとスーラの頭を撫なでながらヒースは言う。その言葉を聞いてエノクは興味深そうに呟つぶやいた。


  「近似していた部分が多かったせいか、想定以上に綺き麗れいな融合を果たしたらしいね。正直……成功したとしても記憶が混乱し、安定するには時間がかかると思っていたよ」


  「ありがとうございます……エノクさん」


  　英里香が顔を上げ、瞳を潤うるませながら礼を言う。


  「オレは単に自分の力を試してみたかっただけさ。面白いデータを得られたことだし、特に礼は必要ない」


  　肩を竦すくめ、皮肉っぽく笑うエノク。だけど恐らく英里香が泣き叫んでいなかったなら、エノクは提案を持ちかけることはなかっただろう。何となくだが、そう思う。


  　──でも〝混ざる〟というのは、実際どんな感じなのだろう。どちらが主というわけでもないのだろうか？


  　それが気になり、僕は二人の娘をあやすヒースへ問いかける。


  「あなたはこれから……どうするつもりなんですか？」


  　ヒース＝ストーリングと倉くら野の正まさ行ゆき──いったいどちらの想いを優先するのか、どちらとして生きていくのか……。混ざったとしても相あい容いれない部分はあるはずだ。だからこそ二人は死力を尽くして戦ったのだから。


  　ヒースは苦笑を浮かべ、口を開く。その表情には先ほどまで欠片かけらもなかった僕への親しみが感じられた。


  「難しい質問だな、啓けい介すけ君。すぐには……答えられそうもない。だが、一つだけ確かなことはある」


  「確かなこと？」


  　問い返すとヒースは英里香とスーラを見つめ、温かな笑みを浮かべる。


  「私は〝娘たち〟を天てん秤びんにかけることはできない。それだけは……はっきりしているよ」


  　その答えを聞いて、僕は知る。


  　今の彼はただ、ウルトさんとヴェルさんとスーラと英里香──四人の娘の父親であるのだと。


  　もう争う理由は存在しない。僕らが守りたいと願う人たちは同じ。


  　だからきっと、共に立ち向かえるはずだ。


  　空の向こうからやってくる、理不尽で無慈悲な〝おしまい〟に──。
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  CHAPTER４

  第四章　魔術師・倉野英里香

  啓介お兄様、あの約束……覚えていますか？


  
    １

  


  



  　ヒースとの戦いが終わった翌日──十二月四日金曜日、午前五時十二分、地球に接近していた小惑星が木星の付近で軌道を変えた。


  　他の天体が衝突したためか、それとも木星の重力に影響を受けたのか……原因は不明。だが想定外の〝偶然〟が起こったことだけは間違いなかった。


  　それにより小惑星は地球との衝突コースへと移行。衝突予測時刻は十二月二十三日の深夜。落下予想地点は太平洋のど真ん中。


  　スーラが《流れし星ほし竜りゆう》の力で予知・把握したこの情報は、科学技術によっても観測・計算できるものだった。


  　しかし小惑星が軌道を変えてから一週間経たった十二月十二日現在でも、この情報は公に発表されていない。


  　僕は遠とお見み神社の境けい内だいへ続く石段の一番下に腰かけ、薄い雲に覆おおわれた白っぽい冬空を見上げる。


  「──偽装は上う手まくいっているみたいですね」


  　独り言ではない。隣に立つウルトさんに向けた言葉だ。


  「まあ、今のところはね。とりあえず地球上からの光学的な観測は全てごまかせていると思うわ」


  　ウルトさんは腕を組み、少し歯切れの悪い返事をする。


  　世界の〝おしまい〟に対処するため僕らが最初に起こした行動は、巨大隕いん石せき衝突の情報秘ひ匿とく。


  　もしも世界滅亡の噂うわさが広まれば、未来に絶望した人々が後先を考えない行動に出るかもしれない。戦争や暴動が起きる可能性も高い。犯罪は増加し、死者も多く出るはずだ。


  　僕らが小惑星を何とかできたとしても、その人たちは〝おしまい〟に命を奪われたことになる。それではダメだ。英え里り香かが責任を感じてしまう。自分のせいで誰かが死んだのだと思わせたくない。


  　だから僕らは情報の隠いん蔽ぺいを選択した。一週間前からずっと、ウルトさんが作った星竜のドールが、地球の軌道上で光に干渉する結界を作り出している。これにより天文台などが世界の危機に気づくことはないはずなのだが──。


  「何か、心配なことがあるんですか？　ドールのエネルギーが足りないとか……」


  　不安げなウルトさんに僕は訊たずねる。


  「ああ、それは大丈夫よ。干渉している範囲は広いけれど効果は単純な魔法だから、二十三日までは余裕で持つわ。あたしが気にしているのは衛星のことよ」


  「衛星？」


  「ええ、この時代の人たちって地球の外へ向けて観測衛星をいくつも打ち上げているんでしょ？　さすがに地球から遠く離れた衛星が送ってくる情報までは偽装できないわ」


  　それはもっともな心配だったが、横から別の声が会話に割り込んでくる。


  「オレは大丈夫だと思うけどね。地上に数あま多たある観測所と衛星からの情報が食い違えば、普通は衛星の方が誤りだと判断するだろう」


  　僕とウルトさんから少し離れた木陰に立って肩を竦すくめるのはエノク＝ケテル。


  　そう、この場にいるのは僕とウルトさんとエノクの三人。なかなかに奇妙な組み合わせ。


  　現在の遠とお見み神社は作戦会議や情報交換を行う、僕らの拠点だ。今日──現状の報告に現れたのがたまたまこの二人だったため、このような状況になっていた。


  「そういうエノクの方はどうなんだ？　予言はもう広がってるし、裏の世界では混乱が大きくなってるんじゃ……」


  「確かに騒いでいる奴はいるな。だがキミがヒースに勝ったせいか、予言はかなり曖あい昧まいな状態に戻った。千年前のようにこのまま消えると考えている者が大半だよ。まあできれば綺き麗れいさっぱり消してほしかったところだけどね」


  　エノクはそう言うと僕へ含みのある視線を向ける。


  　予言が完全に消えていないのは、これから僕が行おうとしている作戦が百％成功する保証がないことを意味している。一番不安なのは僕だと考えているのだろう。


  　ウルトさんも少し心配そうに僕を見る。


  「ケイスケ、情報を隠すことで確かに無用な混乱は避けられたわ。でもそれは人々から選択の機会を奪うことでもある。もし私たちが失敗すれば、皆〝死ぬ前にやっておきたいこと〟を果たせずに終わってしまう。それは最悪の結末よ？」


  「……はい、分かってます。そんなことにはさせません。絶対、成功させます」


  　拳こぶしを固め、僕は言う。ウルトさんは表情を緩ゆるめて頷うなずいた。


  「うん──いい返事ね。じゃあ私は方はこ舟ぶねへ戻って準備を進めるわ」


  　僕の頭を軽くポンポン叩たたいてから、ウルトさんは転移魔術を唱となえて姿を消した。


  　それを見たエノクも黙って立ち去ろうとする。僕は少し躊躇ためらいながらもその背中に声をかけた。


  「エノク──正直、助かってるよ。正まさ行ゆきさんのこともそうだし……まさか裏世界の情報操作にまで協力してくれるとは思わなかった」


  「……今回だけさ。世界が終わってしまって困るのは、こちらも同じだからね。それに倉くら野の英え里り香かには借りがある」


  　足を止め、振り返らないまま答えるエノク。


  「あれ？　鈴りんちゃんを助けた時の借りは返したって前に言ってなかったか？　目玉の化け物を足止めした時にさ」


  　そう指摘をすると、エノクはこちらを振り向いて僕を睨にらむ。


  「……細かいことを覚えているんだな」


  「いや、そんなに細かくないだろ。っていうかエノクは借りを返したこと忘れてたのか？」


  　僕が問いかけると、エノクは長々と嘆息する。


  「そんなわけないだろう……単にごまかしたかっただけだ」


  「じゃあ、本当の理由はなんなんだよ？」


  　顔を顰しかめるエノク。気分を損ねたのか僕から視線を外し、黙って歩き出す。だが鳥居を潜くぐる直前で、小さな返事が聞こえた。


  「……子供が泣いているのを見るのは、嫌いなんだ」


  「────」


  　僕は何も言えずに、神社から出ていくエノクを見送る。


  　もしかしたらエノクは泣き叫ぶ英え里り香かに、死んだ妹の姿を重ねたのかもしれない。


  　何だか聞いてはいけないことを聞き出してしまったかのような気まずさを感じながら、僕は石段を上りはじめる。


  　その間に太陽は傾き、西の空が赤く染まった。


  　今日は金曜。平日だと神社へ来るのはどうしても夕方以降になる。正直、呑のん気きに授業を受けていられる心境ではない。しかし僕の〝準備〟は夜にならないとできないため、学校をあえて休む意味もなかった。


  　境けい内だいに辿たどりつくと、社殿の前で一人佇たたずむ英里香を見つけた。


  　英里香は神に祈るわけでもなく、ただじっと夕焼け空を見上げていた。


  「──英里香」


  　ちょっと緊張しながら呼びかける。恐らく僕にもう気づいていたのだろう。驚いた様子もなく、英里香はこちらを向く。その視線は鋭く、唇はぎゅっと真ま一いち文もん字じに引き結ばれている。凄すさまじく不機嫌そうな面おも持もちだ。


  　──やっぱり今日もダメか。


  　僕は心の中で溜ため息いきを吐つく。


  　一週間前、英里香に全ての事情を話してからというもの──ずっとこんな調子だ。まあ誰に対してもというわけではなく、僕とヒース（正まさ行ゆきさん）限定なのだが。


  「えっと……アリッサやヴェルさんはどこに行ったんだ？」


  　僕は恐る恐る問いかけた。


  　英里香は毎日この神社で、アリッサとヴェルさんに魔術のレクチャーを受けている。だが今は二人の姿は見えなかった。


  「…………」


  　無言のまま木造家屋の方を指差す英里香。


  「あっちにいるのか……何をしてるんだ？」


  　もう一度問いかけると英え里り香かは渋々口を開く。


  「……魔術の研究をしています。啓けい介すけお兄様の作戦において、最も効果を発揮する魔術を新たに開発してるんです」


  「じゃあ、英里香は？」


  「私は──自主練中です。イメージトレーニングをしていました」


  　返事はしてくれるものの、口調はかなりぶっきらぼうだ。全身から、どこかへ行ってくれオーラが発散されている。


  「な、なあ……やっぱり、怒ってるんだよな？」


  　僕は勇気を出して踏み込んだ質問をしてみた。


  　普段はアリッサたちが傍そばにいて突っ込んだことは聞けなかったが、今は二人きり。きちんと話をするにはいい機会だろう。


  「……怒ってません」


  　英里香は首を横に振るが、その声には明らかに苛いら立だちが混じっている。


  「予言のこと……英里香自身のこと……知っていたのに黙っていたのは悪かったと思ってる。本当に、ごめん」


  「だから……私は怒ってません。謝らないでください」


  　低い声でまた否定する英里香。


  「でも、どう見ても──」


  「怒ってません」


  「だけど──」


  「怒ってません！　怒れるわけないじゃないですか!!」


  「え……？」


  　僕は困惑する。怒鳴られたことにではなく、〝怒れるわけない〟という言葉が分からなくて。


  　英里香は僕を睨にらみつけ、掠かすれた声を絞り出す。


  「怒れるはず……ないです。私を守るため、命がけで戦ってくれた……父様や啓介お兄様たちに怒っていいはずありません。そんなことをしたら……父様たちがしたことを、否定することになってしまいます……」


  　小さな手をぐっと固め、英里香は言葉を続ける。


  「私がすべきなのは……感謝だけです。ありがとうございます、啓介お兄様。私を……守ってくれて……嬉うれしかったです」


  　そう言って頭を下げる英里香。だがその声こわ音ねからは、まったく正反対の感情が伝わってきた。英里香はとても、とても、悔しそうだった。


  　僕は英里香が理屈で感情を抑え込んでいることを悟る。


  　英え里り香かは……頭がよすぎるのだ。大人びているから、相手の気持ちを推おし量はかることができるから、我わが儘ままを口に出せないでいる。


  　けれど正しい態度が、必ずしも自分にとって是とはかぎらない。


  　だから僕は英里香に言う。


  「──怒っていい」


  「え？」


  「本当に全てを……命を燃やし尽くして戦った正まさ行ゆきさんには怒れないかもしれない。でも僕には怒っていい。何を言ってもいい。英里香が我慢してたものをぶつけて構わない」


  「そんなこと……できません。きっと、私のこと恩知らずだって……軽けい蔑べつされて……私のために頑張ってる皆さんを嫌いやな気持ちにしてしまいます……」


  　目に涙を浮かべて英里香は首を振る。


  「大丈夫だ。今ここには僕しかいない。そして僕は英里香を絶対に軽蔑しないし、嫌わない。約束する」


  「っ……」


  　英里香が肩を震ふるわせる。下唇を噛かんで俯うつむく。


  「……か」


  　しばらくして小さな呟つぶやきが聞こえた。


  「英里香？」


  　僕が呼びかけると英里香は勢いよく顔を上げ、大声で叫んだ。


  「バカ!!　バカバカバカバカバカバカバカバカ──啓けい介すけお兄様のバカっ!!　どうしてそんなに優しくするんですか！　なんで世界を〝おしまい〟にしてしまう私なんかを守ろうとしたんですか！　私は啓介お兄様や……父様が傷つくぐらいだったら、自分が死んだ方がマシだった!!」


  　叫びながら英里香は僕にぶつかってきて、両手で僕の胸を叩たたく。


  「それなのに──それなのに……小惑星の軌道が変わって……もうどうしようもなくなってから私に事情を話すなんて卑ひ怯きようです！　私に何も選ばせてくれないなんて、ひどいです！　父様も、啓介お兄様も、自分勝手すぎます!!」


  　溜ため込んでいた想いが神社の境けい内だいに響き渡る。


  「もう……頑張るしかないじゃないですか！　今更私がいなくなっても意味がないなら……少しでも皆さんの力になるため、魔術の練習をする以外ないじゃないですか！　そんな状況を作ってくれたことが嬉うれしくて……悔しくて情けないんです！　何も知らなかった自分が許せないんですっ！　ううっ……わああああああああああああああんっ───！」


  　ついに声を上げて英里香は泣き出す。僕の胸を叩く腕から力が抜け──代わりに制服の上着にしがみついて、顔を埋うずめる。


  　優しい言葉も、態度も、きっと今は英え里り香かを追い詰めるだけだろう。


  　だから僕は英里香を慰めることも、抱きしめることもせず、ただ動かずに英里香の泣き声を聞いていた。


  　英里香が泣き止やむまでこうしていよう。


  　僕はそう決意したものの……しばらくして現れたアリッサに英里香を泣かせたと勘違いされ、容よう赦しやない跳び蹴げりを喰くらう羽目になったのだった。
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  　十二月十四日、月曜日。


  　僕は西日が射し込む放課後の教室で、ぼんやりと明かりの消えた蛍光灯を見上げていた。普段ならすぐに帰り支度をして神社へ向かうのだが、今日は学校でやることがある。


  「遅いですねー……」


  　隣の机に腰かけて、足をぶらぶらと揺らしながら陽ひ名なちゃんが呟つぶやく。教室にいるのは僕と陽名ちゃんの二人だけ。


  「……やっぱり学外のイベントだし、難しいのかもな」


  　望みは薄いかもしれないと僕は息を吐つく。


  「難しくてもやってもらわなければ困るです。雪ゆき絵えたちがダメだったなら、次はわたくしが行きます。どんな手を使ってでも許可を出させてみせるのですよ」


  「相変わらず、陽名ちゃんは頼もしいな。協力してくれてホントに感謝してる」


  「何を言っているのですか。力のあるアリッサさんや未み由ゆさんとは違って、わたくしたちにできることは限られているのですから……せめてこれぐらいはさせてくださいです」


  　陽名ちゃんは頬ほおを膨ふくらませ、僕を睨にらむ。その時、廊下から足音が聞こえてきて教室の扉が慌ただしく開かれた。


  「許可、取ってきたわよ！」


  　そう言って一枚の書類を堂々と掲げるのは冬ふゆ上がみ雪絵。その後ろから紙の束を抱えたツグミも教室へ入ってくる。


  「お待たせしました、センパイ。コピー機を使わせてもらえたので、二百枚ほど刷すってきました」


  　ツグミは僕の机に紙束を置いて言う。紙には花火のイラストが描かれており、遠とお見み神社花火祭り──開催日時十二月二十三日という文字が大きく記されていた。


  　これは〝おしまい〟と対たい峙じする日に、遠見神社で行われる祭りのポスター。


  　人々が集う祭りは神の──由ゆ衣いの存在を確かにする。《天牢ウオルフ＝ライエ》において由衣の自意識が強まれば、より精密で大胆な力の制御が可能になる。


  　そのため僕らは急きゆう遽きよ、遠とお見み神社で祭りを開くことにしたのだ。ほんの少しでも作戦の成功確率を上げるために。


  　普通なら準備期間が短すぎて実現は不可能だっただろう。しかし花火は友とも月づき家の伝つ手てで、市の許可はヒース（正まさ行ゆきさん）が根回しして、何とか得ることができた。


  　陽ひ名なちゃんと冬ふゆ上がみとツグミは、その宣伝活動に協力してくれている。


  「それじゃあ皆で協力して、学内の掲示板に貼はりまくりましょう。どれだけ貼っても先生や生徒会は文句一つ言わないから安心していいわ」


  　自慢げに言う冬上を僕は半はん眼がんで見やる。


  「冬上……いったいどんなふうに交渉したんだ？」


  「別に普通よ？　人道的、法律的、校則的に許される範囲内であらゆる手を駆使しただけ」


  　あらゆる手……か。本気になった冬上の恐ろしさはよく知っているので、僕は先生や生徒会役員に少し同情する。


  「ユキちゃん、私はちょっと多めにポスターもらいます。教会でも宣伝しようと思うので」


  「いいわよ、ツグミちゃん。もし足りなくなったらどんどん学校でコピーしなさい。先生方は快こころよく協力してくれるはずだから」


  　その辺りまで冬上の交渉は及んでいるらしい。


  「あ、女子寮には貼ってもいいのでしょうか？」


  　陽名ちゃんの問いに冬上は頷うなずく。


  「ええ、各寮長の許可もついでに取ってきたわ。だから私と陽名さんは女子寮、遠見くんは男子寮担当ね。さっき山やま崎ざきくんと宮みや島じまくんにも電話しておいたから手伝ってくれるはずよ」


  　完かん璧ぺきな手回しに僕は脱帽する。やはり人を動かすことに関して、冬上の手腕は群を抜いていた。


  　陽名ちゃんはポスターを手に取って頷く。


  「それだけ宣伝したらきっと明日にはこの噂うわさでもちきりになりますね。ただ、反応がちょっと心配です。クリスマスイブの前日に花火なんて時期外れだと思われないでしょうか？」


  「時期外れだとしても、派手な催し物には皆注目するわ。前夜祭的なノリで集まってくるはずよ」


  　冬上が自信たっぷりに断言すると、本当にそんな気がしてくる。ただ陽名ちゃんは「イブが既に前夜祭みたいなものだと思うのですが……」と小さな声でつっこみを入れていた。


  　ツグミは自分の分のポスターを胸に抱き、僕に笑いかける。


  「センパイ……ポスター貼りが終わったら、後は私たちに任せてください。商店街にも呼びかけて、きっと賑にぎやかなお祭りにしてみせますから」


  「ああ──よろしく頼む」


  　僕は頷き、ポスターを持って立ち上がる。


  　皆が頑張ってくれている、力を貸してくれている。


  　英え里り香かのためだという人、家族のためだという人、自分のためだという人、僕のためだといってくれる人──動機は様々だが、同じ目的に向かって最善の努力を重ねている。


  　そんな僕らの間で、最近とある合い言葉が決められていた。


  　冬ふゆ上がみが片手を挙げ、その言葉を告げる。


  「じゃあ皆──お祭りを成功させて、最高のクリスマスを迎えるわよ！」


  「「「おーっ！」」」


  　僕と陽ひ名なちゃんとツグミも腕を挙げて応じる。


  　クリスマス──それは〝おしまい〟の向こう側にあるもの。本来なら存在しない未来。


  　僕らは絶対に、そこへ辿たどりついてみせる。
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  　十二月十八日、金曜日。


  　夕方──僕はいつものように神社で情報交換をした後、未み由ゆの屋敷へ向かう。


  　緩ゆるやかな坂道を上がり、長く高い柵さくに囲まれた屋敷に到着する頃には太陽は完全に沈んでいた。


  　僕は二週間前からずっとここで〝おしまい〟と対決するための準備を続けている。呼び鈴を押すと通用口ではなく大きな門が開き、黒塗りの外車が出てきた。窓ガラスを開け、未由の執しつ事じである九く棚だなさんが顔を出す。どうやらちょうど出かけようとしているところだったらしい。


  「お帰りなさいませ──遠とお見み様。実はこれから祭りの件で商工会や警備関係者の方々と打ち合わせがあるんですよ。食事は香か織おりが用意していますから、ご安心ください」


  　花火大会の運営を仕切ってくれている九棚さんは、そう言って車で走り去っていった。


  　というか毎日のように訪れているせいか〝いらっしゃいませ〟ではなく、お帰りと言われてしまったことに妙な気分になる。


  　長い前庭を抜け、正面の玄関から入り、メイドの香織さんに挨あい拶さつをして、真っ直すぐに目的の場所へ向かう。そこは以前学園祭でバンド演奏をすることになった時、練習に使った広い部屋。窓がなく防音も完かん璧ぺきな部屋の中にはグランドピアノが置かれ、その前に未由が座っていた。鍵けん盤ばんの蓋ふたは閉じられていて、その上にノートや教科書が広がっている。


  「あ──お帰り、啓けい介すけくん」


  　宿題を片付けていたらしき未由は、僕に気づいて顔を上げた。


  「ただいま……」


  　またもやお帰りと言われた僕は苦笑を浮かべて返事をする。


  「じゃあ、早速始めよっか。とりあえず夜ご飯まで──いつもみたいに」


  　未み由ゆはレッドロウの柄えを握りしめ、赤い刃と円陣を出現させた。僕も右腕に意識を集中し、《天牢ウオルフ＝ライエ》の力をフェンリルとして具現する。


  　感覚が拡大し、すぐ傍そばに由ゆ衣いの姿が浮かび上がる。普段は目に映らない由衣だが、《天牢ウオルフ＝ライエ》の力を使った時に限り見えるようになったのだ。


  「お兄ちゃん、今日も頑張ってね」


  　僕にだけ聞こえる声で由衣が応援してくれる。僕は由衣に頷うなずき返し、フェンリルの牙きばでレッドロウの刃を軽く噛かんだ。


  「行くよ、啓けい介すけくん。王命移行──統治から侵略へ──《形式モード・嘆きの炎剣ハラコースト》！」


  　未由の言葉と共にレッドロウが姿を変える。細身の直刀から無骨な曲刀へ──赤い円陣が消え、刀身に炎が纏まとわりつく。


  　レッドロウを包む炎は、接触している牙からフェンリルへと燃え移ってきた。


  「ぐっ……」


  　最初は少し暖かい程度なのだが、肩口近くまで炎が伝わってきた時──一気に激痛が走る。熱いのではなく、痛い。毛穴から骨の中へ炎の舌が侵入してくるようだった。


  「啓介くん、大丈夫？」


  「あ、ああ……まだいける。続けてくれ」


  　僕は痛みを堪こらえ、未由に言う。


  　だがすぐに痛みは許容量を超え、目の前が真っ白になり……気がつくと僕は床に倒れていた。


  　床に膝ひざをついた未由が、心配そうに僕を見下ろしている。


  「気を失ってたのか？」


  「うん……完全に白目剥むいちゃってたよ。なかなか上う手まくいかないね。やっぱり、取り込める力の量には限界があるんじゃない？」


  「いや……限界の問題っていうより、レッドロウの炎を上手く制御できてない感じなんだよな」


  　僕は身を起こし、生身に戻った右腕を見ながら言う。


  　僕らは今、《天牢ウオルフ＝ライエ》とレッドロウの炎を融合しようと試みている。


  　ヒースが言うには、今の《天牢ウオルフ＝ライエ》は月の力を全て統括しているわけではないらしい。レッドロウが月の法を部分的に管理しているため、《天牢ウオルフ＝ライエ》は月界の神としてはまだ不完全なのだ。


  　ゆえにもしも《天牢ウオルフ＝ライエ》の力が〝計画〟を成し遂げるのに不十分だった場合、未由の協力が必要になる。


  　その時のために、僕は未由と力を合わせる練習を繰り返していた。


  「本番まであともう四日だ……時間がない、もう一度──」


  　万が一の備えではあるが、手は抜けない。僕は再度のチャレンジを申し入れようとするが、コンコンとドアのノックが部屋に響いて肩を落とす。


  　どうやら、食事の時間らしい。


  



  



  　未み由ゆの屋敷での夕食は、ここ最近ずっと賑にぎやかだ。何しろ、人数が多い。


  　陽が沈んでからも魔術の研けん鑽さんを続けていたアリッサとヴェルさんが、この時間になると英え里り香かを連れて帰ってくる。


  　さらに日中は倉くら野の正まさ行ゆきとして髪を光学魔術で黒く染めて活動していたヒースも顔を出し、スーラまでどこからともなく現れる。


  　これに僕と未由を含めれば総勢七人。この大所帯を毎日快こころよく受け入れてくれる九く棚だなさんと香か織おりさんの懐ふところの広さには感服するしかない。


  　感謝しながら美お味いしい料理を口に運ぶ。この時間は、本当に楽しい。


  　和なごやかに、幸せそうに言葉を交わしながら食事をするアリッサとヴェルさん。


  　正行さんとして英里香に接すると「こんなのパパじゃない！」とスーラに泣かれ、ヒースの口調でスーラと話せば「父様……」と英里香に悲しい顔をされ、慌てるヒース（正行さん）。


  　見ているだけで飽きないし、自然と笑みが零こぼれる。だが隣に座る未由はどこか浮かない顔をしていた。その視線がヒースへ向いている。


  　未由が時々ヒースに対してこういう反応を見せることには以前から気づいていた。理由は察しがつくため、あえて訊たずねることはしなかったのだが……ここまで長引くと時間では解決できないのかもしれない。


  　だから僕は食事が終わって先ほどの部屋へ戻る途中──思い切って未由に問いかけてみた。


  「もしかして、まだ気にしてるのか？　正行さんを刺したこと……」


  　静かな廊下に思ったより大きく僕の声が反響する。


  「うん……まあ、ね」


  　足を止め、廊下の窓から屋敷の裏手に広がる小さな森を眺めながら頷うなずく未由。やはり僕の予想は当たっていたらしい。


  「でも、あの時、未由が止めなかったらヒースは死んでたかもしれない。それに未由が斬きったのは正行さんじゃなく、レストタクトと禍まがつ神かみだ。今、英里香とスーラの二人が笑っていられるのは未由のおかげだと思う」


  「それは結果論だよ。私はあの時、正行さんが壊れると分かっていて──取り憑ついていたモノを祓はらったの。あの人を切り捨てたことに変わりはないから……やっぱり負い目は感じちゃう」


  「未由……」


  　僕は何を言えばいいか分からず、未由の肩に手を伸ばす。だが未由は小さく首を振り、自分の胸に手を当てた。


  「気遣ってくれたのは嬉うれしいよ、ありがと。でも、この痛みは消しちゃいけない気がするから……慰なぐさめたりしないでね、啓けい介すけくん」


  「────そっか、分かった。未み由ゆの中で、もう答えは出てるんだな」


  　未由の肩に触れる寸前だった手を下ろして僕は頷うなずく。


  「……ごめんね。こういうこと、もうちょっと早めに打ち明けておくべきだったよね。啓けい介すけくん……ずっと気にしてた？」


  「まあ一応、結構前から。だけど僕もあえて聞かなかったんだし、未由が謝る必要はないって」


  　僕がそう言うと、未由は顔を伏せる。


  「実を言うと……ね、私も啓介くんに聞きたくて……でも、なかなか聞けなかったことがあるの」


  「え？　そうなのか？　じゃあ今、聞いてくれていいぞ」


  「──あのね……私がヒースさんに味方したこと……怒ってない？　私、啓介くんに嫌われてない？」


  　恐る恐るといった様子で、上目遣いに僕を見る未由。


  「へ……？　未由は僕のことを考えて行動してくれたんだから、怒る理由なんて何もないじゃないか。まして未由を嫌いになることなんて絶対にない。そんなことを心配してたのか？」


  「そ、そんなことって……私にとってはすっごく不安なことだったんだよ？」


  　頬ほおを膨ふくらませ、未由は僕を睨にらむ。


  「ご、ごめん……」


  　だが僕が謝ると未由の表情から険けわしさが消え、口元に笑みが浮かぶ。


  「──ふふ、何やってるんだろうね……私たち。すぐに解決するはずのことを長い間悩んで、馬鹿みたい」


  「はは……確かにそうだな」


  　二人でしばらく笑い合った後、未由は大きく息を吐つく。


  「ふう……胸の閊つかえが取れてすっきりしたよ。何だか今なら、力を合わせる練習も上う手まくいく気がする」


  「ああ、僕もだ」


  　全く同じことを考えていた僕は頷いた。


  　そして──その予感は的中することになる。


  　互いの中にあった相手へ秘密にしていた気持ち。結局のところそれが力を融合させる上で大きな障害になっていたらしい。


  　ささいな遠慮が世界の危機に繋つながっていたことを知った僕らは肩を落とし、一つの約束をした。


  　これからはできるだけ遠慮をせず、気になったことは確かめよう──と。
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  　十二月二十二日、火曜日。


  　世界の〝おしまい〟まであと一日。


  　花火祭りを翌日に控えた遠とお見み神社では屋台などの設営が進み、普段からは考えられないほど多くの人たちが行き交っていた。


  　だが神社裏手の森の中にある空き地までは喧けん噪そうも届かない。この空間は英え里り香かが魔術の修行を続ける間に自然と出来上がった場所だ。


  　ここ最近練習しているのは攻撃魔術ばかりなので、当然といえば当然の結果といえる。


  　そこで今、特別な〝儀式〟が行われていた。


  　赤く染まった空の下、広場の真ん中で向かい合うのはアリッサと英里香。


  　僕とヴェルさんは二人の様子を離れた場所から眺めている。


  「英里香──今日まで、よく頑張ったわね」


  　アリッサが静かな口調で英里香を労ねぎらう。


  「お師匠様……」


  「あなたは《流れし星ほし竜りゆう》の魔術を全て覚えて、きちんと制御ができるようになった。まあ実際に試せない五節の《召喚サモン》や、あたしも《姿の言葉シヤープワーズ》を知らないお爺じい様やお母様の魔術は別だけど……基本的にあたしができることは英里香にもできるわ。だから──」


  　そこでアリッサは言葉を切り、英里香に微ほほ笑えみかけた。


  「これで、英里香はあたしから卒業。もうあなたは、一人前の魔術師よ」


  「私が……一人前」


  　英里香は緊張した面おも持もちでその言葉を繰り返す。つまりは免めん許きよ皆かい伝でんだ。いくら毎日特訓したといってもかなり早い。恐らく過去のエリカ＝クラノと同位体であるという英里香の特質も大きく作用したのだろう。


  「そうよ、ここから先は英里香が自分で道を切り開いていくの。魔術を早く使うために無詠唱の練習をしたり、新しい魔術を開発したり、伯お母ば様みたいに魔術を他の技術に応用したり……好きなように魔術を極めていったらいい」


  　そこでアリッサは恥ずかしげに頬ほおを掻かく。


  「お爺様やお母様を見たら分かると思うけど、あたしもまだまだ修行中よ。きっと長い道のりになると思うわ。だからその餞せん別べつに、英里香のためだけに作った魔術衣をあげる」


  「私だけの魔術衣、ですか？」


  　問い返す英里香にアリッサは頷うなずく。


  「ええ、今から言う《姿の言葉シヤープワーズ》を繰り返して」


  「はい、分かりました！」


  　気合いの入った返事を聞いてアリッサは満足そうに笑い、ゆっくりと一音一音丁てい寧ねいに《姿のシヤープ言葉ワーズ》を英え里り香かに伝える。


  　英里香は目を閉じ、アリッサの言葉を正確に復唱しはじめた。


  「暗き蒼あおの海、流れし光の連なり。遠き宙そら駆かける星の竜」


  　頭上の星空へ祈りを捧げるように言葉を紡つむいていく英里香。


  「たゆたい、泳ぎ、止とどまることを忘れし、永久に巡り巡る者」


  　隣に立つヴェルさんが小さく呟つぶやく。私がアリッサに《夜星の法衣セラフヴエール》をあげた時のことを思い出すわ──と。


  「輪転せし輝き。集い、紡がれるは、星の衣」


  　英里香の声こわ音ねには、泣いて僕に心中を吐と露ろした時の不安定さはない。


  「限りなき時を束ね、見果てぬ空を包み、大河を纏まとう！」


  　四節の《姿の言葉シヤープワーズ》が完成し、アリッサは最後に英里香へ魔術の《起動言語トリガー》を教えた。


  　その特別な言葉を英里香は高らかに告げる。


  



  「無限の光衣インフイニテイ！」


  



  　金色の糸が英里香の体を包み、眩まばゆい衣装を織り上げる。そして光が弾けるようにして、英里香の法衣は具現した。


  　アリッサのものと同じく白と黒を基調とし、服のあちこちに幾き何か学がく模様が描かれている。だが衣装のデザインは少し現代風で、全体的な印象はかなり違う。


  「わあ……」


  　自分専用の法衣を見下ろして歓声を上げる英里香。その反応にアリッサは少しほっとした顔をして解説する。


  「気に入ってくれたみたいでよかったわ。前に英里香が着てた魔法少女の衣装をモデルにしてみたのよ。まあ大人になってからも着ることを考えて、少し派手さと露出は抑えたけどね」


  「ありがとうございます、お師匠様！　何だか体が軽いです！」


  「大気や重力へ干渉して英里香の動作を補助しているのよ。とりあえずそれを着ていれば普段の二倍以上速く動けるし、高く跳べるわ」


  「わ……風が私を支えてくれているような感じがします」


  　ぴょんと軽く飛び跳ねるだけで、英里香の体はふわっと浮き上がった。


  「言っておくけど、こんな機能は序の口よ？　攻撃に対して自動的に斥せき力りよく場ばを発生させる防御機能とか、魔術の増幅機能とかもあるし、何よりそれは完成した魔術永久機関なの」


  「永久機関……？」


  「一度具現化させたら維持に全く精神力を必要としないのよ。制御に意識を割さかなくてもいいし、英里香でも他の魔術と併用することができると思うわ」


  「すごいです……どうやったらこんな魔術を創れるのか、想像もつきません」


  　尊敬の眼まな差ざしを向けられたアリッサは、少し気まずそうに視線を逸そらす。


  「実を言うと、だいぶお母様に助言してもらったんだけどね。あたし一人じゃ何年かかっていたか分からないわ」


  「それでも、この魔術を定義したのはお師匠様なんでしょう？　だったらやっぱりすごいです」


  「そ、そうかしら……あはははは──」


  　まんざらでもなさそうに頭を掻かくアリッサ。だが我われに返った様子で緩ゆるんだ顔を引き締め、英え里り香かの目を見つめる。


  「──と、とにかく、これであたしたちは対等な一人の魔術師よ。だから明日は力を合わせて、一緒に〝おしまい〟と戦いましょう」


  　アリッサはそう言うと英里香に手を差し出す。


  「あ……」


  　英里香は小さく息を呑のんだ後、アリッサの手を見つめ──ぐっと唇を噛かみ締める。


  「……はいっ、お師匠様」


  　アリッサの手を握り、深く英里香は頷うなずいた。


  「英里香、もうあたしからは卒業なんだから……お師匠様って呼ばなくてもいいのよ？」


  「いえ、お師匠様はお師匠様です。私にとって、それは変わりません」
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  　きっぱり言い切る英え里り香か。それを聞いてアリッサは苦笑を浮かべる。


  「そう、まあ好きにしたらいいわ。今のあたしには命令する権限はないしね」


  　やれやれとアリッサは肩を竦すくめていたが、その口調は嬉うれしそうだった。


  　特別な卒業の儀式を終えた二人は、僕とヴェルさんの方へ歩いてくる。


  「見届けていただいて、ありがとうございました」


  　英里香はぺこりと僕らに頭を下げる。アリッサはヴェルさんに「どう？　上う手まくやれた？」と小声で訊たずねていた。


  　よくできました──というような感じでヴェルさんに頭を撫なでられてはにかんでいるアリッサを見ていると、英里香に服の袖そでを引かれる。


  「啓けい介すけお兄様、あの約束……覚えていますか？」


  「約束？」


  「私が攻撃魔術も使えるようになったら、一度勝負するという約束です」


  　ちょっとむくれて英里香は説明する。僕は「ああ」と頷うなずいた。以前、《方はこ舟ぶね》でそんなやり取りをした。


  「──覚えてるよ。でもまさか……今からか？」


  「いえ……大事を明日に控えているのに、啓介お兄様へそんな負担はかけられません。ですから、明日の作戦が成功したら……その時にお願いします」


  　真剣な表情で英里香は頼んでくる。英里香もきっと〝おしまい〟の先にある未来を見据えたいのだろう。


  「分かった──隕いん石せきを片付けたら相手してやるよ」


  　僕はあえて強気なふうを装って勝負を受ける。英里香も僕に応じて自信ありげに胸を張る。


  「負けませんからね、啓介お兄様」


  　僕らはしばらく睨にらみ合って、やがて同時に吹き出す。


  　明日、世界が終わってしまうかもしれないというのに笑っていられる。その先にある未来を当たり前のように信じられる。


  　それはたぶん、多くの人と一緒に〝おしまい〟へ立ち向かっているからだろう。


  　一番星が瞬またたきはじめた夕焼け空を僕は見上げる。


  　大きな絶望が降ってこようとしているというのに恐怖は感じない。赤から藍あいへと移り変わりはじめている空は、ただ──とても綺き麗れいだった。


  



  
    ５

  


  



  　────見たい、見たい、見たい、見たい、見たい、見たい、見たい────


  　頭の中に反響する淀よどんだ声。


  　脳裏に浮かんで消える情景には全て死し骸がいが映っている。


  　虫の死骸が、村の死骸が、友の死骸が、ドウブツの死骸が、〝私〟の飼い主であり父であった男の死骸が──。


  　気づく。これは夢だと。〝僕〟が目にしたものではないと。


  　以前、神社で垣かい間ま見たレストタクトの記憶がフラッシュバックしているらしい。


  　けれどそう自覚したところで夢は終わらない。断続的に、順序など関係なく再生される惨むごい情景。


  　何とかこの悪夢から逃のがれたくて、僕は夢の中でもがく。手も足も、どこにあるのか分からないけれど必死に違う場所へ向かおうとする。


  　すると突然、ぐるんと世界がひっくり返った。何もかもが反転する。体がなかった僕はいつの間にか両足で地面に立っており、死骸を繰り返し映し出していた暗くら闇やみは太陽の光に吹き払われていた。


  　僕は荒野に一人、立っていた。


  　ここも……夢だ。これまで何度も見た夢だ。何度も見ているのに、起きると同時に忘れていた夢だ。


  　荒野の先にある景色を見て思い出す。


  　虚無が満ちた深い断だん崖がい、その淵ふちに突き立つ巨大な槍やり。そこには磔はりつけにされた少女の姿が見える。


  　だが僕が近づいていくと少女の姿は掻かき消えて、穂先の傍そばに一人の女性が現れた。


  　女性は目の前までやってきた僕に笑いかける。地面に届きそうなほど長い髪が乾いた風に靡なびく。


  「──来ないでと言ったのに……やっぱり来てしまったんですね」


  　初めて会う人だった。しかしその声と顔立ちは、僕がよく知る少女を連想させた。まさかこの人は──。


  「あなたはもしかして……エリカ＝クラノさんですか？」


  　躊躇ためらいがちに問いかけると女性は頷うなずく。


  「ええ、私はヒース＝ストーリングの妻……エリカ。そしてレストタクトに造られた人造生命ホムンクルス《終末の楔ジエンド》。千年も前に世界から消滅した人間です」


  　それは予想どおりの返事だったが、僕は状況が分からなくて戸惑う。


  「消滅……じゃあなんでここに？　というか……これ、夢ですよね」


  「そうです、ここはあなたの夢。私の存在は消し去られてしまったけれど、《終末の楔ジエンド》としての役割が──呪のろいが、魂の消滅を許さなかった。だから私の魂の欠片かけらはまだ《天牢ウオルフ＝ライエ》の中にあるんです」


  「《天牢ウオルフ＝ライエ》の……そっか、だから僕の夢に──」


  　僕は《天牢ウオルフ＝ライエ》と最も強い繋つながりを持つ人間だ。だから由ゆ衣いが力を制御していた時も、僕にだけは彼女の──エリカさんの声が届いたのだろう。


  「私は、あなたに再会したくなかった。もう二度と〝おしまい〟を見たくなかった。でも、私には何もできない。ここへ来ないでと、ただ訴えるしかなかったんです」


  「再会？　僕は、あなたと会ったことがあるんですか？」


  「今とは違う可能性──レストタクトが演算した世界での話ですけどね。本当は存在しないその世界で、私は母と共に奈な波なみ市に引っ越したんです」


  　奈波市とは僕の故郷。実家や親戚の家がある田舎町だ。


  「そこで……僕と？」


  「はい。従姉いとこの咲さきさんや妹の由ゆ衣いさんとも仲良くなりました。私にとってあなたは、憧れのお兄さんだったんですよ？」


  「そ、そうだったんですか……」


  　年上の女性にお兄さんと呼ばれて反応に困る。エリカさんの語る世界はアリッサたちが存在せず、僕と由衣が海難事故に遭わなかった未来だ。


  「とても……楽しい日々でした。けれどそれは唐突に〝おしまい〟になってしまったんです。この記憶を取り戻したのは死の間際で、誰にも伝えることはできませんでした。あやふやな私の存在が最も強くなり、こうして言葉を交わすことができるのは楔くさびが穿うがたれた今日この日だけ……」


  　悲しそうに目を伏せてエリカさんは語る。僕と再会する日が世界の〝おしまい〟であるがゆえに、エリカさんは僕に「来ないで」と叫んでいたのだろう。


  　僕は拳こぶしを握りしめて強い口調で言う。


  「大丈夫です、まだ──終わりになんてさせません!!　エリカさんは未来を確かに変えてきました。僕らに〝おしまい〟と戦う術すべをくれたんです！　だから僕らは絶対に明日を迎えてみせます」


  　するとエリカさんは笑みを浮かべて頷うなずいた。


  「そうですね……ここまで来てしまったのなら、嘆き悲しんでいても意味はありませんよね。私も《天牢ウオルフ＝ライエ》の一部として、あなたと一緒に戦います。きっとまだ、私にもできることがあるはずですから」


  　目め尻じりに滲にじんだ涙を指で拭ぬぐい、エリカさんは僕の顔を間近から覗のぞき込む。


  「やっぱり……最後に会えてよかったです。あなたは私の知っている啓けい介すけお兄さんではないけれど……それでも私が憧れた人でした」


  「え……最後ってどういう──」


  「ああ、諦あきらめているわけじゃありませんよ。もし〝おしまい〟を乗り越えることができれば私はようやく楔の呪じゆ縛ばくから解き放たれて、この世界の一部として転生の輪に加わることができるんです。それは私の人生の終わりではありますが、自身が望んでいる結末です」


  　エリカさんはそう言って儚はかなげに微ほほ笑えむ。


  「この時代の私を、よろしくお願いします。私が歩めなかった日常の続きを、私と共に歩んでください」


  「はい──分かりました」


  　僕は深く頷うなずいて約束する。


  　するとエリカさんは悪いた戯ずらっぽく笑って、最後にこう言った。


  「さすがは私の……初恋の人ですねっ」


  



  



  　十二月二十三日、水曜日。


  　僕は夢から覚めた。覚めても、まだ憶えていた。忘れてはいなかった。


  　寮の部屋のベッドに寝転がって暗い天井を見上げながら、心の中で反はん芻すうする。


  　あの人との、約束を。


  



  



  　夕方──遠とお見み神社は、多くの人で賑にぎわっていた。いつもは閑かん散さんとしている神社周辺の通りには屋台が並び、呼び込みの声が喧けん噪そうの中から聞こえてくる。


  　今日は傘さん陽よう学園の終業式だったため、学校が終わってそのままやってきた生徒たちの姿も目立つ。皆、白い息を吐きながら楽しそうに笑っていた。


  　空は快晴だが、気温はかなり低い。雲があれば雪が降ってもおかしくない冷え込みだ。そんな中、厚着をした人々がぞくぞくと集まってくる。野外に設営された運営事務所では九く棚だなさんと香か織おりさんが忙せわしなく働いていた。


  　花火が打ち上げられるのは神社の近く──学園の前を流れる川の上流。見晴らしのいい石段や境けい内だいが一番の観覧場所だ。


  　打ち上げが開始されるのは太陽が完全に沈んだ夜七時。そしてそれは僕らの作戦が決行される時刻でもあった。


  「──お兄ちゃん、もうすぐだね」


  　隣を歩く由ゆ衣いが言う。僕の手をぎゅっと握って、緊張した面おも持もちで僕を見上げる。


  　祭りという特別な場によって実体化した由衣は、僕の上着を羽は織おってフードで犬耳を隠していた。


  「そうだな、そろそろ行こうか」


  　僕は由衣の手を引いて石段を上りはじめる。石段の脇にはちょうちんが吊るされていて、祭りの雰囲気を演出していた。


  　境内に着くと祭囃ばや子しが聞こえてくる。社殿の脇に御ご座ざを引き、篠笛を流りゆう暢ちように吹いているのはなんと宮みや島じま。隣には山やま崎ざきもいて、こちらは慣れない手つきで小太鼓を叩たたいている。二人とも神職装しよう束ぞくを着て、神妙な顔で音楽を奏でていた。


  　神社側の人手がとにかく足らないので協力してもらったのだが、相変わらず宮島の芸達者ぶりには驚かされる。


  　宮島の演奏は浮き立つ祭りの空気に、ぴんと張りつめた厳おごそかさを加味していた。


  　僕は二人に身振りだけで挨あい拶さつし、社殿の裏手へ向かう。屋台がなくなり、人通りは絶え、祭囃ばや子しも遠くなる。


  　森の中へと続く細い道に入ると、由ゆ衣いが後ろを振り返って呟つぶやいた。


  「今回のお祭りでこの神社が有名になったら、初はつ詣もうでにもたくさんの人が来てくれるかもしれないね」


  「そうだな……そしたらお賽さい銭せんもがっぽりだ」


  「お兄ちゃん──いくらあたしたちがこの神社の神様だからって、変なことに使っちゃダメだよ？」


  　ジト目で釘を刺され、僕は苦笑を浮かべる。


  「分かってるって、来年の祭りの費用とか……そういうことに充あてるから大丈夫だ」


  「え……来年も、お祭りするの？」


  「当たり前だろ？　祭りってそういうもんじゃないか」


  「そっか……来年もあるんだ。この一回だけじゃないんだね」


  「ああ、だから絶対──今日で〝おしまい〟になんてさせるもんか」


  　僕は由衣の手を強く握りしめる。


  　そして僕らは広い空き地に出た。昨日アリッサと英え里り香かが卒業の儀式をしていた広場だ。


  　そこにはもう皆の姿があった。


  　アリッサ、未み由ゆ、英里香、陽ひ名なちゃん、ツグミ、冬ふゆ上がみ、ヒース、ウルトさん、ヴェルさん、スーラ、エノク──全員の視線が僕に集まる。


  「ケースケ、あたしたちの準備はオーケーよ」


  　広場の中央に立つアリッサが、皆を代表するように口を開く。


  　僕は頷うなずき、一人一人の顔を眺めてから声を上げた。


  「それじゃあ、最終確認をしよう。僕らの目的は隕いん石せきと地球の衝突を阻そ止しし、なおかつ人的な被害も出さないことだ。だからまずは隕石を止める」


  　そう言って僕は頭上を指差す。まだ明るさの残る藍あい色いろの空には、白い月がうっすらと見えていた。遥はるか遠くに浮かぶ地球の衛星を示し、僕は言葉を続ける。


  



  「あの──月の盾たてで」


  



  　そう、これが僕の案。ヒースには荒こう唐とう無む稽けいだと言われた隕いん石せきの防御策。


  　実現させるためには月を任意の位置に移動させる必要がある。


  　だから僕はヒースとの戦いで《天牢ウオルフ＝ライエ》の力を示した。《天牢ウオルフ＝ライエ》はもはやヒースが生み出したモノではなく、月の神でもあるのだと──。


  　魔術はその星の領域内でしか効果を発揮しないらしいが、地球と月の《連なる世界セフイロト》は融合している。二つの精神世界を統すべる《天牢ウオルフ＝ライエ》なら、地球から月へ干渉することも可能。


  　これまで毎晩行ってきた予行演習で、手ごたえは掴つかんでいる。


  「作戦開始は午後七時ちょうど。花火が打ちあがるのと同時。僕と由ゆ衣いは《天牢ウオルフ＝ライエ》で、未み由ゆはレッドロウで、月を隕石との交差軌道へ移動させる。ヒース、ウルトさん、スーラは月の移動によって引き起こされる潮位、重力の変化を全て相そう殺さいしてくれ」


  　僕の言葉に名前の挙がった人たちは無言で頷うなずく。


  　月に干渉することは僕や未由にしかできない。だが地球全体の環境を操作するなどという神かみ業わざを為なせるのも、《流れし星ほし竜りゆう》の召しよう喚かんを使いこなせる彼らだけ。


  　ヴェルさんは召喚に耐えられるだけの体力がないため、次の役割に回ってもらった。


  「アリッサ、英え里り香か、ヴェルさんは月と隕石の衝突後に生じる現象の対応役だ。衝撃波がきたなら打ち消して、破片が落ちてきたなら撃ち落としてほしい。とにかく臨りん機き応おう変へんに頼む」


  「了解、任せといて！」


  　ぐっと親指を立ててアリッサは笑い、ヴェルさんは首しゆ肯こうする。


  「はい！　隕石のせいで誰一人死なせたりしません！」


  　英里香は大きな声で僕に答えた。緊張はしているが、思いつめてはいない。昨日アリッサからもらった法衣を纏まとい、英里香は一人前の魔術師として立っていた。


  　ウルトさんがそんな英里香を眩まぶしそうに見て、口を開く。


  「大丈夫よ、迎撃役はあなたたちだけじゃないから。《小さき星竜リトルレテイ》のドールを二十体ほど量産して世界各地へ放ってあるの。時間がなかったから精神力をチャージできなくて一回ずつしか魔法は撃てないけど、かなりの範囲はカバーできるはずよ」


  「すごい……さすが大お師匠様です！　今度そのドールというものの作り方を、ぜひ教えてください！」


  　ウルトさんは苦笑を浮かべ、英里香の頭を撫なでる。


  「──ええ、いいわよ。〝おしまい〟を乗り切ったらいつでも来なさい。じゃあ私とスーラは、そろそろ持ち場へ就つくわね。ホリィも箱庭ガーデンから引っ張り出して働かせてやるわ」


  　ひらひらと軽く手を振り、ウルトさんは転移魔術を唱となえてスーラと共に消える。《流れし星竜》の召喚は《方はこ舟ぶね》で行うことになっているのだ。


  「それでは私も行くとしよう」


  　同じく《方舟》で魔術行使を行うヒースも背を向ける。


  「あ、父様──」


  　何か言いたげに英え里り香かが手を伸ばすが、途中で動きを止めてしまう。今の彼は金髪で、ヒースとして振る舞っている。それで少し躊躇ためらいを覚えたのかもしれない。


  　俯うつむく英里香を見たヒースは懐ふところからおもむろにサングラスを取り出して、装着する。


  「はっはっは！　どうしたんだい、英里香？　正義のヒーローが暗い顔をしていちゃいけないな。他人を助けるというのは余裕がなければできないことだ。笑みを浮かべる余裕もないと、逆に誰かから助けられることになるぞ？」


  　完全に正まさ行ゆきさんの口調と表情で話すヒースを見て、英里香の強こわ張ばっていた顔に笑みが浮かんだ。


  「──はい、そうですね。私、笑顔で頑張ります！　父様も頑張ってください！」


  「ああ、共に人々を守るため戦おう。英里香、ここは任せたぞ」


  　びしっと謎なぞのポーズを決めてヒース（正行さん）も転移魔術で姿を消した。


  「あの人は変わらないですね……」


  　陽ひ名なちゃんが肩を竦すくめ、僕に言う。


  「そうだな、出会った時のままだ」


  　僕は苦笑いを浮かべて頷うなずく。


  「けれどこの状況で何かできることがあるというのは羨うらやましいのです。わたくしたちは応援するぐらいしかやることがないのですから」


  　そう言って陽名ちゃんはツグミと冬ふゆ上がみに視線を向ける。


  「センパイ、何の力にもなれませんが……ここで、作戦が成功することを祈っています」


  　ツグミは真しん摯しな表情で僕をじっと見つめる。冬上はそんな彼女を眺めて溜ため息いきを吐ついた。


  「ツグミちゃん、謙けん遜そんする必要はないのよ？　私たちは私たちでやれることをやったんだから。もっと堂々と、私たちの頑張りを無駄にしたら許さないわよ──ぐらい言っても構わないと思うわ」


  　その言葉に僕は頷く。


  「確かに、ツグミたちがいなかったら祭りはここまで盛り上がらなかったと思う。由ゆ衣いが実体化できるほどの祭りになったのはツグミたちのおかげだよ。そのことを絶対、無駄にはしない」


  　隣に立つ由衣も手を挙げて同意した。


  「このお祭りは、あたしに力をくれてるよ。今なら《天牢ウオルフ＝ライエ》の力を普段以上に引き出せると思う。お姉ちゃんたちがどれだけ頑張ってくれてたのか……あたしずっと見てたから知ってる。だからあたしも頑張るからね！」


  「センパイ……由衣さん……分かりました、じゃあ言い方を変えますね──お二人とも、後はお任せします」


  　ツグミは自然な笑みを浮かべて言う。


  「啓けい介すけさん、ファイトなのですよ！」


  「失敗したらタダじゃおかないから」


  　陽ひ名なちゃんと冬ふゆ上がみも檄げきを飛ばす。僕は彼女たちにしっかりと首しゆ肯こうを返した。


  「──言っておくけど、オレは別に応援はしないからな」


  　最後に残ったエノクが木に寄りかかりながら口を開く。


  「……分かってるよ。最初から期待してない」


  「はは、それはよかった。多少利害が一致しただけで仲間だと思われたらかなわないからな。まあここで見物させてもらうよ。ただ、もしも啓介が自分では力不足だと感じたなら、いつでもオレに《天牢ウオルフ＝ライエ》を譲れ。キミに代わってオレが世界を救ってやる」


  「──そんなことにはならない。月は、僕らで動かしてみせる」


  　挑発的な視線を向けてくるエノクを睨にらみ返す。するとエノクは含みのある笑みを浮かべた。


  「言葉だけは勇ましいね。実力が伴っているといいんだが」


  「それは、これから証明する」


  　エノクから視線をはずし、僕は由ゆ衣いと共に広場の中央に立つ。未み由ゆが隣に並び、アリッサたちは脇へ下がった。


  　そこからは無言で、時が来るのを待つ。


  　太陽が沈み、空から赤みが消え、暗くなった空に星々が輝き出す。真円にはまだわずかに足りない大きな月が、夜空の上で存在を主張しはじめた。


  　夜の七時が近づき、僕は由衣と視線を交わす。


  　こくん、と由衣が頷うなずいたのを見て僕は口を開いた。


  「──フェンリル」


  　力を象かたどる魔ま狼ろうの名を告げると、右腕が青白い光に包まれる。そして僕と手を繋つないでいた由衣の体も淡く輝きはじめた。


  　月を動かすなどという大それたことを為なすには、《天牢ウオルフ＝ライエ》の力を少し借りるだけでは足らない。かつてエノクに立ち向かった時のように、由衣と一つになって戦う必要がある。


  「由衣、行くぞ──《形式モード・天牢ウオルフ＝ライエ》!!」


  　光となった由衣が僕の右腕と同化する。青白い光が肩から顔の右半分にまで達し、感覚と視界が変質した。


  　かすかに聞こえていた祭囃ばや子しがはっきりと耳に届き、見えていた星の数が何倍にも増える。さらに《天牢ウオルフ＝ライエ》の目は夜空を覆おおう《流れし星ほし竜りゆう》の光学魔術に影響されず、本当の宇宙の姿を捉とらえた。


  　人々の混乱を避けるために隠し続けてきた小惑星の軌道。地球へと接近している大きな質量の存在を僕は認識する。


  　空に満ちる星々の輝き──その一部を覆い隠す影──それこそが僕らの世界を終わらせようとしているモノ。


  　あれが……〝おしまい〟か。


  　僕は災さい厄やくの輪郭を脳裏に刻んでから、月を見据える。あの眩まばゆい衛星が、滅びの矛ほこを防ぎ得る唯一の盾たて。


  　ゆっくりと──夜天の頂へ、右手を伸ばす。青白く輝く掌てのひらを月と重ねる。


  　隣に立つ未み由ゆも同じように、赤い刃を具現させたレッドロウの切っ先を月へ向けた。


  「王命移行──統治から侵略へ──《形式モード・嘆きの炎剣ハラコースト》！」


  　鋭く未由が命じると、レッドロウは炎を纏まとう曲刀の形態へと変化する。炎は僕の右腕に燃え移ってくるが、以前のような拒絶反応はない。心地よい温かさが僕の中へと流れ込んでくる。


  　レッドロウの力を取り込んだ右腕は純白に燃え上がり、かつてないほどの力が満ちる。


  　遠くで腹の底に響くような轟ごう音おんが鳴り、夜空に鮮やかな火の花が咲いた。


  　花火だ──時は来た。


  　三十八万キロの彼方にある月を掌中に収めるため、僕は力の在り様を定義する。


  「ウォルフ＝ライエ──《形式モード・光の右手で月を掴むライト＝ライト＝ライト》!!」


  　花火の中を貫いて、閃せん光こうが夜空を駆け上がる。右腕から放はなたれた輝きが、一秒足らずで月へと到達する。


  　光は放射状に広がり、月を包むように手の形をした力場が形成された。力場とリンクした僕の掌に感触が生まれる。僕は今、月を掴つかんでいる。


  「──っ！」


  　歯を噛かみ締め、両足で踏ん張り、力を込める。その力は月へ届くまでに増幅され、力場に反映される。手ごたえが返ってくる。信じられないほど、固く重い感触だ。


  　だが公転の方向に逆らわず、少しずつ軌道を変えるように力を加えると、次第に月は動きはじめた。


  　恐らく《方はこ舟ぶね》ではヒースやウルトさんがその影響を必死で抑え込んでくれているはずだ。


  　接近する隕いん石せきの軌道と重なる場所へ月を運ぶ。どこまでも広がる知覚は、隕石と月の位置関係を三次元的に俯ふ瞰かんして認識する。


  　遅くても、早くてもいけない。タイミングが重要。


  　詳しく調べてみて分かったことだが、あの隕石は質量以上に速度が脅威的なのだ。


  　木星の傍そばを通ったというニュースを見たのは二十日前。木星までの距離は約六億三千万キロ。それを日数と時間で割ると時速は百三十万キロにも達する。


  　単純に正面から隕石を受け止めれば月が砕ける可能性すらあると、計算した陽ひ名なちゃんは言っていた。


  　そうなればいくらアリッサたちでも地球への被害は食い止められない。だから僕は月が致命的なダメージを負わない方法を取ることにした。


  　──月で、隕いん石せきの横っ面をぶん殴る！


  　自分がやるべきことを心の中で確認する。


  　そのためには軌道だけではなく、速度も調整する必要があった。月を押して加速させることは比較的簡単だが、逆に減速させるのはひどく難しい。


  　ゆえに加速は慎重に行わなければならないが、間に合わなければ意味がない。それは最悪の結果だ。多少早めのタイミングで軌道に乗せて、ギリギリで減速するのが比較的安全な方法だろう。


  　そう考えて僕は月をさらに加速させようとする。だが急に手ごたえが重くなった。


  『──────────』


  　雑音が、自分の内側からかすかに響いた。


  　ぞくりと背せ筋すじに悪お寒かんが走る。嘔おう吐と感に近い拒絶反応が全身に走り、右手が震ふるえる。そして〝異物〟が噴出した。


  『────（見たいぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ）────!!』


  　右腕から湧わき出す赤黒い繊せん維い。


  「なっ……」


  『─────────（見たい見たい見たい見たい見たい）───────────！』


  　頭の中に響く不快な雑音。これは──。


  「レストタクト……エンデっ!?」


  　まだ《天牢ウオルフ＝ライエ》の中に残っていたのか？


  　正まさ行ゆきさんに取り憑ついたレストタクトは未み由ゆがレッドロウで浄化したので、もう滅びたのだと思い込んでいた。


  　くそっ……なんでこんな大事な時に……いや、今だからこそなのか……。


  『───────（見たい見たい見たい見たい世界の死し骸がいを）─────────』


  「うる……さいっ！　僕はそんなもの、見たくないっ！」


  　右腕を絡め取ろうとするレストタクトの残ざん骸がい。それに抵抗しながら僕は叫ぶ。


  「啓けい介すけくん、大丈夫だよ！　こんなのすぐに焼き尽くすから！」


  　未由がレッドロウを握る手に力を込めると、右腕を包む炎の勢いが増して赤い繊維が燃え落ちていく。


  『──────（熱い見たい見たい熱い熱い熱い見たいぃぃぃぃ）───────!!』


  　だが燃えても焼かれても、次から次へ新たな繊維の束が湧き出してきて僕の動きを阻はばむ。


  　レストタクトの繊維は大切な時間を食い潰つぶしていく。


  　このままじゃ間に合わなくなるっ……！


  　焦しよう燥そうが胸を焦こがす。


  「邪魔するな！　なんで〝おしまい〟なんかが見たいんだよ！　世界を滅ぼして、何になるんだよっ!?」


  　死してなお、《高次存在ヴイナー》の残ざん骸がいとなってなお、己おのれの存在全てを懸かけて〝おしまい〟を望む精神に恐れと嫌悪を抱く。こいつは死にたいわけじゃない。世界を道連れにしたいわけでもない。ただ〝見たい〟のだ。世界の死し骸がいを。分からない。どうやっても理解できない。


  　しかしその時、胸の内側からもう一つの声が聞こえた。


  　──それが、レストタクトにとっての〝愛し方〟なんですよ。


  　同時に視界が眩くらむ。真っ白に染まった世界の中に、髪の長い女性の姿が浮かび上がる。


  「エリカ……さん？」


  　アリッサの祖母であり、レストタクトに造られた人造生命ホムンクルスである女性の名を呼ぶ。


  　──今こうして、彼と近い場所に立って……ほんの少しだけ彼の記憶を垣かい間ま見ました。彼もまた、私と同じ人造生命ホムンクルスだったんです。


  　エリカ＝クラノさんは悲しげな表情で告げる。


  　──生体生成に長たけた魔術師が後継者として造った人造生命ホムンクルス……それが彼。けれどその選抜過程において彼は自分の兄弟たちと殺し合いをさせられました。そんな環境に適応したことで彼は他とは相あい容いれない価値観を持ってしまったのでしょう。彼にとっては死して壊れた物こそが何より美しく、愛すべき対象なんだと思います。


  　その言葉で以前見た夢を思い出す。ドウブツと飼い主の夢を。夥おびただしい死骸の情景を。あれは……あの光景はやはりレストタクトの……。


  「じゃあ……じゃあ、ただ綺き麗れいなものが見たいから……世界を愛したいから、レストタクトは世界を滅ぼしたいってことなのかっ!?　そんなの滅茶苦茶だ！」


  　──そうですね、確かに滅茶苦茶です。彼の望みは他人と絶対に相容れない。彼はどうやっても私たちと共存することはできません。だから……滅びるしかないんです。


  　そう言ってエリカ＝クラノさんは微ほほ笑えんだ。


  　──私が、終わらせます。こんな歪ゆがんだ人でも、彼は私を造ってくれた人だから。私は、彼の娘だから……。


  　彼女の姿が薄くなり、同時に視界が回復する。右腕に巻きついた赤黒い繊せん維いと、それを必死に焼き尽くそうとしている未み由ゆの姿が見えた。繊維は燃やしても燃やしても次々に新しいものが湧わき出してくる。


  　だが、そのバランスが唐突に崩壊した。どくんと右腕が脈動し、大量の繊維が一気に噴出したのだ。


  「なっ……？」


  『──────（見たい消える熱い消える死骸シガイ見たい世界見たい）──────！』


  　絶叫が轟とどろく。レッドロウの炎で焼かれるレストタクトの残骸。


  　──《天牢ウオルフ＝ライエ》の中にあったレストタクトの残骸は全て押し出しました。


  　胸の中からエリカ＝クラノさんの声が響く。


  　──彼の歪ゆがんだ生は、今ここで終わります。


  『─────（嫌いやだ嫌だ見たい見たい愛したい愛したい嫌だ見たい嫌だ）─────！』


  　燃え落ちる繊せん維いを蠢うごめかせて訴えるレストタクト。だがそれもすぐに塵ちりとなる。


  『────（見たい見たい、見たい、見た、たい、見、い、みぃぃぃぃ）────!!』


  　完全に焼失するレストタクト＝エンデ。同情はしなかった。だけど悲しくはあった。


  　彼は滅びる自分自身を愛することができただろうかと、少し考えた。


  　でも、感傷に浸っている余裕はない。


  　──エリカさん、ありがとう……ございます。


  　心の中で礼を言い、再び空を睨にらむ。


  　時間がない。遅れを取り戻さなければ。


  　僕は自由になった右腕で再び月を掌握し、全力で隕いん石せきとの交差地点へ加速させる。


  　レストタクトに邪魔されたせいでタイミングが狂い、もう加速して減速などという手は使えない。


  　加速して、加速して、加速して、間に合わせる以外、道はない。


  「だああああああああああああああああああああああああああああああああああっ!!」


  　震ふるえる右腕を左手で支え、渾こん身しんの力で月を動かす。


  「ケースケ！」


  「啓けい介すけお兄様！」


  「センパイ！」


  「啓介さん！」


  　傍そばで見ているアリッサたちの声が耳に届く。


  「遠とお見みくん、根性見せなさい！」


  　冬ふゆ上がみの叱しつ咤たに奮い立ち、力を振り絞る。


  「啓介くん！」


  　レッドロウから流れ込む炎が力をくれる。


  『お兄ちゃん！』


  　……私の未来を変えてください……啓介お兄さん！


  　心の中から響く由ゆ衣いとエリカ＝クラノさんの声が最後の後押しをくれた。


  　──届く！


  　時速百三十万キロで飛来する隕石を《天牢ウオルフ＝ライエ》の目で捉とらえ、普段の二倍以上の公転速度を得た月をその側面にぶち当てる。


  　その瞬間、天が輝いた。


  　月が爆発してしまったのかと思うほどの光に包まれる空。


  　右腕に激痛が走り、感覚がなくなる。だが僕は必死で意識を保ち、目を開いて《天牢ウオルフ＝ライエ》の知覚で何が起こったかをしっかり見据える。


  　光学干渉の魔術が空に展開されているため、地上からこの光景を目にしているのは僕だけだ。皆に見えているのは打ち上げられる花火のみ。


  　だから僕が観察して、アリッサたちに指示を出さないと適確な対処は行えない。


  　広範囲に展開した知覚の網に、複数の大きな質量を捕ほ捉そくした。地球へ接近しているが、衝突するコースからは外れている。これは恐らく、月の重力に捕まらなかった隕いん石せきの破片だろう。月には歪いびつなクレーターが刻まれていたが、月の核まで達するような深い亀裂は生まれていない。


  　これで……絶対的な〝おしまい〟は回避された。


  「啓けい介すけさん！　色が──未来の色が、戻りました!!」


  　陽ひ名なちゃんの歓声が聞こえた。これまで陽名ちゃんの目には、未来が無色に視みえていた。それが色を取り戻したのならば、レストタクトの予言は消失したのだろう。


  　──やっと、私の楔くさびは抜けました。


  　エリカ＝クラノさんの声が聞こえ、遠ざかる。


  「あ……」


  　彼女にかけられていた呪のろいが解け、正しい魂の循環に加わったことを知る。


  　──さようなら。


  　最後に、小さな声が届いた。


  　……さよなら。


  　僕も胸の内で彼女に応える。


  　レストタクトとエリカ＝クラノさんの物語は終わった。


  　でも、ここからだ。ここからが僕らの──今を生きる英え里り香かの戦いだ。


  　まだ気を緩ゆるめるわけにはいかない。


  　この段階まではエノク一人でもできたことだろう。月の神だった《世界蛇ウロボロス》ならば、きっと僕よりも容易たやすく月へ干渉することが可能だったに違いない。


  　でも僕らの目的は、ただ〝おしまい〟を回避することではない。誰一人、あの隕石で命を奪わせないことだ。


  　知覚の探査網をさらに細かくすると、小さな破片や隕石に抉えぐられた月の岩石が地球と接触する軌道を取っていることが分かる。そして隕石と月の衝突点から発生した巨大な波──。


  「──数えきれない破片と衝撃波が押し寄せてくる。大気圏で燃え尽きない大きさのものもかなりある！」


  　確認した情報を僕は矢継ぎ早に告げる。鉄を含む隕石ならば数十センチの大きさでも大気圏を突破することがあるらしい。


  　側面からの激突だったので破片の速度はあまり減衰していない。隕石とあまり変わらない速度で飛んでくるものも多いだろう。


  「破片はあと二、三十分──衝撃波は十分ほどで到達する！」


  　僕の言葉を聞いたヴェルさんが広場の中央に歩み出てきて言う。


  「──分かりました。ではまず私が対衝撃波用の防御魔術を展開します。アリッサとエリカさんは破片を撃墜する魔術の用意をしておいて」


  「はい、お母様！」


  「了解です！」


  　アリッサと英え里り香かはヴェルさんの指示に頷うなずく。


  　ヴェルさんは花火が咲き誇る夜空へと両手を翳かざす。身に着けた法衣に描かれた七つの幾き何か学がく模様が輝き始める。


  「《七天の法衣セブンスヘブン》──全回路起動、充じゆう填てん魔力全解放──七重展開……《極光の盾イージスレイ》!!」


  　奇跡を導く言葉が告げられると、夜空が揺らぐ。


  　赤、青、緑──淡い光の膜が全天を覆おおい尽くす。映像でも目にしたことのない大規模なオーロラが、突如頭上に出現する。


  「綺き麗れい……」


  　未み由ゆが空を見上げて呟つぶやく。神社の方からも人々のどよめきが聞こえてきた。この現象は普通の人々にも見えているようだ。


  　しかし僕は見み惚とれてはいられない。まだ大きな仕事が残っている。


  　ヒースやウルトさんたちが地球全土の環境を制御している間に、月を元の軌道に戻さなければならない。彼らが月の移動による影響を抑え込めるのは三十分が限度。急がなければ。


  　隕いん石せき衝突のダメージで霧散しかけていた力場を再構成、もう一度月を掴つかむ。


  　魔術で世界の在り様を変えた場合、元に戻ろうとする法の力が必ず働く。僕と由ゆ衣いは《天牢ウオルフ＝ライエ》の力を〝法〟の側へと傾けて、月をあるべき場所へ導いた。未由もレッドロウを統治モードに戻し、僕を補助してくれる。


  　腕の痛みは消えていない。指先の感覚は遠い。だが決して月を離さぬよう力場を維持し続ける。


  　オーロラが揺れ、幾重もの光の波が夜空を渡る。衝撃波が地球に到達したのだろう。


  　ヴェルさんは苦し気な表情を浮かべ、空へ伸ばした手を震ふるわせる。どのぐらいの衝撃が圧のしかかってきているのかは想像もつかないが、ヴェルさんはそれを全て魔術で遮断していた。


  「こ、ん……のぉっ！」


  　一人で頑張っているヴェルさんを前にして、由衣や未由に力を貸してもらっている僕が情けないところを見せるわけにはいかない。


  　月が嵌はまるべき場所は感覚で分かっている。本来の位置に帰りたいと月自身が求めている。


  　右手と同調した力場で月を掴み、天の玉座へ引き戻す。


  　鳴り響く花火の音。空に弾ける色鮮やかな光。その向こうで揺らめくオーロラ。僕を応援してくれる声。


  　時間がゆっくりと流れているように感じられ、だが気がつけば隕いん石せきと月の破片がもう間近に迫っている。ヒースやウルトさんたちの環境制御も限界が近いはずだ。


  「戻れぇぇぇぇぇぇっ!!」


  　後のことを考える必要はない。腹の底から声を絞り出し、月を元の場所へ移動させる。


  　──かちり。


  　世界が噛かみ合った感触が右手に伝わる。


  　あるべき場所に収まったことを《天牢ウオルフ＝ライエ》の知覚で認識した。


  　やっ……た──。


  　力を使い果たした僕はその場で、ばたんと仰向けに倒れた。右腕から光が離れて、由ゆ衣いの姿で具現する。


  「お兄ちゃん……あたし、疲れたよぉ……」


  　由衣も広場の地面に大の字で寝転がり、オーロラと花火が共演する空を見上げた。


  「はぁ……はぁ……何とか……なったんだね……」


  　レッドロウを構えていた未み由ゆは紅くれないの刃を消し、ぺたんとその場に座り込んで肩で息をしている。


  「由衣、未由──ありがとう。僕らがやるべきことは、全部……やりとげたよ。後は──アリッサ、英え里り香か、頼む」


  　最後の役割を、僕は魔術師の師弟に託す。


  「ケースケ、安心して寝ていていいわ。次はあたしたちの番だから」


  　アリッサは頷うなずき、オーロラを展開し続けるヴェルさんの傍そばに立った。


  「啓けい介すけお兄様……見ていてください。私は──正義の魔術師になってみせますから」


  　英里香は決意を宿らせた瞳で僕を見つめ、アリッサの横に並ぶ。


  　ヴェルさんは険けわしい表情でオーロラを維持しながら二人に言う。


  「小さな破片は私の《極光の盾イージスレイ》で受け止められるわ。盾たてを貫いた破片は成層圏でウルト姉様の《小さき星竜リトルレテイ》が迎撃して数を減らしてくれるはず。あなたたちは残った全てを消滅させて」


  「お母様、任せておいて。あたしと英里香の合わせ技で、一つ残らず消し去るから！」


  　アリッサは胸を張って断言すると、両手を広げ、魔術の《姿の言葉シヤープワーズ》を唱となえはじめる。


  「願うは流る転てん。暗き蒼あおの海、流れし光の連なり、遠き宙そら駆かける星の竜──たゆたい、泳ぎ、止とどまることを忘れし、永久に巡り巡る者」


  　合わせ技とはどういう意味なのか。僕は地面に横たわりながら、詠唱を続けるアリッサを眺める。


  「輪転せし光。回り続け、象かたどるのは、星の輪郭──集うための別れ、明日を映す、色なき透鏡！」


  　四節の言葉を紡つむいだアリッサは空を睨にらんで《起動言語トリガー》を告げた。


  「星輪の透鏡レヴアーサークル!!」


  　僕らの頭上に広場と同じぐらいの大きさがある光の円が出現する。だがそれで終わりではない。さらに三つの円がより高い場所に現れ、その上に今度は数えきれないほどの円が光で描かれる。地平線の向こうまで光の円は広がった。


  「これは……」


  　僕が驚きの声を漏もらすと、アリッサは得意げに僕を見た。


  「無数の落下物を全て認識して撃ち落とす──一つの魔術でそれを行うのはどうしても無理があるわ。だから役割分担をすることにしたのよ。あたしが生み出した光の輪は、自動で狙ねらいを定め、魔術を拡散するレンズなの。これで世界中のどこにだって英え里り香かの魔術は届く」


  　アリッサはそう言って英里香の方を見る。


  「だから英里香──全力でぶちかましなさい！」


  「はいっ!!」


  　力強く応じ、英里香は魔術を唱となえはじめる。アリッサに教わった攻撃魔術を──他人を守ることができる力ある奇跡を──。


  「願うは流る転てん。暗き蒼あおの海、流れし光の連なり、遠き宙そら駆かける星の竜──たゆたい、泳ぎ、止とどまることを忘れし、永久に巡り巡る者──輪転せし命。回り続け、向かうのは、星々の果て──始まりのための終わり。拒むことなく、逆らうことなく、受け入れよ！」


  　歌うように紡がれる《姿の言葉シヤープワーズ》。それは僕も聞いたことのある詠唱だった。


  　アリッサがここぞという時に使ってみせた高位魔術──。


  　空を覆おおうオーロラのあちこちで小さな光が瞬またたく。ついに月からの破片が地球に到達したのだ。


  　ウルトさんのドールが放ったと思われる爆発が、夜の世界を昼のように染め上げた。


  　眩まばゆい光に目を細め、英里香は叫ぶ。


  「終わりの閃きレヴアークラスト!!」


  　金色の矢が、英里香の手から空へ向かって放たれる。広場の上空に浮かぶ光の円を潜くぐると矢は三本に分かたれ、次のレンズがさらに魔術を拡散する。


  　まるで枝葉を広げるように、数千もの閃せん光こうが空を覆い尽くし、地平の向こうへと伸びていく。


  　いくつもの煌きらめきが夜空に弾ける。


  《終わりの閃きレヴアークラスト》は触れた物質を強制的に光へ還す。小さな隕いん石せきが英里香の矢に捉とらえられ、消滅したのだろう。


  「英里香、魔術を切らしちゃダメよ！」


  「はい、分かってます！」


  　アリッサの声に答え、英里香は金色の光を放ち続ける。


  　打ちあがる花火と、揺らめくオーロラと、光の大樹。こんなにも眩まぶしく、綺き麗れいで、派手な夜空はもう一生見ることができないだろう。花火はどんなことがあっても最後まで予定どおり上げてくれと九く棚だなさんに頼んである。しばらくはこの景色を見ていられるはずだ。


  　冷たい地面に寝そべって正義の魔術師の戦いを眺める。起き上がろうにも体が動かない。


  　右手の指先から少しずつ感覚が失われていく。見届けなければいけないのに、視界が霞かすみ、意識が遠くなる。


  　あ……れ……？


  　上う手まく働かない頭で考える。


  　この脱力感は精神力を使い果たした時の感じに似ていた。だが、それよりも少々深刻な気がする。


  　無理を……しすぎたのか？　まさか……このまま……死──。


  　瞼まぶたが重くなり、目を開けていられなくなる。


  　……ダメだ……待ってくれ……僕は、まだ──。


  　声を上げようとするが、喉のどを震ふるわせることもできなかった。


  　鮮やかに彩られた夜空が、黒い帳とばりに覆おおわれる。


  　そして、僕は──。


  



  



  　…………。


  　………………。


  　……………………。


  「──むがっ!?」


  　顔全体に圧力を感じて息苦しくなった僕は瞼を開く。すると目の前に誰かの靴底があった。


  「──全く、キミはどうしようもない愚か者だな」


  　呆あきれたような声が響いて靴が退どき、代わりに僕を見下ろすエノクの顔が瞳に映る。


  「なっ……エノク、いったい何を──」


  　口の中に入った土を吐き出しながら僕は身を起こす。いつの間にか脱力感は消えていた。さっきまでの感覚は気のせいだったのかと僕は手を握ったり開いたりしてみる。


  　由ゆ衣いと未み由ゆは僕とエノクのやり取りに気づかず、花火と魔術が共演する夜空に見入っていた。


  　単に……眠かっただけなのか？　まるであのまま死んでしまうような──そんな恐怖を感じたのに……。


  　そんな僕の様子を眺め、エノクは深々と息を吐いた。


  「最後の最後、肝心なところで詰めが甘いね。キミが死んだら結局あの子は泣くだろう。それが分かっていないのかい、啓けい介すけ？」


  　花火の音が響く中、僕にだけ聞こえる声でエノクは言う。


  「え……死んだらって……」


  「心身共に衰弱しきった人間が氷点下近い気温の野外で眠れば、普通に死ぬよ。正直その寸前に見えたから、仕方なくオレの活力を〝混ぜて〟やった。おかげで体がだるくて仕方ない」


  　エノクは肩を竦すくめ、その場に腰を落とす。


  「助けて……くれたのか？」


  「まだ作戦中だからね。誰か一人でも命を落とせば、この作戦は失敗なんだろう？　だから仕方なく、だ」


  　苦々しい口調で言い、エノクも地面に寝転んだ。


  「この借りは……いつか返す」


  　ここまで世話になってはそう言うしかない。


  「そうか、ならオレの切り札の一つとさせてもらおう。少々危険な頼みごとでも断らないでくれよ？」


  「……分かってるよ。でも、危険──か。〝おしまい〟を乗り切って、平和になっても、そういうことってまだあるかもしれないんだな」


  「当然だろう？　この世は危険なことばかりだ。戦わなければ乗り越えられないことはいくらでもある」


  　確かに──と僕は頷うなずく。


  　エノクとの決着をつけて手に入れた日常。けど今回の事件はその中で起こった。


  　結局、日常とは戦いなのだろう。日々の生活で、試験や受験で、社会で、僕らは戦い、つかの間の休息を手に入れる。そんな繰り返しを日常と呼ぶのなら、今こうしていることも日常だと言えるのかもしれない。


  　やがて夜空で瞬またたく閃せん光こうの数が少なくなってくる。落ちてくる破片の数が減少しているのだろう。


  「英え里り香か、あと少しよ！　あとちょっとで大気圏を越えてくる大きさの破片は全て消し去れるわ！」


  　目標を捕ほ捉そくし、英里香の魔術を誘導していたアリッサが叫ぶ。空に広げたレンズはそうした情報を得ることもできるようだ。


  「は……いっ……頑張り、ますっ!!」


  　既に限界が近いらしく、英里香は掠かすれた声で返事をする。小さな体でありったけの力を振り絞っていることが分かる。


  　英里香は今、見知らぬ人々の命を背負って戦っている。その在り様はまさしくヒーロー。英里香がなりたいと願っていた正義の魔術師そのものだった。


  　英里香っ……！


  　心の中で僕は祈る。


  「あと二百……百二十──」


  　アリッサが光の輪を操作しながらカウントダウンを始める。最初は無数に分岐していた金色の閃せん光こうが次第に数を減らしていく。


  　地平の向こうまで枝を広げていた光の樹が、その範囲を狭めていく。


  　行けっ……あと、ほんの少し！


  「──六十……二十五……」


  　ついに百を切った閃光が、残った破片を迎撃して消えていく。


  「行けえええええええええぇぇぇぇっ!!　英え里り香かぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」


  　黙っていることができなくなり、僕は声の限り叫ぶ。


  　そして──。


  「十二……三……ゼロ!!」


  　アリッサが終わりを宣言すると同時に、英里香の手から金色の光が消えた。


  　最後の閃光が空の向こうで瞬またたく。


  「あ……」


  　がくっと膝ひざから崩れ落ちる小さな体を、アリッサが慌てて抱きとめる。


  「よくやったわね……英里香」


  「終わったん……ですか？　私──皆さんを、守れたんですか？」


  　アリッサの腕に包まれた英里香は、放心した様子で問いかけた。


  「ええ、終わったわ。英里香はちゃんと、正義の魔術師になれたわよ」


  「っ……」


  　英里香は感極まった様子でアリッサの胸に顔を埋うずめた。


  　泣いているのかもしれないが、その声は花火の音にかき消されて聞こえない。


  　皆、何も言わず重い枷かせから解き放たれた少女の姿を見つめる。


  　しばらくしてオーロラと光の輪と金色の閃光が消えた夜空に、ひときわ大きな花火が咲いた。


  　きっとあれは祭りの最後を飾る一発だろう。


  　パチパチと音を立てながら散っていく火の花が滲にじんで見えて、僕は自分の顔に手を当てる。いつの間にか──僕の頬ほおは濡ぬれていた。


  



  
    ６

  


  



  　花火が終わり、天を覆おおっていた魔術も解除され、夜空はあるべき姿を取り戻す。


  　深い紺色の宙で輝くのは星と月。だがよく見れば、完全に元通りというわけではないようだった。


  「ねえ、ケースケ……月に手形がついてない？」


  　空を見上げていたアリッサが眉まゆを寄せ、問いかけてくる。


  「はは……力が入りすぎたかな……」


  　僕は苦笑を浮かべて頭を掻かく。アリッサの言うとおり、月には手の形に思える薄い影が生まれていた。恐らく力場で強く掴つかみすぎたのだろう。その上、隕いん石せきと衝突した月の端はしはわずかに欠けている。


  　正面衝突を避け、衝撃はかなり逃がしたので、月全土の岩盤が捲まくり上がるなどという事態にはならなかったが……確実に世界中の人間が異常に気づくだろう。


  　突如出現したオーロラや、迎撃に放った魔術の閃せん光こうも多くの人々が目にしたはずだ。とてもごまかしきれるものではない。


  　けれど、まあ……なるようになるだろう。


  　僕らに関わるような問題が発生したら、その時考えればいい。それらは全部〝これから〟のことだ。


  「これで……明日が来るんですよね？」


  　陽ひ名なちゃんが歩み寄ってきて、僕に訊たずねる。


  「ああ、今日が〝おしまい〟じゃない──明日も、明後日も、その先も、どこまでだって続いてく」


  　終末に打ち勝った喜びを噛かみ締めながら頷うなずくと、陽名ちゃんは嬉うれしそうに手を叩たたいた。


  「ではやっと明日の──クリスマスイブの予定を立てられますね！」


  「へ……？」


  　思いがけない台詞せりふに僕は呆ほうけた声を上げる。


  「デートをしましょう、啓けい介すけさん！　明日の朝九時に駅前で待ち合わせはどうですか？」


  　身を乗り出し、問いかけてくる陽名ちゃん。すると未み由ゆが陽名ちゃんの前に割って入る。


  「陽名さん……ちょっと待ってくれないかな？　普通に考えて明日の予定は私に優先権があると思うんだけど？」


  　にこやかに、だが底冷えのする声で未由は言う。だが陽名ちゃんも朗ほがらかに笑って言い返す。


  「ふふ、安心してください。もちろんわたくしが独り占めをするつもりはないのです。二十五日は未由さんに譲ってあげます。ああでもアリッサさんにも配慮しなければいけませんね……仕方ないです、明日の午前中はアリッサさんに明け渡しましょう」


  　話を振られたアリッサが顔を輝かせる。当事者であるはずの僕は完全に置いてきぼりだ。考える余裕も、口を挟む暇ひまもない。


  「え、ホント？　明日、ケースケと遊びに行けるの？」


  「アリッサさん、喜んじゃダメだよ！　イブの夜を確保されてるし、そもそもデートを許可していいの？」


  　未由が慌てて注意をすると、アリッサはハッとした表情を浮かべる。


  「あ……そ、そうよ──ケースケ、それ浮気よ浮気！」


  　ぴくっとその単語に反応し、ヴェルさんが僕の方に顔を向けた。


  「あら……ケースケさん、浮気をなさるんですか？　アリッサのことを好いてくれていると思っていたのですが……勘違いだったのでしょうか？」


  「か、かか、勘違いじゃありません！　ぼ、僕は──」


  　未み由ゆを超えるプレッシャーを感じ、急いで首を横に振る。


  　だが僕の言葉を遮さえぎるように陽ひ名なちゃんが口を開いた。


  「浮気……ですか。確かに今の状況はそう取られても仕方がありません。けれどわたくしは以前、未由さんと約束をしたのです。勝負でわたくしが勝てば、啓けい介すけさんとの交際を認めてくれると。恋人になれば浮気ではなくなりますよね？」


  「え、ミユ……そうなの？」


  　アリッサが驚いて確認すると、未由は渋々といった感じで頷うなずく。


  「う、うん……」


  　陽名ちゃんは未由の言げん質ちを取ると一気にたたみかける。


  「そうです！　未由さんはわたくしから逃げることなく戦うことを選んでくれました。アリッサさんはどうですか？　まさか、尻尾しつぽを巻いてお母さんに泣きついたりはしないですよね？」


  　ここまで言われてアリッサが引き下がるわけはない。表情を引き締め、アリッサは陽名ちゃんと視線を合わせる。


  「──当然よ。受けて立ってあげるわ。お母様……口は出さないでね。これはあたしの戦いだから」


  「え……そ、そう……で、でも、お母さんは心の中で応援してるからねっ」


  　少し寂しそうな顔でエールを送るヴェルさん。


  　どんどんと話が進んでいく。


  　このまま何もせず見ているだけでいいのかと僕は思い切って声を上げようとする。


  「アリッサ──」


  「ケースケも黙ってて！　これは女同士の戦いなんだから！」


  　だが一瞬で制されて、僕は肩を落とす。


  　しかし僕以外にも異議を上げる者はいた。ツグミが不機嫌な表情で歩み出てきて、静かに言葉を紡つむぐ。


  「……待ってください。センパイの所有権を勝手に取り合うのは間違っていると思います。私は……センパイを誰かの物にされては困ります。それに、センパイにも選択する権利はあるはずです。ですからセンパイと……そして私も、その勝負に参加します」


  　しかしツグミの意見は斜め上を行くものだった。


  　その上、それを聞いた英え里り香かまでも手を挙げる。


  



  「啓けい介すけお兄様と勝負をなさるんですか？　あの……私、啓介お兄様と勝負の約束をしているのですが……」


  「ふふ、だったら英え里り香かちゃんも参加すればいいんじゃない？」


  　さらに冬ふゆ上がみが英里香の頭にぽんと手を置き、事態をさらにややこしくする発言をした。


  「そ、その子が参加するならあたしもやる！」


  　地面に寝そべっていた由ゆ衣いが、がばっと起き上がって叫ぶ。


  「お、おい、由衣……」


  　慌てて諫いさめるが、もはや状況は収拾がつかない。


  　冬上は心底楽しそうに笑う。


  「ふふふふふ、面白くなってきたじゃない。明日の予定がかかっているのなら、今日中に決着をつけなきゃいけないわね。勝負方法は何がいいかしら……誰もやったことないレトロなゲームを街で買ってきて、友とも月づきさんの家で夜通しバトルとかよさそうね……」


  「冬上、まさか仕切る気か？」


  　恐る恐る問いかけると、冬上は「何言っているの」と笑う。


  「仕切るんじゃなくて、私も参加するの。こんな愉快な催し、そうそうないわよ」


  「お、お前な……」


  　僕が向ける抗議の眼まな差ざしを軽く受け流し、冬上は皆に言う。


  「それじゃあ第一回──勝ったら遠とお見みくんとデートしなきゃいけない大会を開催しまーす！」


  「って、何か罰ゲームみたいになってるし!?」


  　つっこむが、もはや誰も聞いていない。


  　エノクが後ろから僕の肩をポンと叩たたき、にやりと意地の悪い笑みを浮かべ、無言で歩き去る。


  「自じ業ごう自じ得とくだ、せいぜい足あ掻がけ」というような表情だった。


  　遠ざかるエノクの背中を恨うらめしく見送る。


  「ケースケ、負けないわよ！」


  　闘志を瞳に宿したアリッサが僕を指さす。


  「アリッサ──お前、最初の主旨を忘れてるだろ……」


  　僕は溜ため息いきを吐つき、肩を落とす。


  　一つの戦いが終わっても、また新たな戦いが始まる。


  　明日はまだまだ、遠そうだった。
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  EPILOGUE

  終章　いつかどこかの未来あしたにて


  　とある神社の裏手に広がる深い森。そこにちょっとした広場があることは、一部の者しか知らない。


  　その広場はかつて私が師に教えを請こい、一人前の魔術師と認められた場所。以前は殺風景な荒地だったのだが、いつの間にか誰かがベンチを運び込み、花壇が作られ、今では公園のような感じになっている。


  　桜が咲き誇るこの季節は、三百六十度全てが薄紅色で埋め尽くされ、花びらの海に浮かんでいるような気分になる。このところ雨の日以外は毎日のようにここへ来ていた。私が通う大学からはかなり遠いのだけれど、魔術を使えば一瞬だ。


  　私はベンチに腰を下ろし、ぼうっと桜の隙すき間まから覗のぞく青空を見上げた。


  　こうしていると心が安らぐ。目を閉じれば、あの夜の記憶が鮮明に甦よみがえる。オーロラと花火と閃せん光こうが重なった、特別な星空。


  　思い出に身を委ゆだねていると、次第に眠くなってきた。一応、講義の課題は持ってきているのだがとてもやる気にはならない。


  　ここは私が最もくつろげるとっておきの隠れ家だ。行儀悪くベンチで横になっても邪魔をする人はいない。少し──前までは。


  　たったった……と軽い足音が聞こえてきて、私は目を開ける。


  　きっとまたあの子だろう。ここ最近毎日のようにやってくるから、足音を覚えてしまった。


  　神社からの細い道を抜け、予想通りの人物が姿を現す。小学校低学年ぐらいの小柄な女の子。白いリボンで括った髪が馬の尻尾しつぽみたいに跳ねていた。


  　公園の入り口で立ち止まった女の子はきょろきょろと視線を巡らせ、わたしの姿を発見すると顔を輝かせた。


  　彼女のことは幼い頃から──それこそ赤ん坊の頃から知っている。私が尊敬する人たちの子供で、何度か遊んであげたこともあった。だから少し前まで私は彼女にとって知り合いのお姉さんに過ぎなかった。けれど今の関係性は違う。


  　彼女にとって私は少々特別な存在で、私にとって彼女は公園の平穏を乱す闖ちん入にゆう者しや。


  　この場所は基本的に神社の関係者しか知らないからと、周囲の確認をしなかったのが失敗だった。迂う闊かつにもその時、魔術を使うのを見られてしまったのだ。それ以来、彼女は頻ひん繁ぱんにここへやって来る。


  　あることを──頼むために。


  　彼女は公園の入り口でうろうろしながら私の様子を伺っている。


  　何やら躊ちゆう躇ちよしているようだが、彼女の目的は既に分かっていた。


  　──今日もまた駄々を捏こねるんでしょうね……。


  　もう何度も断っているというのに、彼女は懲こりることなく毎日押しかけてくる。


  　あまりにしつこいため、仕方なく彼女の両親に相談し、今日はいつもと違う返答を用意していた。


  　同じ事を繰り返すのは私にとっても彼女にとっても時間の無駄。


  　どうにも彼女は音ねを上げそうもないし、いい加減に何かしらの区切りを付けなければならない。一度決めたら譲らない頑固さは、きっとあの──全てを救う選択を貫いた〝お兄様〟に似たのだろう。


  「こんにちは」


  　わたしは彼女と目を合わせ、挨あい拶さつする。


  　彼女はびくっと体を揺らしたが、すぐに表情を引き締めて私の元へ駆けてきた。


  　何となくこれまでと雰囲気が違う。甘えて、我わが儘ままを喚わめき散らす子供の顔ではない。


  　きっと彼女も同じ事をしていてはダメだと気付いたのだろう。


  　今までの自分でダメなら、違う自分になる。彼女はそれを学んだのだ。


  　私は姿勢を正し、待ち構える。


  　彼女はベンチに座る私の前で足を止め、勢いよく頭を下げてこう言った。


  



  「わたしのお師匠様になってください！　お願いします！　何でもしますから!!」


  



  　いつもはただ魔術を教えてとせがまれるだけだったので、その礼儀正しさと真剣さに私は驚く。


  　お師匠様──か。


  　そういえば私が弟子入りしたのも、彼女とそう変わらない年の頃だった。


  　私よりすごい人はまだいるのにと溜ため息いきを吐つきたくなるが、尻尾しつぽを出してしまったのは私の責任なのでお師匠様たちへ押しつけることもできない。


  　苦笑を浮かべ、私は答える。


  　あの時のお師匠様と同じように。


  「分かりました。そこまで言うのなら、テストをしてあげましょう──」


  



  



  
    了

  


  



  　あとがき


  



  『ＲＩＧＨＴ×ＬＩＧＨＴ～空っぽの手品師と半透明な飛行少女～』が刊行されてから五年と二か月。ようやく最も遠くに見据えていた着地点へ降り立つことができました。ここまで背を押してくれた読者の方々、啓けい介すけたちの世界に形を与えてくれた近衛このえ乙おと嗣つぐさん、いつも真剣に作品と向き合ってくれた編集さん、そして一部・二部を合わせて十六冊という長編シリーズを刊行してくださったガガガ文庫様と小学館様に心から感謝いたします。本当にありがとうございました。書きたいことを最後まで書き切ることができた私はとても幸せ者です。実を言うとシリーズが続いていくことに関して私は嬉うれしい反面、不安も感じていました。その不安とは「きちんと終わりを描くことができるのだろうか」というものです。物語が続けば続くほど、中途半端になってしまうことがとても怖くなりました。次巻へ続く話を書く時は不安が増し、一区切りつくと少しだけ気持ちが軽くなりました。ですから今は、とてもほっとしています。この物語に対する責任をやっと果たすことができた──というような気分です。


  　啓介たちの「日常」はこれからも続いていくでしょうが、彼らが経験した特筆すべき「事件」はこれにておしまい。この物語がほんの少しでも誰かの心に残るものであってくれることを祈りつつ……心機一転、新たな気持ちで次の物語を描いていきます！


  　それでは、また。


  
    ツカサ
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  ツカサ


  Tsukasa


  



  ８月15日生まれ、京都在住。二つの事を同時にできない不器用な二十代。仕方なく一つ一つ物事と順番に向き合う日々を送る。好きな色は青。


  小学館ｅＢｏｏｋｓ


  ＲＩＧＨＴ∞ＬＩＧＨＴ４


  夜天の頂へ、右手を伸ばす
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